
    
      
        
      
    

  











































































高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果
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　目が覚めれば高校生に戻っていた。

　そんなことを言ったとして、誰が信じてくれるだろう。

　けど、実際俺おれの目の前で起きている光景は、高校のときに見慣れた授業風景のそれだった。

　俺、まだ寝てんのか、と思ったけど、結構マジっぽい。

　……おかしい。明日も仕事ダルいな、行きたくねえなって思ってベッドに入ったはずなのに。

「真田さなだ、ちょ、シャー芯しん貸して」

　俺の制服を引っ張る隣の席のヤツ。

　うわ、懐なつかし！　藤本だ！　高校卒業してから一回も会ってない、あの藤本だ。

「よお、藤本。マジで久しぶりだな」

「おう、久しぶり。おまえが寝てから目覚めざめるまでだから、だいたい二〇分ぶりだな」

　こういうノリも、本物の藤本だ。

「おまえとクラス一緒で席が隣って……二年の春くらいか？」

　と言いつつ、俺はズボンに入っている携帯を取り出して、日付を確認する。

　一〇年前の四月二四日だった。

　これ、マジのやつだ。

　ほらほら、携帯だって高校卒業するまで使ってたガラケーだし。

　パカパカするぞ……時代感じるぅー。

　記憶はそのままで高二に戻ってる……俺、タイムリープしたんだ。

「おい、真田。なに携帯じっと見てんだよ。柊木ひいらぎちゃんが、こっちチラ見してんぞ。しまえよ、携帯取り上げられんぞ？」

「柊木ちゃん？　うわ、懐かし。世界史の柊木ちゃんだ」

　黒板の前で、チョークを片手にカツカツと板書しているのは、若い女性教師の柊木春香はるか先生。通称柊木ちゃん。

　グレーのカーディガンにブラウスを着て、下はジーンズを穿いていて、髪を束たばねてポニーテールにしていた。

　実は、俺は高校三年間、柊木ちゃんのことが好きだった。

　憧あこがれとかじゃなくて、真剣に恋をしていた。

　誰にもそのことを教えたことはなかったし、告る勇気もなく卒業とともにそれっきり。

　けど、奥手な高校生の恋って、そんなもんだろう。たぶん。

　それに、相手は先生だ。相手にしてくれるはずがない。

　肩越しに、柊木ちゃんがこっちを振り返る。

　俺は慌てて携帯を制服のポケットにしまった。

　ど、どうしよう。目が合った。

　なんで、俺こんなにテンパってんだ。童貞かよ。……あ、余裕でそうだった……。

　今意識のある俺は社会人数年目の青年だけど、タイムリープ先の真田誠治せいじは、まだ余裕で柊木ちゃんのことが好きな男子高校生。

　頭脳は大人オッサン。体は子供ししゅんき。

　中身よりも体の反応のほうが強いらしい。だから今は普通にドキドキしている。たぶん、顔も赤いと思う。

　そのせいか、忘れていた恋心なんてものまで思い出してしまった。

「シャー芯、いいから出せよ」と痺しびれを切らしたヤンキーみたいなことを言って、藤本が俺のペンケースを漁あさってシャー芯を奪っていく。

　それから、ノートも取らずにぼんやりしていると、チャイムが鳴って授業が終わった。

「真田君は、あとで職員室に来てください」

　柊木ちゃんはちょっと不機嫌そうに言って、教室をあとにした。

「あーあ、携帯没収だ」

　楽しそうに言う藤本の肩を軽くグーパンする。俺はすぐに柊木ちゃんを追いかけ、背中に声をかけた。

「先生、何か用ですか？」

「何か用じゃないでしょ？　はい。出して」

「出してって、何を？」

「携帯。イジってたでしょ。持ってきてもいいけど、授業中に触るのはルール違反。放課後まで没収します。だから、放課後また先生のところまで取りにきて」

　俺は話そっちのけで、じいっと柊木ちゃんを見つめていた。

　薄い化粧で、やっぱり可愛かわいい。

「何？　じっと見て」

「あ、いえ……」

　ほら、早く、と柊木ちゃんは俺を急せかす。

　告れなかったことは、実は後悔していた。

　卒業してからそれっきりだったし、今どうしているかも知らない。

　結婚してるかもしれないし、子供なんていたりするのかもしれない。

　二回目の高二。

　──今、目の前にその人はいる。

　もう同じ後悔は繰り返さない。

　明日目が覚めれば、また会社勤めの毎日かもしれないんだし。

　なんなら、次の瞬間にはベッドでしたってオチもあり得る。

　今だ。今しかない。もう夢で構わん。

　携帯を柊木ちゃんの手にのせ、携帯ごとその手を握った。

「せ。先生！　あ、あの！　す、好きです────っ」


　い。言ってしまったぁぁぁぁ────。




　うあぁぁぁぁぁぁ！　は、恥ずかしくて死にそう──！



　顔真まっ赤かなのが自分でわかる……。

「……ごめん、今なんて言った……？」

　聞こえてなかったパターン!?

　て、てて、テイクツーや。

　頑張れ、俺。

　乗りかかった船だ。

　ここで引き下がるともう二度と勇気が出せない気がする──！

　柊木ちゃんが、俺の言葉を待って、じっとこっちを見ている。

　ああ、くそ。可愛い。


「だから！　先生……。あの…………いえ、何でも、ないです……」



「そう……？」

　五体投地して、そのまま廊下に溶けてしまいたい……。

「ごめん、手、離してくれる？」

「あ。ごめんなさい……」

　終わった。

　俺の二回目の青春、早くも終わった。

　もう思い残すことは何もないので、元の俺に戻してくださーい。

　……。

　そう都合よく戻れないらしい。

　肩を落とす俺を不思議そうに見た柊木ちゃんは、また放課後ね、と階段を下りていく。

　もう、どうやって教室に戻ったのかさえ覚えていない。

「真田ー？　携帯没収されたのがそんなにショックだったのかー？」

　とかなんとか藤本が言って俺の肩をゆすってくるけど、されるがままだった。

　また放課後、職員室で柊木ちゃんに会わないと。

　どんな顔して会えばいいんだ。

　あっちは聞こえてなかったんだから、俺は気にしなくてもいいのか……？

　悶々もんもんと考えていると、放課後を迎えた。あっという間だった。授業なんてこれっぽちも聞いちゃいない。

　じゃあな、と藤本は部活に行ってしまった。

　どんな態度を装えば正解なのかわからないまま、俺は鞄かばんを手に職員室にむかう。

　何人か教職員のいる職員室は全体的に閑散としていた。

　俺を見つけた柊木ちゃんが、自分の席から小さく手を振った。

　可愛い。

　今世紀最大の勇気を振り絞った告白を聞こえてなかったくせに。

　可愛い。

　会釈えしゃくして柊木ちゃんのところへ行くと、隣の席の椅子いすを引っ張ってきて、ぽんぽんと叩たたいた。

「座って」

「はあ」

　説教でもされるんだろうか。

「これ、坂井先生がお土産で買ってきたお饅頭まんじゅうなんだけど、余ってるから……あげる」

　坂井先生ってのは、俺のクラスの担任。

　柊木ちゃんに饅頭を握らされた。

　どうしてだろう。それだけなのにめちゃくちゃ嬉うれしい。

　たかが饅頭一個で。俺チョロい。

　俺が饅頭に感激していると、柊木ちゃんは引き出しから携帯を出して、返してくれた。

「あのね、あたしもこういうの、好きでやってるんじゃないからね？　厳しいの、あんまり好きじゃないし。これを大声で言うと他ほかの先生方にあたしが怒られちゃうかもだけど。……けど、ルールはルールだから。今後、気をつけてね。いい？」

　ちょっと首をかしげて、俺をのぞいてくる柊木ちゃん。

　清潔なシャンプーのいい匂においがふわっと香った。

　それから、一度周りに目をやって、こそっと耳打ちしてきた。

「坂井先生には言ってないから。大丈夫だよ」

「せ、先生。また放課後、来てもいいですか──」

　勢いに任せた俺の最後の悪あがきだ。これくらいは許してほしい。

　きょとんとした柊木ちゃんは、いたずらっぽく笑う。

「たぶん、来なくても大丈夫だと思う」

「は？」

「もう用は終わり。帰った帰った。先生は忙しいんだから」

　いきなり先生ぶりはじめた柊木ちゃん（先生ぶりはじめたっていうか、先生だけど）。

　けど、俺にもわかるレベルで嬉しそうだった。

　何かいいことあったのか？
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　柊木ちゃんの真意はわからずじまいで、俺は職員室をあとにする。

　学校から我が家へ帰ると、やっぱり記憶にある通りの実家で、当時の懐かしい俺の部屋だった。

　携帯をぱかっと開くと『新着メール１件』の表示があった。携帯関連、いちいち懐かしいな。

　誰だろう、とメール画面にいく。

　未読メールの一番上。

『柊木春香』

　は!?　何で!?

　俺はメアドも電話番号も知らないのに。

　アドレス帳には、『柊木春香』の欄があった。

　きちんと、メアドも携帯番号も登録されている。


　…………没収している間？



　柊木ちゃんが俺の携帯に自分のメアドやら何やらを登録したってこと？

　ドキドキしながらメールを開く。

『告白してくれてありがとう！』

　聞こえてたんかぁーいっ!!


　てことは『今なんて言った……？』って、ただ確認しただけなんじゃ……？



　聞こえなかったからもう一度言ってって意味じゃなくて、本当に？　っていう意味合いだったんじゃ……。

　俺が何でもないって言うと、ちょっと残念そうだったような？

　柊木ちゃんのメールは、ちょいちょい絵文字が入っていて、可愛らしいメールだった。




『色々と考えたけど、メールからでいいならオッケーです』




　おん？

　メールからでいいなら？

　オッケー？？

　おっけんんんんんんんんんんんんんんん!?

　……とりあえず、俺は全力でガッツポーズした。

『ありがとうございますっ!!　メールからお願いします!!』

　テンパりながらもメールを返信して、それがまた返ってきたのが夜の七時くらいだった。

『こちらこそよろしくね♪　今日の放課後も言ったけど、学校ではメール禁止だからね？　約束だよ？』

　他の先生なら口うるさい注意でしかないけど、柊木ちゃんに注意されるのは、なんだかとても嬉しい……。

『じゃあ電話ならいいんですか？』とちょっとふざけてメールを送る。

　そしたらすぐに返信があった。

『屁理屈へりくつも禁止っ』

　あー。あー。やばい。反応がいちいち可愛い。

　ふへ、ふへへへ。

　変な笑い声が漏もれそうだ。

「何ニヤけてんの？」

　食卓のむかいにいた母が不審そうに俺を見る。

「べ。別に」

　晩飯を食べ終え、俺は部屋に戻り返信の文章を考える。ふと、最初に浮かんだ疑問をぶつけた。

『何でオッケーしてくれたんですか？　告っておいてアレだけど』

『手を握られてドキっとして。嬉しくなって。あと一生懸命で可愛かったから♡』

『嬉しすぎて鼻血出そうです』

『大変大変！　首の後ろをトントンってしないと！』

『オッケーだったから、携帯にアドレス登録してくれたんですか？』

『うん♡』

　ダメだ。

　絵文字のハートがひとつつくだけで、幸せゲージがたまってフライアウェイしそう。

『このことがバレたら、結構やばいですよね？』

『え？　どうして？』

　どうしてって……そりゃあ、だって先生が生徒と付き合ったりしちゃ、教育上のアレがアレしてあんまりよくないだろう。

　てか、ダメじゃね？

　わかったとしても、先生が生徒に個人的にメールしちゃ、ダメじゃね？

　没収した携帯に自分のメアド登録するとか、ダメじゃね？

　実際に生徒と付き合うっていう柊木ちゃん側のリスクを考えると、俺は告白するべきじゃなかったかもしれないし、それ以上に柊木ちゃんは断らなくちゃいけなかった。

『もしバレたら、学校やめたりもう先生できなくなったりするんじゃあ……？』

『あ、そっかぁ』

　そっかぁ、て軽いなー。

『でもね、仕方ないじゃん。ドキっとしてビビって電気みたいなのが走って、好きになっちゃったんだもん♡』

　好きに──？

　なっちゃったんだもん──？

　♡──!?!?

　仕方ない。

　♡つけられちゃもうそれは仕方ない。

　好きになったらそりゃもう仕方ない。

　柊木ちゃんのすべてを受け止める姿勢一〇〇％でお送りします。

　リスク上等。常識なんてクソくらえです。

　いや、だが、待て待て。

　落ち着け、俺。

　バレるリスクは限りなくゼロにする必要がある。

　柊木ちゃん、常識的な部分がフワフワしているっぽいし。

　ここは俺がしっかりせねば。

『ルールを決めましょう。学校では、二人きりで会わない』

『えー!?　メール禁止してるから、そうしないとおしゃべりできないよ？』

　この先生、学校で二人きりになってイチャつくつもりだったのか……!?

『撤回。学校で二人きりで会ってもいい』

　手のひらを返す早さには定評のある俺氏。

『りょーかいっ』

『でも、歯止めが効かなくなりそうだから、一〇分休憩のどこかの時間で、一回だけとします』

『え。お昼休憩はっ!?　メインイベントだよ!?』

『さすがにそれは……。長い時間会うと怪しまれやすくなりますし』

『むー。真田君は結構マジメなんだね。いつもお弁当作って持っていってるから、余分に一個作っていくんだけどなー？』

　あ。わかった。柊木ちゃん、さてはダメな大人だな？

　恋人関係を続けながら、俺が柊木ちゃんを守らないと。

　俺の中身は、少なくとも今の柊木ちゃんより年上なんだし。

　俺がしっかりせねば。

『弁当は嬉しいです。けど、食べる場所がないでしょ？　先生と生徒が毎日一緒に弁当を食べるなんて、怪しさ満点です』

『世界史準備室の鍵かぎ、先生が管理してるんだけどな♡』

　!?　……お、落ち着け俺。

　お……お、俺がしっかりせねば。

『マジですか』

『うん♪　五限目がはじまる前は、他の世界史の先生が来るときもあるけどね。それが何曜日なのか、先生把握してる☆』

『じゃあ昼休憩は、その曜日以外』

『誰も来ないよ？』


　…………。



『おかずは、唐揚げが好きです』

　俺の常識は、このとき完全に死んだ。

『了解っ。明日入れるから♡』

　撃沈した。

　もう無理だった。誘惑には抗あらがえなかった。

　もう、なんでもいいや。

　柊木ちゃんとこっそり二人きりで、柊木ちゃんが作ってくれた弁当を食うっていう夢みたいな状況を逃すのは、オスとして失格だろう。

　俺はすぐに明日弁当が不要である旨を母に伝えた。理由は適当にでっち上げて。
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　翌日。

　俺おれはさっそく、午前中の逢あい引き権を行使した。

　逢い引きっていっても、ただ俺が職員室に柊木ひいらぎちゃんに会いに行くっていうだけのことだ。

　中に入って柊木ちゃんのデスクを見ると、そこに姿はなかった。

　おかしいな。いつ会いに行くとは言っていなかったから、空席なのも仕方ないのか？

「わ！」

「ぬわっ!?」

　びっくりした……。後ろを振り返るとマイエンジェル柊木ちゃんがいた。

　授業帰りのようで、手には世界史の教科書と資料集を持っている。

　先生というよりは、二四歳の女子って感じのいたずらっぽい笑顔をしている。

　……くそ、可愛かわいい。

「驚いた？」

「はい、そりゃもう」

「『わからないところ』があるの？」

「えっと、そんなところです」

　入って入って、と自分の部屋に入れるみたいに言って、柊木ちゃんは自分のデスクのそばに俺を座らせる。

　世界史の教科書を開いて、個人授業を開始した。

「21ページのところは──」

　適当に教科書をなぞって説明しながら、手元のプリントの裏に何か書いている。

『ドキドキするね』

　こら。二四歳。昼間の職員室でなにドキドキしてんだ。抱きしめるぞ。

「ああ、なるほど」

　俺も適当に相槌あいづちを打って、メモを取るフリをして返信する。

『今日はスカートなんですね』

「横文字だから、地名や人物名って覚えにくいけど──」

　口では真面目まじめに教科書を説明する柊木ちゃんは、ボールペンで別の文章を書く。

『似合ってる？』

『可愛いです』

「もう、ちょっと、そういうのズルいってば……」

　小声でぼそっと言って、本気で照れる柊木ちゃんは口元をゆるめた。

　俺の腕を軽く小突く。

「また不意打ちして……もお」

　冗談ぽく怒ってみせて、下の引き出しから饅頭まんじゅうを出した。

「また饅頭出てきた!?」

「え。好きじゃなかった？　昨日、嬉うれしそうにしてたから、買ったんだけど……」

「いえ。好きですよ」

「よかった」

　柊木ちゃん、俺を甘やかす気満々だ。この調子じゃ、また明日も饅頭が出てくるぞ。

　むかいのデスクにいる先生が俺たちをじっと見ていた。

「えっと……坂井さかい先生もいかがですか？」

　柊木ちゃんが、俺の担任、坂井にも饅頭を差し出した。

「すみません。ありがとうございます」

　数学担当で、黒縁眼鏡めがねをかけた三〇代後半くらいの男性教師だ。

「真田さなだもお礼言っておけよ？　饅頭も個人的な授業のことも」

「うーす」

「ねえ、柊木先生。こんな美人教師に教えてもらえる機会なんて滅多めったにないんだから」

　あ、あはは、と柊木ちゃんはオッサン特有のお世辞とご機嫌取りに、愛想笑いを浮かべた。

『坂井のこと苦手でしょ？』

『あ、バレちゃった？』

　目が笑ってる柊木ちゃんは、口だけの噓うそ授業を再開した。

　するり、と柊木ちゃんが、膝ひざの上にあった俺の手に手を重ねた。

　こら。二四歳。何職員室でこっそり生徒の手を握ってんだ。抱きしめるぞ。

　俺も手のひらを上にむけて、握り返す。

『ドキドキするね』

　いけないことをしているドキドキとバレるかもしれないドキドキ。

　あと、好きな人と手を繫つないでいるドキドキ。

　色々混ざりすぎて頭の処理が追いつかない。

「顔、赤いよ？」

　くすっと小悪魔みたいに笑って俺をからかう柊木ちゃん。

　自分もちょっと赤いくせに!!










[image: ]







　待ちに待った昼休憩の到来。

　間食なんてことはまったくしてない俺おれは空腹ＭＡＸ。

　さて。年上で若干天然で小悪魔の柊木ひいらぎちゃんが待つ世界史準備室へ行くとしよう。

「真田さなだー？　どこ行くんだ？　弁当食わねえの？」

　我が友・藤本ふじもとがハンカチで包んである弁当を掲げている。

　悪いな、藤本。

　俺はもう、どうやったら女子にモテるとか、おっぱいの大きさはどれくらいがいいとか、そういうことを論じるステージにいない。

　なぜなら、女神が世界史準備室で俺を待っているからだ。

　手作りの弁当を持参でな！

「弁当は食う。けど、しばらくは一緒には食えないかもしれない」

　藤本が真顔で俺を見つめてくる。

「どういうことだよ。おまえは、オレしか友達がいないはず！」

「うるせえよ、本当のこと言うんじゃねえ」

「そのおまえが、別の誰だれかと昼休憩に弁当を食う？　あり得ねえ！」

「あり得るんだ、それが」

　悲しそうな、むしろ同情しているような顔で、藤本が俺の肩を叩たたいた。

「無理すんなよ。本当はいないのに、藤本おれ以外にも友達がいるっていう虚むなしいアピールならやめろ。いないってのは知ってるから」

「俺をそんな悲しいキャラにすんのはやめろ」

「バレないように便所かどこかで一人寂さびしく飯を食うつもりなんだろ？」

「違うわ！」

「オーライ、オーライ。おまえには、たくさん友達がいる。そう、毎日毎日、日替わりで昼飯を食って談笑ができる友達がな」

　渋顔で笑みを浮かべつつ、うんうん、と藤本は何度もうなずく。

　な、なんだよ、急に……。

　いや、てか、そんな友達いないから。

「それはわかった。だから、強がるのはやめておとなしくオレと一緒に飯を食おう。金がないなら三〇〇円までなら貸してやれる。な？」

「別に金がないから弁当が食えないってわけじゃねえんだ」

「なら、今日はオレが金を出してやる。オレたちは友達だ。そうだろう？」

「え、ああ、うん」

「さあ、行こう。学食か？　それとも売店のパンか？　好きなほうを選べ」

　三枚目の外国人みたいに、肩をすくめる藤本。

「いや、だから。俺は別の人と食うっていう話。オーライ？」

「まあまあ。そう言うな」

　ぐいぐい、と藤本が俺を強引ごういんに引っ張りはじめた。

　あ、わかった。

「さてはおまえ……俺以外に食うヤツが」

「違うし」

　否定早っ。

「いや、マジで違うから」

「いないんだろ。一緒に昼飯食ってくれる相手」

「言うなって」

「一〇〇円やるからその手を離せ。ぼっちマン」

「くっ──。友達だろおまえ！　友達っていうのはなぁああ！　一緒に昼休憩を過ごすんだよぉおおお！　弁当食いながら、どうでもいい会話するもんなんだよぉおお！」

　俺は財布の小銭入れをのぞく。

「さて。ぼっちマンに恵む一〇〇円はあったかな……」

「くっそ……！　いいじゃねえか。教室でいつも二人でいるから、クラスの女子に『あの二人デキてるんじゃないか』って噂うわさ流されてても」

「なにその噂!?　余計イヤになるわ！」

「陸上部の後輩が入ってきたんだぞ!?　『昼飯、藤本さん一人で食ってんスね（笑）』みたいなことになったら、おまえどうすんだ！　先輩としての威厳保てねえだろ！　オレを助けると思って、頼む！」

「何だよ、結局自分のメンツか。じゃ教室から出なかったらいいだろ？　おまえとは違うステージにいる俺から、おまえへの最後のアドバイスだ」

　ぱっと藤本の手を払って、俺は教室を出ていく。

「真田ぁああ、カムバァアアック！」

　うるさい大声を聞き流し、ぴしゃんと扉を閉めた。

　ぼっちマンのせいでタイムロスしちまった。

　俺は急ぎ足で特別教室棟へむかい、世界史準備室を目指す。

　緊張しながら、扉に手をかける。

　職員室では、柊木先生と男子生徒として接していたけど、このむこうにいるのは、告白をオーケーしてくれた彼女である柊木春香はるかさんなのだ。

　誰にも見られていないことを念のために確認してから、中に入る。

「あ、真田君。授業お疲れ様」

　ニコニコ、と柊木ちゃんが俺を迎えてくれた。

　その笑顔を見るだけで、すごく癒いやされる……。

「お疲れ様です」

「これ。ちゃーんと作ってきたよ」

　整理整頓されたデスクの上に、昨日言っていた通り、弁当がふたつ置いてある。

「ありがとうございます。先生ってちゃんと料理できるんですね」

「そういう意地悪言う人にはあげません」

「料理できる女の人は、魅力的ですよ」

「もう、すぐそういうこと言うー」

　照れ隠しに怒ってみせる柊木ちゃん、可愛かわいい。

　はいはい、と柊木ちゃんは、自分の席の隣に用意した椅子いすを叩く。

　隣にお邪魔して、さっそく弁当を開く。

　……一面唐揚げだった。

　ご飯とかその他おかずは一切いっさい入ってない。

「唐揚げ入れてあるでしょ？」

「いや、入れてあるっていうか、それだけが詰められているっていうか」

　弁当に唐揚げ入れてほしいって言ったのに、なんで唐揚げだけ入れてんだ！

「あ……ご、ごめんね！　ふ、普通は、もうちょっと……」

　やばい。俺が喜ぶと思ってたのに、微妙なリアクションしたせいで、柊木ちゃんが若干ヘコんでる！

「ううん。そんなことない、大丈夫だから！　俺唐揚げめっちゃ好きなんで」

「ごめんね、気が利きかなくて……普通はもうちょっと、レモンとか入れるよね……搾る派だった？」

「そこじゃねえええ」

　常識をどこに置いてきた!!

「さっぱりしたいときもあるもんね？」

「いや、そこじゃなくって。もうちょっと……全体的に思ってたのと違うっていうか」

「そこじゃなくて、思ってたのと違う……あ、そういうこと」

　やっとわかってくれたらしい柊木ちゃんは、ぱちんと手を合わせた。仕草がいちいち可愛い。

　ふう、と俺は息をつく。

「うん、そうそう、そういうことです」

「もしかしてぇ」

　含み笑いをしながら、俺のほっぺをつんつんと指でつついてくる。

「唐揚げのことを竜田揚げだと思ってたんでしょー？」

　どっちでもいいわ！

　そんなピンポイントな違いを指摘したわけじゃねえ！

「くふふ。違うんだよ？　唐揚げと竜田揚げって。まあ？　お料理普段しない人はわかんないかもねー？」

　普段料理してるんだぞアピールをしてくる柊木ちゃん。ちょっとドヤ顔なのである。

「もしかして、先生、木を見て森を見ないタイプ？」

「？　どっちも見てるよ？　割と。通勤途中に山があるから」

「……」

　オーライ。俺の愛いとしき女神柊木ちゃんは、天然だ。これは確定だ。

　若干天然だと思ってたけど、若干どころじゃなくてガチの人だ。

　いただきます、と柊木ちゃんが礼儀正しく手を合わせる。

　二段重ねの、手のひらにのせられるほど小さな弁当箱だった。

「先生、こんな量で足りる？」

「足りる、足りる。そんな男子みたいにいっぱい食べられないから」

　ぱかっと蓋ふたを開ける。


　中身は…………普通だった……。



　なんでだよ!!

　で、俺の箸はしがない。

「先生、箸入れ忘れた？」

「ううん。入れてないだけだよ」

「え。なんで？」

　柊木ちゃんが、唐揚げを箸でぶすっとさして俺の口に突っ込む。

「食べさせてあげる♡」

　この人、俺を超甘やかす気だ……。

　あ。鶏の唐揚げ美味うまい。

「美味おいしい？」

「うん。冷めてても美味しい」

「じゃ今度こっち」

　今度こっちって……全部一緒だろう。

　またしても食べさせてもらった唐揚げは、鶏肉じゃなくてタコだった。

　か、唐揚げの中身で違いを見せつけてきおった!!

「タコだよ、タコ。結構いけるでしょー？」

　唐揚げのバリエーションが考えられるのに！

　弁当としてのトータルバランスをどうして考えられないんだ……。

　不満が出つつも、料理ができるとアピールするだけあって、柊木ちゃんの作った唐揚げは美味しくて、飽きずに食べることができた。

　結局、全部あーんで食べさせてもらったけど。

　どうしてそんなに食べさせたがるのかは、まったくの謎なぞだ。

　けど、柊木ちゃんが楽しそうだったからよしとしよう。

　雑談をしていると、扉のすりガラス越しに誰か映った。

　俺と柊木ちゃんは思わず会話をやめて、そのまま立ち去らないか、じっと見つめた。

　カタン、と鍵かぎがかけられ、ガタンガタン、と扉をむこうの誰かが動かそうとする。

「あれ？　鍵が締まった？　ってことは……開いてた？」

　たぶん、早めに準備をしに来た先生だ。

「あ、ヤバイかも。真田君、隠れて」

「か、隠れてって言われても……」

　物陰はあるけど、中に入ってくれば一発でバレる。

　カタン、と再び鍵の開く音がした。

　俺はぐいっと引っ張られ、柊木ちゃんが使っているデスクの下に放り込まれた。

「あ。柊木先生だったんですか。誰かと思いました」

　少し年配の女性教師の声。名前は知らないが、顔はわかる。おばちゃん先生だ。

　ごそごそ、と物音がして、柊木ちゃんとしゃべっている。

「ええ……お昼ご飯をここで食べていて……」

「どうりで今日は職員室にいなかったんですね」

　机の下に放り込まれた俺には、全然気づいていないみたいだ。

　っていっても、柊木ちゃんの後ろは窓で、こちら側に回り込まれて、下をのぞかない限りはバレようもない。


　って。ちょっ──！



　柊木ちゃん……スカートの中、普通に見えてる……。

　普段スカート穿はかないから、無意識なのか……？

　股が少し開いたり閉じたりするせいで、もう俺は、欲望と魅惑の詰まった三角コーナーに夢中だった。

　気を抜けば、鼻血による出血多量で気絶しそう。

　ガラガラ、とおばちゃん先生が準備室から出ていった。

「もう大丈夫だよ？　ごめんね、狭かったでしょ？」

「狭いは狭いで、いいことも、ありますから……」

「顔赤いよ？　大丈夫？」

　頰ほおを触って、それからおでこを触られる。

「あの。先生。今日スカートだから……股は閉じていたほうが……」

　挑発的な目をして、柊木ちゃんは口元だけで笑う。

「いつまで見てるのかなって思ってたけど、ずうっと見てたもんね？」

「え」

「あって気づいたら、すっごく真剣に見てたから、閉じちゃうのも悪いかなって思って」

「そ、そういうときは、閉じてください！　目のやり場に困ってたんですから」

「困ってたって、片時も目を離さなかったでしょー？」

　柊木ちゃんはきょとんとして、屁理屈へりくつを返してきた。

　俺にパンツを見られるくらい、どうってことなかったらしい。

「ねえねえ、何色だった？」

「知ってるくせに訊きかないでください！」

「ピンクです♡」

「言うなよ！　知ってるよ見てたから！」

「一生懸命ツッコむ真田君可愛いー」

　計算なのか天然なのか、さっぱりわからない柊木ちゃんだった。
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　そんなこんなで、甘々な学校生活が数日続いたある日の夜のこと。

『土日は、先生、予定がありません。さて、柊木ひいらぎ先生は何がしたいでしょー？』

「何がしたいって……ゲームとか？」

『ぶっぶー』

　メールからで、と言いつつ、初日から柊木ちゃんはアクセル全開だった。

　学校でのルール上メールはしないけど、付き合ってからというもの、夜はメールではなく電話をするようになっていた。

　いつの間にか俺おれも敬語は使わなくなった。

『誠治せいじ君は、彼女ができたらデートしたいって思わない？』

「!?」

『つまりは、そういうことです♡』

「じゃ、じゃあ……外はまずいから春香はるかさんの家に……」

『え。まずいの？』

「いや、余裕でまずいって。生徒や先生がどこにいるかわからないんだし」

　いつの間にか、柊木ちゃんは俺のことを誠治君って呼ぶようになり、俺は春香さんと呼ぶようになった。学校では、教師と生徒なので、先生と真田さなだ君と呼び合っている。

『あ。じゃあ、ドライブはどう？　遠くの街まで行けば、あたしたちのことは誰だれも知らないでしょ？　それなら見られてもオッケー』

　柊木ちゃんの危機管理能力のなさを侮あなどってはいけない。

「ドライブはオッケー。でも、どこの街だったとしても人目につく行動は却下」

『むう、厳しいなぁ……』

　そりゃあ、俺だって一緒に歩き回りたいけど、恋人関係を長く長く続けるためだ。

　考え得るリスクは排除しないと。

『うん、了解。じゃあ、明日は誠治君の家まで迎えに行ったらいいのかな？』

「言ってるそばから!?」

　俺はどうして直接我が家に迎えに来てはいけないのか、一から一〇まで説明し、どうにか納得してもらえた。

『そっかぁ。待ち合わせもなかなか難しいね。じゃあ、誠治君がウチに来ておけば待ち合わせする必要もないよね』

「ふぁ？」

　天然ティーチャーは、いつも俺の予想の斜め上をいく発想をする。

「いや、あの、でも、お邪魔しちゃ……悪いっていうか……」

『んーん。あたし一人暮らしだから大丈夫』

　来ちゃえばいいって言っても、時刻は夜の一〇時を回っている……で、待ち合わせせずにドライブするってことは……おとぅまりってこと？

　お、俺、柊木ちゃんちにこれからお泊まりしに行くってこと──!?

「こ、こ、心の準備が、まだ……」

『だいじょぶ、だいじょぶ、家は結構キレイだから。迎えには行けないけど』

「あ、いや、先生んちの準備じゃなくて、俺の心の──」

『住所言うから来てね？』

「……はい」

　というわけで。

　ちゃっちゃと準備をした俺は、住所をメモったノートの切れ端を手に、自転車を漕こぐ。

　住所は思ったより近く、到着したのは、自転車で一〇分ほどの場所にある二階建てのキレイなアパートだった。駐車場に、柊木ちゃんの愛車である丸っこい軽自動車があったので、間違いないだろう。

　二〇五号室のチャイムを鳴らすと、パタパタと足音がして扉が開く。

「誠治君～いらっしゃーい」

「あ、ども」

　いつも以上に柊木ちゃんの口調が、とろんとしているような？

　部屋着じゃなく、今日学校で見かけた私服だった。

　ほんのり顔も赤いし、目じりも下がっている。

「誠治く～ん……」

　しなだれかかってくる柊木ちゃんを抱きとめると、ぎゅっと抱きしめられた。

「ちょ、うわっ!?　は、春香さん、ここ玄関。中、早く。中に──」

「う～ん」

　ゆるく唸うなる柊木ちゃんは、俺から離れる様子がない。

　仕方ないので、抱きかかえたまま俺は柊木ちゃんを引きずるように中へ連れていった。

　体がふにっとしてて柔らかい。少しだけ酒のにおいがする。

　柊木ちゃんちの間取りは１ＬＤＫでなかなか広い。言ったとおりで、キレイに片付いていた。奥のソファに座らせ、俺も隣に座った。

「呑のんだの？」

「うん……先生たちの飲み会があってねぇ……二次会も行きましょうって熱心に誘われたけど……」

　眠そうに目をこすりながら、こてん、と俺の肩に柊木ちゃんは頭を乗せた。

「明日は、誠治君と遊びたかったから、遅くなると困るから断ってきた」

「ああ。それでいつもより電話かけてくるのが遅かったのか」

　今日、教職員用の駐車場に柊木ちゃんの車がなかったのは、飲み会があったからか。

「そういや、大人は金曜日にそういう文化があったなぁ」

　俺は酒がそれほど好きじゃなかったから、付き合いもそれなりだったけど。

「遅くに呼び出してごめんね？」

「近くだったから大丈夫。水でも飲む？」

　背をさすりながら訊きくと、

「誠治君、なんか介抱慣れてる……？」

「え──あ、ああ、ええっと、親父おやじがよく酔っぱらうから……」

「そっかあ……」

　危ねぇ……。親父は、全然酒を呑まない。

　俺の介抱スキルは、職場の同僚や先輩を相手に培つちかったものだ。

　水をお願いされたので、冷蔵庫のミネラルウォーターをグラスに入れて持って戻る。

「ん……脱ぐ……」

　と、俺の女神がストリップショーをはじめていた。

「着替えないと……」

「どわぁああああああああっ!?　なんで!?　なんでこのタイミング!?」

　ブラウスをぽいっ。

　インナーをぽいっ。

「ちょ、ちょ、ぶ、ぶう、ブラジャーが見えて──」

「うん、これも……」

　ブラジャーもぽいっ。

「わぁああああああああああああ」

「うんしょっと……」

　近くにあった部屋着らしきＴシャツを頭から被かぶった。

　下はすでに着替えていて、ジーンズからハーフパンツに変わっていた。

「び。びっくりした」

「お水、ありがとう……」

　ポニーテールにしている髪をほどいた。

　色気が一層増した気がする。

　はっきり言うとエロい。

　水をひと口飲んで、柊木ちゃんはテーブルにコップを置く。
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　まだ心臓がバクバクしている俺が隣に座ると、またくっついてきた。

　Ｔシャツがゆるんで、首元の隙間すきまからおっぱいが見えそう……

「先生」


「二人のときは、春香さんでしょぉー？」



　ぶすぶす、と柊木ちゃんは俺の頰ほおを指で刺してくる。

　冗談っぽく怒った顔や口調がかなり可愛かわいいので、これからも積極的に間違えていきたいと思う。

「春香さん、胸が見えそう──」

「いいよ、別に見えても」

「いいんかい！」

　ふにっと抱きついてくる柔らかい生物。

　酔っぱらっているのと眠いのとで、低い判断能力がさらに下がったものと思われる。

「水飲んで、今日は寝よう？」

「誠治くぅん、甘える年上は嫌い……？」

「甘える春香さんも、俺を甘やかす春香さんも、どっちも好き」

「よかったぁ。あたしも誠治君のこと好きぃ」

　懐なついた猫みたいに、ごろごろと引っついてくる柊木ちゃん。

　水を何度か飲むと、俺の膝ひざの上で寝てしまった。

「教師っていう仕事してるんだもんな。そりゃ疲れるし、酒呑めば眠くなるのも当然か」

　よしよし、と頭を撫なでる。寝室らしき奥の部屋に連れていき、ベッドに寝かせた。

　部屋から出ようとすると、袖そでを摑つかまれた。

「誠治君、どこ行くの？」

「え。ソファのほうで寝ようかなと思って」

「使えばいいじゃん……シングルだけど、二人くらい寝られるから」

　毛布をめくって、ぽんぽん、とベッドを叩たたく。

「おいで」と柊木ちゃんは両腕を開いた。

　俺はおとなしく『おいで』されることにして、ベッドに入った。

「俺は、酔っぱらっている人には何もしないから」

「何、その言いわけみたいなの」

　くすくす、と柊木ちゃんは一緒に入ったベッドの中で笑う。

「生徒を誘っているって思われますよ、先生」

「だからぁ、二人のときは春香さんでしょー？　それに、先生と生徒だけど今は違うでしょ？」

「これって犯罪らしいですよ、知ってました？」

「だからああして、毎日コソコソしてるんでしょ。それにぃ、知ってた？　彼女が彼氏を誘惑しても、別にいいんだよ？」

　吐息みたいな静かな言葉のやりとり。

　俺にしか聞こえない声で話し、俺は柊木ちゃんにしか聞こえない声で話している。

　毛布を俺に被かぶせて、柊木ちゃんも中にやってきた。

「ほら。こうすればもう誰にも見えない」

　ちゅ、と柊木ちゃんは俺にキスした。

「ちょ、いきなり──!?」

「不意打ちのお返し。生徒にちゅーしちゃった」

　きゃー、とじたばた、ごろごろする柊木ちゃん。俺もたぶん一人でいれば同じリアクションをとった思う。

　それから毛布の中で、長いキスを三回した。

　幸せ爆弾が炸裂さくれつして死にそう。

　そのあとすぐに、電池が切れたかのように柊木ちゃんはぐっすり眠ってしまった。

　もちろん俺は、背後にいる柊木ちゃんのせいで全然眠れなかった。
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　目が覚めたのはまだ朝の七時。

　俺おれが目をこすりながらキッチンに行くと、柊木ひいらぎちゃんが何か作っていた。

　料理をしている女の人の後ろ姿は、なぜかぐっとくるものがある。

「あ。起きた。おはよう、誠治せいじ君」

　ちゅ、とおはようのキス。

「ちょっと、朝から……」

「三回も四回も一緒一緒♪」

　柊木ちゃんの機嫌はかなりよさそう。

「朝ごはん？」

「ううん。お弁当。ドライブで、誰だれもいないところに行くから」

　誰もいないところ？　どこのことだろう。

　朝ごはんはもう出てるから、と言われてテーブルを見ると、トースト、目玉焼きとサラダが用意されていた。

「あ、先に歯磨きするタイプ？　よかったら、これ使ってね」

　ごそごそ、とスーパーの袋の中から新品の歯ブラシを取りだした。

　何でもう俺の歯ブラシ買ってきてんだ。


　もしかして、俺が泊まりに来るってことを見越して、昨日かそれよりも前に買ってたんじゃ……？



「悪い先生だ」

「今日は先生じゃないもん♡」

　もう柊木ちゃんは朝食や何やらの準備は終えていたらしく、俺がご飯を食べて歯磨きを終える頃には弁当も出来上がり、すぐに柊木ちゃん宅をあとにした。

　丸っこい軽自動車に乗り込み、ドライブ開始。

「ええっと、ええっと……」

　信号待ちの合間にナビをイジる柊木ちゃんに代わって、俺が行き先をちゃちゃっと入力した。

　行き先は、県外の緑いっぱいの森林公園。

「誠治君、ナビの操作上手だね！」

　本当の俺は、ナビ付きの車を持ってる、なんて言えない。

「あー……機械関係は、得意だから」

「頼もしいっ。……あたし全然ダメで。あはは」

　ナビの操作程度って思うけど、柊木ちゃんにそう言われると、まったく悪い気はしないのである。

　二時間ほどのドライブは、控えめに言ってかなり楽しかった。

　あの先生がこうで、ああで、という各先生の裏側を柊木ちゃんが愚痴ぐちっぽく暴露ばくろしたり、好きなロックバンドが一緒だったりと、ともかく盛り上がった。

　やってきたのは森林公園。

　結構山の中にあり、そのせいか、駐車場に車は全然いなかった。

「あ、あれぇ……」

　バックで駐車を失敗しまくる柊木ちゃん。

「春香さん、もしかして下手な人？」

「へ、下手じゃないってば！　苦手なだけだもん」

「いや、それほぼ一緒……学校に通勤したときはどうしてるの？」

「用務員さんにやってもらってる」

　この人マジかよ。

　キーを預けて駐車してもらうって、セレブ感あるけど、実態はただきちんと駐車できないだけ。

「代わって」

「え。誠治君できるの？」

「まあちょっと」

　はあ、と呆気あっけにとられた柊木ちゃんだったけど、周りには俺たち以外誰もいなかったからか、運転を代わってくれた。

　いや、言い出しておいてあれだけど、柊木ちゃん、これ、ダメじゃね？

　免許を持ってない高校生に運転代わっちゃダメじゃね？

　まあ、先生と生徒が付き合うっていう禁忌を犯しているんだから、焼け石に水みたいなものかもしれない。

「頑張って！」

　と、言い終わるのと同時にきちんと駐車した。

「何で!?　こんなにあっさり……」

「ええっと……あ。ゲーセンの運転するゲームあるでしょ？　あれで」

「へえええ」

　レーシングゲームは、駐車なんて地味なことはしないけど、とりあえず納得してもらえた。

　本当の俺は運転免許持ってるからできる、とは言わないでおいた。

「内緒だからね？　高校生に先生が車を運転させたなんて」

「いや、そもそも俺たちの関係が内緒でしょ」

「あ、そうだった」

　ちろっと舌を出して笑う柊木ちゃんはやっぱり可愛かわいい。

　弁当を持って歩くこと二〇分ほど。

　ちょっとした高台にやってきて、俺たちはベンチに座った。

　遠くには小さくなった街が見えて、その奥には海が見えた。

「いいところだね」

「春香はるかさん、来たことあるの？」

「ううん。前調べて、今日遊ぶ候補のひとつにしてたんだよ」

　……飲み会の二次会断ったって言ってたから、柊木ちゃん、俺と今日遊ぶ気満々だったんだ。

「で、これ、何？」

　ベンチで俺を横にさせた柊木ちゃんは、俺に膝枕ひざまくらをしている。

「イヤだった？」

「イヤじゃないけど」

「じゃあオッケーじゃん」

　この先生、俺に何もさせない気だ。親鳥みたいにどんどん俺の口に弁当を箸はしで運んでくる。

「春香さんと一緒にいると、どんどんダメになっていきそう……」

「なっちゃえ、なっちゃえー♪」

「いいんかい」

「うん。卒業したら、あたしがずぅっと養ってあげりゅ♡」

　柊木ちゃんは、男をダメにする女の人だった。

「じゃあ……お願いします」

「りょーかいっ。それまで、バレないように頑張ってコソコソ付き合おうね♡」

　それ以降も、俺と柊木ちゃんは学校ではコソコソと会って、昼休憩には、世界史準備室で一緒に弁当を食べた。

　土日はこの日みたいに、平日の物足りなさを挽回ばんかいするように超イチャイチャして過ごすのであった。
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　とある世界史の授業中のことだった。

　小テストの穴埋め問題をしていると、教室の中をそれとなーく柊木ひいらぎちゃんが歩き回って生徒たちの様子を見ている。

　こうしてみると、先生っぽいんだけどなー。いや、先生なんだけど。

　あ、目が合った。

　柊木ちゃんが、照れくさそうにはにかむ。

　先生。

　授業中にそんな可愛かわいいリアクションはずるいと思います。

　ほわわわん、と俺おれが和なごんでいると、隣の藤本ふじもとが視界にカットインしてくる。

「真田さなだ。五問目、答え何？」

「わかんねーよ」

　俺も今やっているところで、ちょうど詰まっていた。

　ていうか、訊きいてくるなよ。一応小テストだぞ。

「真田くん、私語しないでください」

　すかさず柊木ちゃんが俺を注意する。

　しかつめらしい先生顔をしていた。

『今は先生と生徒なんだからね？』

　って、顔に書いてあった。

　悪いのは俺じゃなくて藤本なんだけど、先生ぶる柊木ちゃんは可愛いので、また積極的に注意されたいと思う。

　期末テストほどの緊張感はないけど、クラスのみんなは真面目まじめに問題を解いている。

　ゆっくり、ゆっくり、柊木ちゃんがこっちに近づいてきた。

　足音が気になって集中できない。

　俺の隣を通り過ぎようかというとき、柊木ちゃんがかがんで、何かを拾った。

「真田くん、消しゴム」

　消しゴム？　俺のは机の上にあるから、藤本のだろう。

　それを言おうとすると、柊木ちゃんが机の上に新品の消しゴムを置いた。

　ケースから、紙切れがちょっとだけ飛び出ていた。

　それを引き抜いて、畳んであった紙切れを開くと、文字が書いてあった。

『五問目は、ハプスブルク家だよ♪』

　答え書いてあるうううううううう!?

　出題者が答え教えちゃってるうううううううう!?

　一体、今俺の身に何が起きた────!?

　藤本に五問目の答えを訊かれて、わからないって言ったからか……？

　こっそりと、通り過ぎた柊木ちゃんを見ると、むこうもこっそり俺を振り返っていて、にこりとエンジェルスマイル。

『今は先生と生徒なんだからね？』的な顔をした人との行動とは思えないんですけど！

　しかも、渡し方が巧妙……。

　俺が消しゴムを落としたという設定を立てて、拾ったフリをして、手紙入りの新しい消しゴムを置く。

　授業中に手紙なんて脇わき甘々か！

　授業中もノーガードですか！

　何考えてんだよ、もう。


　………………。



　返事書こ。

「わかんねえって言ったくせに、おまえ、五問目解いてるじゃねえか」

　おれの答案をのぞき込んだ藤本が、裏切り者を見るような目で俺を見てくる。

　悪いな、藤本。

　そんなちっちゃな裏切りどころか、彼女ができた俺は、おまえを大きく裏切っている。

　ぼっちマンを適当にいなしながら、俺はテストそっちのけで返事を書く。

『ありがとう。結構難しいね、テスト。頑張ります』

　さて。

　この返事をどう渡そうか。

　今は黒板の前で教室全体を見回している柊木ちゃん。

　テスト中、俺が席を立って直じかに届けるのは明らかに不自然。

　誰だれかに渡してもらうのは、当然なしの方向で。

　となると、またこっちに来てもらうしかないんだけど……。

　目が合うと、柊木ちゃんは『わたし、超いいことしたでしょ？』とでも言いたそうな顔をする。

　いいことと言えば、そうなんだけど……教師としてそれどうなんだ。あ、今さらだった。

　何かを察した柊木ちゃんが、先生、今巡回中ですよーと生徒の進み具合をのぞきながら、こっちにやってくる。

「先生。これ、俺のじゃないです」

　返信入りの消しゴムを柊木ちゃんに返した。

「あ、そう？　ごめんね」

「いえいえ」

　消しゴムを見た柊木ちゃんが紙切れに気づいて、ぽ、と赤くなった。

『ええええ、やだあ、返事ちゃんと書いてくれてるうううう』

　と言いたそうに、俺を見て胸を押さえている。

　キュンとしたらしい。

　柊木ちゃん、先生顔！　先生顔に戻して！　ゆるみっぱなしだ。

　さすがに、ゆるみ方が自分でもひどいと思ったらしく、プルプルと顔を振って、先生顔になると、隣を通り過ぎていった。

　ここに来るまでは、できてるかなー？　て感じでのぞいていたのに。

　歩行速度が一〇倍速になった柊木ちゃん。

　ツカツカツカツカツカツカツカツカツカツカツカツカ。

　即行教卓の前に戻った。

　はええええええええ！

　どんだけ返事読みてえんだよ！

　残像がちょっと見えたわ！

　俺の返信をこっそり確認し、ひとしきりニマニマすると、教室のみんなに問いかけた。

「小テスト、難しかったかな？」

　それ、俺がさっき書いたやつだろ!!

　難しいっていうのは俺の主観だから。

　すでに回答が終わっている優等生たちは、みんな首をひねっている。

「難しくはなかったですよ？」

　ああ、やっぱり俺や藤本が勉強不足なだけなんだ。

　柊木ちゃんがぶんぶんと首を振った。

「難しいですう！　今回のは。たぶん」

　俺の頭の悪さを庇かばおうとして、なんか変な感じになってる!?

　尋ねた側が、返答を否定するっておかしくね!?

　あ、はあ。って優等生男子が呆気あっけに取られている。

　そりゃそうなるわ。

「もう、終わった人は多いみたいだし、そろそろ……？　いいかな……？」

　チラチラ、と俺を見る柊木ちゃん。明らかに、俺に言っている。

　この先生、カムフラージュ下手な人だ！

　一応問題を解き終えていた俺は、目は合わさないまま何度かうなずいた。

「はい、終了。時間がちょっとオーバーしてるけど、そこまででーす」

　俺が終わるの待ってたんだ。

　もう、俺の特別待遇がすごい。

　本人は、隠しているつもりだろうけど。

　後ろから答案が前に送られ、俺も自分の分を合わせて前に送る。

「柊木ちゃんって、なんかフワフワしてて可愛いよなー」

　魅力に気づいたらしい藤本が改まって言った。

「うん。可愛いだろ」

「え、何でドヤ顔」

　クラス全員の答案を持って、とんとん、とまとめた柊木ちゃん。

「きょ、今日はここまでです……あ、あとの時間は、自習してください……」

　顔を赤くした柊木ちゃんは、教科書やら出席簿やらを持って教室から出ていく。

　まだ授業は、二〇分も残ってる。

　……俺と藤本の会話、聞こえてたっぽい？

　この日の昼休憩。

「授業中にあんなことを言うのは、反則だからねっ」

　思い出してまた顔を赤くする柊木ちゃんに、俺は注意された。

　反応が可愛いので、これからも積極的に叱しかられていこうと思う。
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　ある日の昼休憩。

　いつものように、周囲を警戒しながら俺おれは世界史準備室へ入った。

　午前中は、職員室には行ってないので、柊木ひいらぎちゃんと会うのは今日はじめて。

　いつもはお疲れ様～と労ねぎらってくれる柊木ちゃんが、機嫌悪そうにむくれている。

「どうかした？」

　机の上には、二人分の弁当が置いてあり、柊木ちゃんの隣には俺の席がスタンバイされていた。

「さっき、坂井さかい先生の机を漁あさったんだけど」

　坂井先生ってのは、俺の担任。

「へえ。って人のデスク漁んなよ！」

「坂井先生授業だったし、職員室はちょうどガラガラだったの」

「それが理由!?」

「気になったことがあったので、柊木先生は、少々調べさせてもらいました」

　正義は我にあり、という堂々たる言い草だった。

　柊木ちゃんに、誰だれか社会人のマナーとかそういうやつを教えてあげてほしい。

　生徒指導の先生は、まず同僚を指導してあげるべきだと思います。

　けど、俺の担任のデスクで調べたいこと……？

「それで、先生は、何を調べたかったの？」

「先生じゃなくて、二人のときは春香はるかさんでしょー？」

　ブスブス、と柊木ちゃんが俺の頰ほおに指を刺してくる。ぷんすこ怒っている柊木ちゃんはやっぱり可愛かわいい。

「あたしがご機嫌斜めな理由、誠治せいじ君、わからない？」

　自分でご機嫌斜めと言いながら、弁当を俺に食べさせることを忘れない柊木ちゃんであった。

　今日もあーんされて食べさせてもらうのは、おなじみの唐揚げ。美味おいしい。

「俺、なんかしたっけ？」

「あんなことしておいて？　ちょっとそれ酷ひどいと思う」

「酷いこと？　俺そんなことしてないって」

　柊木ちゃんを悲しませる行動はギルティ。俺の心に誓った掟おきてだ。

　俺が大丈夫だろうと思っている行動が、実はアウトだった、とか？

「あ。クラスの女子としゃべっているのが気に食わなかったとか？」

　しゃべるというか、授業のことで「次移動教室らしいよ」「ああ、ありがとう」くらいの会話だけど。

「女子高生程度に、柊木先生はヤキモチ焼きませんからっ」

　威勢よく言ったあとで、「……たぶんね」と小声でつぶやいた。

「それに、高二の女子が誠治君を養えるわけないでしょ？　ほら。大卒で教員免許を持っているあたしのほうが何倍もすごい」

「争点そこになるのかよ」

　その女子高生程度に柊木ちゃんは社会的肩書を持ち出してムキになっている。

「むきーッ」

　口でも言った！

　なんか、怒りの矛先が別のところに……。

「大丈夫大丈夫。春香さんには、春香さんのいいところがいっぱいあるから」


「う～～……。そうやってごまかしても……」



　よしよし、と頭を撫なでてあげると、どんどん表情がふにゃふにゃになっていく。

「柊木春香は、誠治君に怒ってるんだから……」

　その顔じゃ全然説得力がない。

「春香さん、そろそろ教えてくれない？　なんで怒ってるの？」

　柊木ちゃんは、ごそごそ、と荷物を漁ると、一枚のプリントを手にした。

　それを、ビターン!!　と一流デュエリストのように場に召喚した。

『進路調査書　二年Ｂ組　真田さなだ誠治』

　俺がこの前、担任に提出した進路希望を書いたプリントだった。

「？？」

　疑問符をたくさん頭の上に浮かべる俺に構わず、柊木ちゃんはターンを開始した。

「これを見ても、まだとぼけるつもり？」

　お怒りモードの柊木ちゃんが、第一志望、第二志望の欄をズビシッと指差した。

　第一志望は地元の国立大学、第二志望は私立大学。ちなみに、俺は第二志望に書いている私立大学に四年間通った。

「とぼけるって……とぼけるも何も、普通じゃない？　むしろ、ちゃんと書いたほうだと思うよ？　二年の夏にもなってないこの時期に、具体的に志望校書けるなんて」

「そうじゃないよ！　なんで大学なんて行こうとするの」

「なんでって……一応、学歴社会だから？　特にやりたいことも見つからないし」

「大学なんて行ったって、大して意味ないよ。あたしが保証する」

「何を保証してんだ。まあ確かに、行ったところで授業は真面目まじめに出ずに結局バイトばっかりしてたし」

「授業に出ずにバイトばっかり……？」

「あ。────っていう話をよく聞く」

　ぼんやり思っていたことをつい口走っちまった。

　俺がそろーりと顔をうかがうと、納得したらしくうんうん、と柊木ちゃんはうなずいている。

「そうだよ。大学は、怖いところなんだよ。リア充じゅうだけが楽しめるように作られている魔境なの。悪い女もいるし、誠治君が行くようなところじゃないよ」

　リア充が楽しめるっていう部分には同意。

　どうにも柊木ちゃんは、大学の怖い話をして、俺に大学進学の悪印象を持たせたいらしい。

「卒業したって、大卒の肩書がもらえるだけなんだから」

「リアルな話やめい」

　俺が大学に行くと、柊木ちゃんは嫌なのか？

「あ、わかった。俺が目の届かないところに行っちゃうから、心配してるんだ？」

「うーん。全然」

「しないのかよ」

「甲斐性かいしょうのない小娘なんかに負けないもん。料理も結構上手だし」

「じゃ、何？　何に怒ってるの？」

「養ってあげるって言ったのになんで進学するの!?　誠治君はヒモでいいんだよ!?」

　怒るポイント普通逆だろ！

　ヒモで働かない彼氏がいれば嘆いていいし怒っていいよ。

　俺、ちゃんとしてるのに。なんか怒られた。

「そおゆーときは、主夫って書いちゃえ♪」

　けしけし、とプリントの文字を消していく柊木ちゃん。

　シャーペンを持つと、でかでかと『主夫♡』と書いた。

「俺が担任に怒られるわ！」

　第二志望が『自宅警備員』

「ニートの別称じゃねえか！」

　第三志望が『高等遊民』

「戦前のニートの呼び方じゃねえか！」

　んもう！　と柊木ちゃんがツッコミを入れまくる俺にうんざりしたのか、机を叩たたく。

「正直にヒモって書かないだけマシだと思ってよ！」

「逆ギレ!?」

「誠治君はしょうがないんだから……」

　けしけし、と書いたものを全部消した。

「これなら文句ないでしょ？」と何かを書き直す。

『お婿さん』

「ヤバさが増したわ！」

　女子が嫁って書くなら、可愛げがあるけど、男子がそれやるとかなり痛いヤツに思われてしまう。

　プリントを奪った俺は、元の志望校を書いておく。

　むう、と不満げにそれを見ている柊木ちゃん。

「これは、高等テクだよ。本心は別にあるけど表向きは進学って書いておけば、担任は何も言わない」

「え……誠治君、天才！」

　やれやれ。納得してくれた。

「真田くん？　今後、こういう先生を悲しませることはしないでください。いいですか？」

「はい。わかりました」

　急に先生口調になったので俺も合わせると、柊木ちゃんが目をつむって唇をちょんと突き出す。

「ん……」

「いや、ここ、学校で……」

「……早く」

　開いていたカーテンを閉めて、俺は柊木ちゃんにキスをする。

「学校ではこれが最後だから」

「え。どうしてそんなに厳しいの……？」

　エスカレートするからだよ。たぶん。

「もう一回」

「いや、だから……」

「ん♡」

　こんな具合で、俺は柊木ちゃんに溺愛され続けるのであった。
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　高二の四月の終わりごろに、確か体育でサッカーやったな、と思っていたら今日がその日だったらしい。

　体育教師から今日の授業内容について説明されると、運動部の連中はすげー喜んでいた。

　けど俺おれは結構憂鬱ゆううつ。

　サッカーっていうスポーツ自体は好きだけど、自分がするのは苦手だ。

　それに、今日って確かあの日だ……。

　俺が思いっきり空振りして勢い余ってこけて、大爆笑を不本意にも巻き起こしたあの日。

　超恥ずかしかった、苦い思い出となる日。

　しばらく藤本ふじもとにその件でイジり倒されたのは言うまでもなく、見ていたクラスの女子にも運動音痴のレッテルを貼はられてしまった。

　またアレが起きてしまうのかと思うと、テンションなんか上がるわけがない。

　体育教師が、二人一組になって最初に軽くパス練習をするという指示を出した。

　もうやる気ないし、仮病使ってサボろうかなー。

　俺がこっそり体育教師に伝家の宝刀「腹痛」を使おうとすると、体操服のジャージをぐいっと藤本が摑つかんだ。

「ウェイＹＯー、ウェイＹＯー。真田さなだ、何シケた面してんだ。どうせアレだろ、おまえ、二人一組になる相手がいねえんだろ？」

　ＭＣ藤本のラップ気取りのディスにちょっとイラってする。

「うっせえよ、どうせおまえもだろ」

「そう。その通り、けど、オレたちはツレ。仲間。同じ穴のムジナ、同じ釜の飯を食った仲、だからおまえは道連れ」

　だから、なんでラップなんだよ。

　日本語に訳すと、二人一組になる相手がいないからお願いします真田様。

　というふうに訳すことができる。

　仕方なく、俺は藤本に付き合ってやることにした。

　サッカーの試合になれば、端のほうに行って、なるべくゲームに関かかわらなければパスなんて回ってこないだろう。

　そうすれば、空振りすることもない。

　たぶん。

　あ、先生！　と短距離走をするらしい女子たちが、楽しそうに声を上げる。

「こんにちはー。ちょっと、時間があったから見学に。みんな、頑張ってね」

　その先生の姿を見て、男子たちもザワついた。

　やって来たのは、柊木ひいらぎちゃんだった。

　チラっと俺のほうを見て目が合うと、手を振った。

「頑張ってねーっ！」

　うげ。

　超期待の眼差まなざし。キラッキラに瞳ひとみが輝いている。

　試合中、サボりにくい……。

　まだ遠くにいるせいか、誰だれを応援しているのかは、俺と柊木ちゃんにしかわからないらしい。

　男子連中のやる気がぐんぐん上昇していった。

「ちょっとだけ、オレ、本気出すわ……」

　藤本がキメ顔で言っていた。それは他ほかの男子も一緒だった。

「柊木ちゃん先生、今日も可愛かわいいな」

「普段のおれは、通常の三〇分の一しか力を使ってないが……今日くらいはいいだろう」

「まあ、僕は一〇〇分の一しか普段使ってないけど、本当の力が何なのか、教えてあげよう」

　サボらないと、あの醜態しゅうたいを柊木ちゃんに晒さらすことになっちまう。

　だけどなぁ……どう考えても俺の体育を見学しに来たっぽいし……。

「柊木ちゃん先生、何か準備してるぞ……？」

　パス練習をはじめていた男子たちが足を止めて、柊木ちゃんをじいっと見ている。

　それに釣られて、俺も柊木ちゃんを探す。

「ええっと……ここが電源で……。あ、映った♡」

　スチャ、と柊木ちゃんは小型のハンディカメラを構えた。

　見学しに来たんじゃねえのかよ！

　運動会に来たお母さんかよ……。

　画面とこっちを見ながら、可愛く手を振っている柊木ちゃん。

　先生、カメラとかガチじゃーん、と女子たちが茶化ちゃかすと、

「ううん。これね、みんなの卒業式とかで流したら懐なつかしーってなるでしょー？　感動しない？」

　あ。そういう卒業アルバム的な活動の一環だったのか。

　俺を見に来たのはついでで……。

　でも──。

　レンズとずっと目が合うのは何でなんですかねえええ!?

「軽くて使いやすいかも、このキャメラ」

　キャメラ!?　業界の方!?

「あれ。録画ができない……真田くーん？　キャメラ詳しいよねー？　わかるー？」

　キャメラにもカメラにも詳しくねえよ。

　女神の呼び出しがかかったので、俺は柊木ちゃんのところまで行く。

「来ちゃった♡」

　周囲に聞かれないように、ボソボソと話す。

「何してんの。こんなもんまで用意して」

「二年Ａ・Ｂ組が体育何してるのか先生に訊きいて用意してました♪」

「今日を収録日にする気満々だったのかよ……」

「誠治せいじ君のカッコいいところをおさめておこうと思って」

「言っておくけど、サッカーじゃ、俺いいところなしだよ？　期待を裏切るようで悪いけど」

「誠治君のどこがカッコいいかは、あたしが決めるからいいの」

　励ましてくれているのか、それとも本気でそう思っているのか、それはよくわからん。

　けど、どうにか頑張ってみようと思った。

　ハンディカメラの操作はそれほど難しくなかったので、柊木ちゃんに教えて俺は藤本のところに戻った。

「真田。なんか柊木ちゃんと仲いいよな？」

　ギク。

「携帯没収された日くらいから、ずっとあんな雰囲気じゃね？」

　ギク。

「そ、そうか？　ま、世界史でわかんねーところは、たまに教えてもらいに行ってるから。それで色々と頼みやすいんじゃない？」

「ああ、なるほどな」

　思い返せば、好感が持てる先生や授業が面白おもしろい先生の科目は、自然と真面目まじめに授業を受けたような気がする。

　そうこうしているうちに、チーム分けがされ、サッカー部や元サッカー部、その他の経験者は均等に分けられた。

　ちなみに、藤本はむこうのチーム。

「抜け駆けをしそうな、貴様は、ここでつぶさなくてはならんらしいな？」

　しそうな、っていうかもうしてる。

　ギリギリのラインまでオーバーラップしてる。

「まあつぶしても構わんけど、そうなれば今後俺は、体育を見学することになる。となるとおまえは、二人一組に怯おびえて体育を待つことになるだろう」

「ごめん、さっきの噓うそ」

　オレたち友達だろ？　と、爽さわやかな笑顔で、つぶすとかさっき口にした藤本は自分のポジションに戻っていき、試合がはじまった。

　俺は当初のプラン通り、モブに徹することにした。

　ただ、柊木キャメラが常に俺を追っている。

「頑張れ、頑張れ♪」

　柊木ちゃんが俺を応援している。

　誰のことか名前を出さないからか、藤本をはじめ、勘違いした男子は全員キメ顔でサッカーをしている。

　俺だっていいところを見せたいけど、それとあの事件を回避することは、まったくの正反対。

　こっちのチームが押しはじめたので、俺も前線にむかいモブ能力を駆使し、ボールと関係なさそうな場所でそれっぽいことをする。

　すると、こぼれ球が俺のほうへ転がってきた。

　スルーは明らかに不自然。

　もうやるしかない────！

　蹴ける、と決めた瞬間、デジャヴのように以前の記憶がフラッシュバックした。

　あ。これだ。あの事件はこの次の瞬間に起きる──。

　そのとき、興奮気味な柊木ちゃんの声が聞こえた。


「左手は添えるだけだよぉーっ！」



「「「「それバスケや!!」」」」

　グラウンドにいた全員がツッコんだ。

　もちろん俺も心の中でツッコミを入れた。

　柊木ちゃんの天然ボケに気を取られたせいか、蹴りだしていた足は、ボールを捉とらえていた。

　注意が柊木ちゃんにいったおかげで、結構な力で蹴っていたらしいボールは、ゴールに入った。

「わぁあ！　すごーい！　真田君、入った！　ゴール！」

　撮ることなんてそっちのけになった柊木ちゃん小さくジャンプしていた。

「リングにシュートが入ったよ！」

「だからそれバスケだから！」

　トラックを走っていた女子たちも見ていたらしく、昔感じた「うっわー……」な目線とは明らかに違う種類の目線だった。

　いや、どうもどうも。ははは……。

　ぼんやりしていると、いつの間にか藤本がボールを足元に収めていた。

　まるで殺人鬼のような、血走った目をしている。


「真田ァ……貴様を闇やみへ葬り、オレも死ぬゥ……！　ドライブシュゥウウウウウトッ!!」



　藤本がシュートを打つと、俺の顔面にボールが直撃。

　気づけば、俺は空を見上げていた。

　そこに、藤本が顔をのぞかせる。

「オレたちはダチだ。一緒にこれからもモブモブしようぜ？　なァ、真田ァ……」

　それが、この授業最後の記憶となった。

　気を失っていたらしく、ふと目が覚めると、柊木ちゃんが至近距離で俺を見つめていた。

「あ、起きた」

「あれ。保健室？」

　の、ベッドの上だった。

　柊木ちゃんの顔が上下逆さまに見える。膝枕ひざまくらをされていた。

　ボールが直撃し保健室に連れてこられたようで、今は次の授業がはじまっている時間だった。

「誠治君、カッコよかったよ♪」

「いや、あれは……たまたまで」

「いいの、たまたまで。十分だよ」

　頭をなでなで、とされる。もう、ニッコニコ。柊木ちゃんは嬉うれしそうだった。

「俺がどうとかっていうより、柊木ちゃんのおかげだと思うから」

「え？　あたし？　応援がよかったのかな！」

「かもね」

　たぶん、柊木ちゃんが来なかったら俺は結局あの事件を繰り返したと思う。

　前回、柊木ちゃんはいなかったし、当然付き合うような関係でもなかった。

「あたしも鼻が高かったよ？　他の女子たちに。誠治君超カッコいいでしょって」

「それはちょっと、彼女バカが過ぎない？」

「そんなことないよ！　あたし目線ではそうなんだから、それでいいの」

　柊木ちゃんは、がしっとおれの頰ほおを両手で押さえて逃げられないようにする。

「ちょっと待て、ストップ。ここ保健し──んむ!?」

「ん……っ♡　カーテン引いてるから大丈夫。それに今誰もいないし」

　今度は簡単に離す気はなく、柊木ちゃんは俺に長いキスをした。

　外の足音に気づいた俺は、夢中になってる柊木ちゃんの肩を何度も叩たたく。

「保健室の先生帰ってきたって」

「え？　あ、やばいかもっ」

　どたばた、と柊木ちゃんがベッドの下に隠れ、俺たちはどうにか難を逃れたのだった。
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「失礼します……」

　保健室に入ってきたのは女子生徒らしく、保健室の先生じゃなかった。

「よかった、渡辺わたなべ先生じゃないみたいだね」

　よっこいせ、と柊木ひいらぎちゃんがベッドの下から這はい出でてくる。

　渡辺先生っていうのは、還暦に近い保健室のおばあちゃん先生だ。

　女子生徒はすぐに帰るだろう。

　けど、聞き覚えがある声だった。

「兄さん……？」

　うげ!?　兄さんってことは……間違いねえ、紗菜さなだ！

「誠治せいじ君、妹いたんだぁ」

「のん気に言っている場合か。早く戻って。下！」

　俺おれは体育の授業中ぶっ倒れて保健室で寝ているってことになっている。

　お見舞いって言えば納得するのかもしれないけど、柊木ちゃんがここにいるのは、ちょっと不審に思われる。
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　体育教師や担任が様子を見に来ているならわかる。でも世界史の教科担当の先生が一生徒のためにお見舞いってのは、他意があるように思われかねない。

　俺たちの関係を続けたいなら、疑惑を持たれることすら避けないと。

　柊木ちゃんがベッドの下に納まるのを見届けて、俺は声をかけた。

「紗菜か？」

　閉められたカーテンを開けると、嫌になるほど毎日顔を突き合わせる我が妹の姿があった。

　すらり、と伸びた身長は、女子では高いほうで、モデルの誰々だれだれに似ているって、以前法事があったとき、親戚のお姉さんが言っていた。

　高一にしては大人びている雰囲気があって、先輩から告白されることもあるらしい。

「何よ、普通に元気じゃない」

「まあな。この通りだ。……なんか用か？」

「別に、用とかないけど……ただ、担任が、兄さんがぶっ倒れて保健室で昏睡こんすい状態って言うから」

　愛ういやつめ。俺のことを心配してくれたんだな。

　って、紗菜の担任は大げさに言い過ぎ。昏睡状態なら即病院送りだろう。

「顔に落書きしてあげようと思って来たの」

「一昨日おととい来やがれ、このお茶目さん」

「あと……これ。あげる」

　スポーツドリンクが入ったペットボトルを渡された。

「目が覚めたんなら、ちゃんと授業出たら？　どうせ、兄さんのことだから倒れたのを口実にサボる気だったんでしょ」

「さっき気がついたんだ。だから、次の授業から出るよ」

「ならいいけど」

　チラ、と紗菜が目をやった先には、俺の制服が綺麗きれいに畳んで置いてある。

「兄さんが畳んだの？」

「俺じゃないけど」

　たぶん、柊木ちゃんだ。

　だって、ベッドの下をドスドスと叩たたいていて、何かを主張したそう。

「保健室の先生じゃないのか？」

「今日は出張でいないって、朝のホームルームのとき言われたわよ？」

　ドキーン。

　そ、そうなの？

　ホームルームとか、全然話聞いてねえから墓穴掘っちまった。

「じゃあ、運んできた誰かじゃないのか？　と、ともかく俺は、さっき目覚めた。そして、おまえが目の前にいる。俺は何も知らない」

　俺は制服を紗菜の視線に晒さらすのに怖くなって、毛布の上にある制服を摑つかんで着替えはじめた。


「…………兄さんって、意外といい体つきしてるわよね」



　シャツを脱ぐ途中で前が見えないからって、腹筋を紗菜がつんつんしてくる。

「バカ、触んな」

　ドスドスドス！

　エロ本みたいにベッド下に収納してある世界史教師が、何か言いたげにベッドを叩いている。

　誠治君に触らないで、とかそういう感じだろうか。

「おまえのも触るぞ」

　ドスン！　ドスン！　ドスン！

　一発一発が重くなった。

　紗菜がフンと鼻を鳴らす。

「バカ、変態。……けど、サナ、最近筋トレしてるから締まった体になったもの。見せたっていいくらい」

　あーそうですか、とシャツに袖そでを通す。

　ズボンは毛布の中で穿はき替えて、穿いていたジャージを外に引っ張り出す。

「次の授業はじまるぞ？」

「わかってるわよ、そんなこと」

　わかっているくせに、出ていこうとしない紗菜。

「兄さん、昼休憩どうしているの？」

「ひ、昼休憩ですか？　別にどうもしてないですけど」

「何で敬語なの？　サナは絶対にあり得ないって言ったんだけど……お母さんが、彼女ができたんじゃないかって。お弁当作らなくていいなんて、おかしいから」

　トントントン、トントントン、トントントントントントントン。

　ベッドの下で、ウチの彼女が三三七拍子を奏かなでている。気分アゲ←な感じらしい。

「それで、お昼どうしてるんだろうって、思って……い、いないわよね、彼女なんて。せーくんに彼女なんてできっこないもん」

　口調が子供っぽくなっている紗菜。なんか拗すねてる……？

「せーくんって呼ぶな。料理に凝ってる友達ができて、味見とか、そういうのを兼ねて食べさせてもらってるだけだ」

　八割がた噓うそだけど、二割くらいは本当のことだ。

　ドスドス、ドスドス！

　ベッド下の『エロ本』がうるさい……。

『友達じゃないからぁあああああ！』とでも言いたいんだろう。

　よかった、と紗菜がぼそっと言って、クールっぽく見える表情を笑顔に変えた。

「毎日は、さすがにその友達にも悪いでしょ？　どうせせーくん、他ほかに相手もいないだろうから、サナが一緒してあげる」

　ドス!?

　ベッドを叩く音にも若干の疑問が交ざった。

　もちろん、俺も首をかしげた。

「は？　なんで？　そういうの、ありがた迷惑って言うんだぞ？」

「う、うるさいわよ！　サナだって、もし相手が彼女サンなら遠慮したもん。二人きりの時間を邪魔するほど、サナは空気読めない女じゃないから」

　ドドドド、ドスン。

　連打からの一発。

　柊木ちゃんからすると、現在進行形で紗菜は空気を読んでいないことになるからだろう。

　ていうか、いい加減そうやってリアクションするの、やめてもらっていいですか、先生。

「さーちゃん、そりゃちょっと急すぎだろ」

「さーちゃんって呼ばないで」

　なんでこいつ、こんなことをいきなり言い出したんだろう？

　あ。


　さては紗菜、友達ができなかったパターンなんじゃ……？



　あり得る。

「……」

「な、何よ」

　紗菜は人見知りだし、明るいキャラってわけでもない。

　ちょっとクールそうに見える分、とっつきにくさもある。

「おまえ、友達作りに失敗したぼっちちゃんだろ？」


「ち──────違うもん！　ひゃ、一〇〇人できたからっ」



「噓つけ」

　我が妹が、教室で母さんの作った弁当をぼっちで食う……。

　想像するだけで、胸が痛い。

　入学して一カ月でその状況だと、もう仲良しグループが形成されたあとなんだろう。

　違うクラスの同じ中学の友達も、新しい友達といるだろうし……同じ部活の人っていっても、紗菜は俺と同じ帰宅部だ。

「ともかく、兄さんはサナとお昼ご飯を食べればいいの」

「その件については、家でじっくり両親も交えて話し合おう」

「やめてっ！　サナがぼっちだってバレちゃう！　心配かけちゃうじゃない！」

　やっぱりそうなのかよ。

　うちの妹は、親思いのいい子でした。

「時間が来た。続きはメールで」

「『続きはＷｅｂで』みたいな言い方しないでよ」

「チャイムが鳴る。早く行かないと遅刻するぞ？　それに、今日は今日でもう準備してもらっているから、もしそうするとしても明日からだ」

「……わかった」

　渋々納得した紗菜は、ひらりとスカートを翻ひるがえして歩き去った。

「先生、もういいですよ？」

　手を貸して、柊木ちゃんをエロ本ポジションから引っ張り出す。

「紗菜ちゃん、いい子だね」

「まだ子供ですけどね」

「誠治君だって、子供だよ。まだ誕生日来てないから一六歳でしょう？」

　いたずらっぽく笑った柊木ちゃんは、つんつんと俺のほっぺをもてあそんだ。
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　昼休憩。

　心配になった俺おれは、世界史準備室に行く前に、紗菜さなの教室をのぞいてみた。

　思った通り、紗菜は自分の机で弁当を広げて一人で食べていた。

　周りのクラスメイトも、あの人はああいう人、と思っているらしく、自分たちの輪に入れようという素振そぶりも見せない。

　けど、柊木ひいらぎちゃんと一緒のところに呼べないし、どうしたもんか。

　頭を悩ませながら世界史準備室に行くと、柊木ちゃんが、ピクニックシートを広げていた。

「やっぱり、紗菜、一人だった」

「どうにかしてあげたいよねー」

　弁当を自分の真横に置いた柊木ちゃんは、フレアスカートからほんの少し出ている膝ひざを……というか太ももを、とんとん、と叩たたく。

「え。横に!?　ここで？　膝枕ひざまくら？」

「そうだよ。そのためにシートを敷いたんだから」

「普通に食べない？」

「食べない。誠治せいじ君、ボールがぶつかって倒れたんだよ？　本当は、授業だって行かせたくなかったんだから」

　おとなしく柊木ちゃんに従うことにして、俺は膝枕されることにした。

　柊木ちゃんに雛ひな鳥のごとく餌付けをされていく。

　今日も唐揚げ。美味おいしいです。ちょっと飽きたけど。

「紗菜ちゃん、誠治君とご飯食べたいんだよね、きっと」


「俺とっていうか、他ほかに食べる相手がいないからなんじゃ……？」



「頼りになるお兄ちゃんだもんね、せーくんは」

　くすくすと笑って柊木ちゃんは俺をからかう。

　だから、せーくんって呼ぶな。

「けど、あたしも誠治君とご飯一緒したいし……どうしたらいいんだろう？」

　紗菜と俺と柊木ちゃんの三人で昼飯……。

　無理だろう。ここに連れてくるわけにもいかないし、あれで案外紗菜は鋭い。俺たちのやんごとなき関係がすぐにバレそう。

　柊木ちゃんの脇わきは激甘だし。即行ボロが出そう。

「春香はるかさんが俺の彼女じゃなくって、先生として一緒することができたらいいんだよな……？」

「世界史勉強会っていっても、一年生の世界史は担当じゃないし……」

「そうなると、昼休憩は春香さんと二人きり、っていうのは減ると思うよ？」

　柊木ちゃんはちょっとだけ考えて、太ももの上に頭を乗せている俺を見る。

「ちょっとだけ寂さびしいけど、あのままじゃ紗菜ちゃんをが可哀想かわいそうだから……あたしも妹いるし、どうにかしてあげたいの」

　そう言って、にこりと笑った。

　やっぱり柊木ちゃんは最高だ。

「紗菜が昼休憩を身内の俺以外の知り合いや友達と過ごせたらいいんだよなぁ……」

　こうして考えると、中学高校っていう学校社会は結構残酷だ。

　友達の数イコール戦闘力みたいなもんで、クラスの中での発言力だったり、騒いでいいかどうかが決まったりする。

「あ、そういえば。柊木先生は他の先生方から『担任のクラスも持ってないんだからどうせ暇でしょ？（意訳）』って、言われてしまいました……」

　しゅん、とする柊木ちゃんの頭をよしよし、と撫なでてあげる。

「だから……来年つぶれる家庭科部の顧問になってしまいました」

「するとどうなるの？」

「週三日の活動に顔を出したり、予算を使ってどうのこうのすることになるみたい。あたしも顧問になるのははじめてだから、詳しくはまだ知らないんだけど……その皺しわ寄せで、土曜日も学校で仕事しないといけないかも」

　家庭科部っていう部活の存在は知っていたけど、どこでどういう活動をしているのか、さっぱり知らない。

　柊木ちゃんの話では、三年生がいなくなり、今は二年生の女子一人でやっているそうだ。

　元々顧問だった家庭科の先生が産休に入るため、五月から柊木ちゃんが代理顧問を務めることになったらしい。

「春香さん、がんば」

「うん。ありがと。応援するならチューをして」

「え……学校ではしないって、この前言ったばっかりで……」

「じゃあ、あたしがします」

　また頰ほおを摑つかまれて身動きが取れなくなった俺に、ちゅ、と柊木ちゃんはキスをした。

　キスする口実がほしかっただけらしい。

「あ。それいいんじゃない？　春香さんが顧問になるんなら」

「？　どういうこと？」

「俺と紗菜が部活に入れば、顧問の春香さんは自然と俺と顔を合わせる回数も増えるでしょ？　公おおやけに俺と春香さんは同じ場所にいていいんだから、紗菜を交ぜることもできる。昼休憩をぼっちで過ごさなくてよくなるかも」

「誠治君、天才！」

　満場一致で俺の作戦は可決。俺は紗菜にさっそくメールした。

「今いる女子って誰だれ？」

「んっと。井伊いいさんていう子だよ。２Ｃだったかな、確か」

　井伊さん？　顔を見ればわかるかもしれないけど、名前だけじゃさっぱりわからない。

　Ｃ組だと接点はほとんどないし、一年のときクラスが一緒だったわけでもなかった。

「今日が活動日だったから、放課後のぞいてみる？　あたしも井伊さんに挨拶あいさつしに行くと思うから」







　というわけで、放課後。

　俺は一緒に部活を見学するため、紗菜を教室まで迎えに行った。

「別に、サナは家庭科部なんて地味な部活、入りたくないんだけど」

「うっせーよ、ぼっちちゃん。帰って引きこもってゲームしてるだけだろう」

「ゲームじゃないから」

　フン、と顔をそらして、肩の上のサラサラの髪の毛を払う。

「今日はマンガだから」

「どっちにしろ引きこもるんだろう。友達できるかもしれねえだろ？」

「兄さんに心配されたくない。兄さんだって友達いないでしょ」

　ぐふっ。

　け、けど、ここで引き下がっては、我が妹はぼっちで寂しい高校生活を送ることになる。

　頑張れ、俺。紗菜をその気にさせないと。

「い、いるし。友達くらいいるし。ひゃ、一〇〇人くらい」

「はい、噓うそー。サナはその三倍いるから」

「はいはい、噓はもうお腹なかいっぱいなんですけどー」

「ネットの戦場では、サナを待ってる友達が三〇〇人はいるもん」

「フレンドのほうかよ！」

「ともかく！　何なのかよくわかんない部活になんて入んないから。誰がいるかもわかんないし」

「だから見学しようって言ってるだろ？」

「入んないんなら、見学なんて意味ないじゃん」

　クールなキャラが声を荒らげているのが、クラスメイトたちからすると、ずいぶんと珍しかったらしく、紗菜と俺は残った生徒たちに見られていた。

　恥ずかしくなったのか、紗菜がぼそぼそと小声になった。

「サナは、ゲームとマンガとアニメとせーくんがいればいいのよ……」

　いっつも同じこと言うな、紗菜のやつ。

「か、帰ろう、兄さん」

　俺も注目されるのは本意じゃない。

　紗菜に手を引かれ、教室をあとにした。

　一〇年後の紗菜はゲーム会社で仕事をしている。

　こういう性格だから、ゲーム作りを仕事に選んだんだろうな。

　都会にいれば、スカウトされてゲーノージンにだってなれたかもしれないのに。

　俺が知っている二六歳の紗菜は、高校時代、オタクだというのは隠して過ごしていた。

　そのせいか、うわべだけのお友達はいたけど、仲のいい友達はいなかったはず。

　引きこもりが悪いなんて言うつもりはない。

　引きこもってやったゲームや読んだマンガや、見たアニメのすべてが、紗菜の将来に繫つながってるんだから。

　ただ俺は、紗菜に友達作りのきっかけみたいなもんができたらいいなって思っただけのことだ。

「わかったよ、無理強むりじいはしない。悪かったな」

「わかればいいのよ、わかれば」

　なんで偉そうなんだよ。

「俺は家庭科部がどんなのか見てくる。じゃあな」

「ねえ、兄さんはどうして家庭科部に興味があるの？」

　マイエンジェル柊木ちゃんが顧問になるから、だなんてもちろん言えない。

「おまえにも入れそうな部活だと思ったから。今一人みたいだし、友達になれるんじゃねえかなって思って」

「ふうん……紗菜が興味ないのに見学に行くなんて、なんだか積極的ね？」

「ま、まあな……」

　目を細めながら、紗菜がこっちを見てくる。

　なんだ、その物問いたげな目は。

「あ、わかった……もしかして兄さん、その家庭科部入る気？」

「入るといえば、そうかな？」

「……じゃあ、サナも入る」

「は？　なんだよ、それ。まあ、いいけど」

「兄さんの考えてることなんて、サナにはお見通しなんだから」

「な、何の話だよ……？」

　お、おお、お見通しって……な、何を!?

　犯人はおまえだ!!　っていうくらいの勢いで、ズビシィッ！　と紗菜は俺を指差した。

「その家庭科部の部員のことが気になってるんでしょ!?　兄さんの下心なんか、サナにはお見通しなんだからっ」

　わ、わぁ……、バレたー（棒）

　俺は家庭科部にどんな部員がいるのかも知らない。

　だから見学に行こうって言ったんだけど、変な勘違いしてるな、紗菜。

「ともかく、紗菜も入るんだったらよかったよ。おまえと一緒じゃなきゃ意味ねーから」

「へ？」

「じゃないと誘わない」

　第一の目標は、紗菜の寂しい昼休憩をどうにかしてやることだ。

　その部員ちゃんと仲良くなれればいい。

　そうじゃないなら、俺と顧問の柊木ちゃんで、部活っていうくくりで集まればいい。

　っと、まあ、こういう魂胆は胸の中にしまっておく。

　紗菜は俺から目をそらし、長い髪の毛をくるりんくるりん、と指に絡からませている。

「に。兄さんも可愛かわいいところあるのね？　サナがいないと嫌だなんて」

「そうは言ってねえよ」

「兄さんがそう言うなら、心細いだろうしサナがついて行ってあげる」

「そんなこと言ってねえだろ」

　ちょっとくらい前向きに考えてくれそうでよかった。上から目線が気になるけど。

　俺は部活をやっている家庭科室に紗菜とむかう。

　中をのぞくと、広い家庭科室の隅で女子が一人ぽつんと座っていた。

　手元でもぞもぞ、と何か作業をしている。

　あれが井伊さん……？

　見覚えはあるけど、やっぱりよく知らない女子だった。

　ずいっと紗菜が俺をどかして中をのぞく。

「ふうん。地味キャラね」

「クラスで遠巻きにされてるやつが、人のこと言えねえだろ」

　ちょっと癖くせのある髪の毛で、手元を見ているから顔はよくわからない。

「……何してるのかしら……というより、何がいいのかしら……？」

　チラっと紗菜が俺を見てくる。

「背も小さそうだし、脚もサナのほうが綺麗きれいなのに。たぶん」

「あれだろ、たぶん、裁縫とかやってるんだよ。チクチクと針でやってるんだよ」

　家庭科知識が乏しいせいで、そんなことしか言えない。

「紗菜、早く入れよ」

「な、なんで？　兄さんが入ってよ。言い出しっぺでしょ？」

　緊張するからヤなんだよなあ……。つっても、下級生でしかも人見知りする紗菜にはちょっと荷が重い。

「失礼します……」

　家庭科室に入ると、井伊さんが顔を上げた。

　想定外の闖入ちんにゅう者に、驚いている。

「俺、２Ｂの真田さなだなんだけど、家庭科部ってここでいい……？」

　ぶんぶん、と井伊さんは首を縦に振る。

「見学させてもらってもいい？」

　というか、たった一人で部活って何してるんだろう。

　部室があるのは運動部だけで、文化部は着替える必要がないから部室はなかった。道具を置くにしても準備室とかを使う部がほとんどだ。

　我が妹は、出入り口からこっそり俺の動向をうかがっている。

　なんでそこにいるんだよ。入ってこいよ。

「活動……ほとんどしてないから……見学しても……意味ないと思うよ？」

　か細くて小さな声で井伊さんは言った。

　それから、何かに気づいて慌てて立ち上がって、お辞儀をした。

「２年Ｃ組出席番号３番の井伊奏多かなたです」

　礼儀正しい人らしい。

「ご丁寧にどうも。今は活動してないの？　手元で裁縫かなんかしてたんじゃ？」

　井伊さんが持っていたのは、携帯ゲーム機だった。

「っ！　兄さん、ソフト、何してるか訊いて」

　同じ携帯ゲーム機を持っている紗菜が食いついた。

　いや、おまえが訊けよ。てか、入ってこいよ。

　ひとまず妹の要望はスルーしておく。

　どうしてここで、わざわざゲームをしているのか尋ねると、井伊さんは、静かで集中できるから、と小さな声で教えてくれた。

　さっき言った通り、以前は裁縫したり料理したり、ゆるい活動をしていたそうだ。

　けど、三年生が抜けてしまい一人になってからは、ずうっとゲームをして、適当な時間に帰っているらしい。

「そんなことはどうでもいいから、ソフト何してるのか──」

「ああ、もう、直接訊けよ」

　隠れている紗菜を捕まえる。

「オラ。こっち来なさい」

「や、やだ、オラついてる兄さんは嫌い。離して。サナはどんな部員がいるか確認しに来ただけで──」

「さっきは入るって言っただろ」

　懐なつかない子猫みたにジタバタする紗菜を引きずって、井伊さんの前に放り出す。

「２年Ｃ組出席番号３番の井伊奏多です」

　ぺこり、と頭を下げて井伊さんが挨拶をする。

　するする、と紗菜は俺の後ろに逃げてきた。

「コラ。逃げんな」

「逃げてないもん。兄さんがサナの前にいるだけだし」

　屁理屈へりくつを並べる紗菜を羽交い絞めにして、井伊さんの前まで連れていった。

「井伊さん、こいつ、俺の妹で一緒に見学しに来たんだ。ほら。自己紹介」


「……………………１年Ｅ組の……真田紗菜です……」



　声ちっちゃ。まあよしとしよう。

　お互いまったくしゃべらないので、俺がＭＣ役になり、話を二人に振った。

　紗菜が訊きたがっていたソフトは、知っているものだったらしく、紗菜と井伊さんはゲームのことでぎこちないながら会話をはじめた。

　俺はさっぱり話がわからないけど、何だか楽しそうだった。

　盛り上がりはじめたころに、柊木ちゃんがやって来た。

「あ、真田君もいるんだー？」

　すごい棒読みだった。

　また知らない人がやって来たせいで、さささ、と紗菜がまた俺に隠れた。

「井伊さん、聞いてるかな？　来月から新しく顧問になる柊木です」

　柊木ちゃんが言うと、ぺこり、とまた井伊さんはお辞儀をした。

「２年Ｃ組出席番号３番の井伊奏多です。聞いてます……」

「あたし、指導とかできないけど、楽しく部活できたらいいなーって思ってるから。よろしくね」

「は、はい……」

　肝心の作戦は、って感じで柊木ちゃんが俺に目線を寄よ越す。

「せーくん、この人誰……？」

「世界史担当の柊木先生。顧問になるんだって」

　一応、紗菜が俺の妹だとはまだ知らないことになっているので、俺は柊木ちゃんにそれを説明しておく。

「紗菜ちゃんでいいかな？　柊木春香っていいます。二年と三年の世界史担当してます。一年生は知らないのも無理ないよね」

　じいーっと柊木ちゃんを見つめる紗菜。

『あたし、なんか変なこと言った!?』って、目で柊木ちゃんが訊いてくる。

　言ってない言ってない、と俺は首を振って応じる。

「せーくん、入るんでしょ、この部活」

　紗菜はさっきの口ぶりからして、俺が入るって言うとついて来るっぽい。

「一応な」

　じいーっとまた紗菜は柊木ちゃんを見つめると、改めて「じゃサナも入る」と口にした。

　ほう、と柊木ちゃんが小さく安堵あんどのため息をついた。

「じゃあ、あとで入部届あげるから、二人は先生のところに来てね？　職員室いるから」

　にこやかに手を振る柊木ちゃんに、俺もにこやかに手を振り返す。

「入るって言っても、やること、あまりないよ？」

　と井伊さん。

「別に大丈夫。サナ、ちょっと使命感あるから」

　使命感？

　ともかく、サナにゲームの話ができる相手ができたってのはいいことだ。

　見学も用件も終わったので、俺と紗菜は柊木ちゃんが待つ職員室で入部届を二枚もらい、学校をあとにした。

「よかったな、紗菜。井伊さんがゲームの話ができる人で」

「それはよかったけど……サナ、あの先生を見て、ざわざわってなった」

「ざわざわ……？」

「そう。あの先生と仲いいの？」

　は!?　何でいきなりそうなるんだ。

「いや、別に。世界史の先生ってだけだけど？　若いし人気ある先生だよ」

　うん、仲いいよ、なんて言うと疑惑を持たれかねないと思ったけど、時すでに遅し。

「柊木先生が兄さんを見ている目を見て、サナの直感がキュルルリン！　ってきた」

　謎なぞの直感だった。

「それが、何？」

「柊木先生、兄さんのことが好きなんだと思う」


　ふぁーーーーーーーーーーーーー!?



　う、うろたえるな、俺。なんか特別な根拠があったわけじゃないんだ。

　所詮しょせん、キュルルリンってきた程度の根拠。

「いやいや、相手は大人で、先生で、こっち生徒だぞ？」

「関係ないわよ、そんなの。恋に生きて恋に死ぬのが女子なの！」

　柊木ちゃんもむこう見ずな感覚タイプだから、間違ってない……。

「兄さんが誰を気になっていても構わない……悲しいけど。でも禁忌を犯す女がいるなら、サナはそいつから兄さんを守るっ！」

　兄さん、すでに禁忌破ってるんですけど!!

　すでに妹の守備範囲外に行っちゃってるんですけど!!

「お、お、おう……。た、頼もしいな？」

　使命感ってこのことを言ってたのか。謎の直感、侮あなどりがたし。

　俺が柊木ちゃんのことが好きってのは、サナにはわからないらしい。

　俺から伸びるベクトルをサナは勘違いしてるけど、そのままにしておこう。

　キュルルリンが、俺のときに発動されちゃ敵かなわん。

「一応注意しておくけど、兄さん、ダメよ？　相手は先生で、年増の女。むこうが手を出すのは犯罪なんだから」

「年増って言うな!!　年上って言え、年上って!!　ステキ感が全然違ちげえだろ」

「き、急におっきな声ださないで。何、その変なこだわり。大人の余裕丸出しだったし、サナよりもおっぱいおっきいし……」

　ぺたぺた、と紗菜は自分の平らな胸を触ってヘコんでいる。

「紗菜は、まだスポブラだもんな」

　ぱっとランプが点つくみたいに、紗菜の顔色が真まっ赤かになった。

「ど、どうして知ってるのよ！　変態、変態！　せーくんのバカ！」

　乙女らしからぬフルパワーで、ドスンドスンと重い一撃を俺に入れてくる。

「ど、どうしてって……干してあるから……もうヤメテ、兄さん壊れる……」

「今週買いに行くもん！　せーくんが見たら鼻血出すくらい、すっごいの買ってくるんだから」

　どうせ母さんと買い物に行くんだろ。

「マザーストップがかからなきゃいいな？」

「うるさいっ」

　どうにか話題をそらすことに成功した。

　それはいいけど、今後紗菜は、柊木ちゃんから俺を守るつもりでいるらしい。

　妹をぼっち状態から救出しようとしたら、やんごとねえ状態になっちまった……。
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　そして、月が変わり五月になった。

　俺おれと紗菜さなは、正式に家庭科部へ入部し、柊木ひいらぎちゃんが正式な顧問になった。

　井伊いいさんともっと親交を深めるべく、昼休憩にいつもいるという家庭科室を兄妹二人で訪ねた。

　ちなみに、今日の俺の弁当は久しぶりに紗菜と同じ物。他人のいるところで俺が柊木ちゃんから弁当をもらったり、ましてや食べさせてもらったりするなんてできないから。

　俺たちを待ってくれていた井伊さんを発見。

　紗菜が声をかけた。

「カナちゃん、こんにちはー」

　カナちゃん？　ああ、井伊さんのことか。

　って、いつの間にそんな仲になったんだよ。

　相変わらず井伊さんは礼儀正しく、立ち上がってぺこりとお辞儀した。

「こんにちは」

　声が小さいのも相変わらず。

　ゲームをどこまでやったか、どうしたらクリアできるのか、そんな会話を弁当そっちのけで紗菜と井伊さんははじめた。

　俺だけ除のけ者みたいでちょっと寂さびしい。

　ん。カナちゃんって……あのカナちゃんのことか……？

　俺は、一〇年後の紗菜から何度かその名前を聞いたことがある。

　会社で知り合った一個上の先輩で、同じ高校出身って……。

「あ、そういうこと！」

「兄さん、急に大きな声を出さないで」

　俺は井伊さんのことは何も知らなかった。

　前に高校生だったときも存在を知らずに卒業した。

　紗菜とも接点はなかったはずだ。紗菜も、俺の知る限りでは高校ではぼっちのままで先輩にも後輩にも知り合いはいなかったと聞く。

　けど、紗菜の入社した会社にカナちゃんこと井伊さんがいる……。

「これが運命ってやつか」

「ちょっと、大丈夫？　さっきからブツブツ言ってるけど」

　紗菜がこっちを不審そうに見てくるけど、そんなのお構いなし。

　俺は井伊さんのちっちゃな手を握った。

「っ！　な、なに……」

「井伊さん。紗菜のことをよろしく頼む。口悪くて人見知りで貧乳だけど、悪いやつじゃないから」

「？？」

「何してるの、兄さん、やめて。って貧乳関係ないでしょ！」

　立ち上がった俺を座らせるため、紗菜がベルトを引っ張った。

「カナちゃんが驚いて固まっちゃったじゃない」

　あ。ほんとだ。頰ほおを染めたまま、固まってる。

「急に兄さんが手を握るから」

「いや……それは申し訳ない」

　俺は兄貴として、妹が今後お世話になる方にだな、挨拶あいさつをせねばと、一大人いちおとなとして常識的な行動をしたまでなんだけど。

「みんなお揃そろいだねー？」

　やってきた柊木ちゃんが、にこりと俺たちに笑いかけた。

　部に入っている生徒との距離を縮めたい先生っぽく見える柊木ちゃん。

　紗菜がちょっと鋭いだけで、別に柊木ちゃんが俺のことを好きだなんてフラグはどこにも……。

「先生、二つお弁当食べるんですか？」

「あ、これ？」

　って、持ってきてる!?　唐揚げしか入ってないあの弁当！

　今日は、みんなで食べる日だから、弁当は要らないって言ったのに。俺が柊木ちゃんの手作り弁当を二人の前で食べるのは、どう考えてもアウト。

『何やってんだよ！』

　俺が動揺丸出しだったせいか、柊木ちゃんも「あ」って顔をして失態に気づいた。

　青いハンカチに包んである弁当を、紗菜が怪しそうにじいーっと見つめている。

「あのーそのー、間違って作っちゃったから、みんなでどうかなーって思って……」

　間違って作っちゃうとかお母さんかよ！

　昨日午前中で終わるから弁当要らないって言ったのに！　みたいな感じになってる。

「柊木先生の手作り？　うわ、楽しみー」

　頑張れ、俺。ここは全力でフォローせねば。

　ブブブ、と携帯が振動する。紗菜からメールが届いていた。

　なんだよ、目の前にいるのにメールなんてして。

『これ、料理できるアピール！　兄さん、騙だまされないで！』

　騙されないでって、料理上手なら騙されても別にいいだろう。てか、おまえは目玉焼きも作れないだろうが。

　よかったら食べてね、と柊木ちゃんは机の上に唐揚げ弁当を広げた。

　まあね、唐揚げしか入ってない弁当なら、「調子に乗っていっぱい揚げすぎちゃった。てへ☆」で言いわけできるからよかった……。

　ぱかり、と弁当の蓋ふたを開けると、ご飯とおかず、ちょうどいいバランスで設計された普通の弁当が出てきた。

　なんでだよ!?

　今日に限ってなんでちゃんとしてんだ！

　柊木ちゃんも、あ、ヤベって顔をしている。おかずが、どう考えても男子が好きそうな、唐揚げ、ハンバーグ、オムレツなどが入っていて、全体的に茶色かった。

　やばい。紗菜が弁当を冷たい目で見ている。それから、うつむいて、手元で何かいじりはじめた。

　ブブブ。メールが来た。

『せーくんのために作ってきてるじゃんっ！　どう考えてもそう！　これ、汚い女の手口なんだから。料理できる家庭的な女アピールなんだから』

　バレてる……。

「きょ、今日は色々と食材が余っちゃって……それで、ガッツリ系のお弁当作っちゃったの。普段はもうちょっと、ね？」

　ね、って俺に訊くなよ！

　はい、そうですね、って俺が言えば、普段の弁当を知ってることになるだろ。

　連携下手かよー！

　そんなとき、井伊さんがすっと箸はしを伸ばして、柊木ちゃん弁当の唐揚げをぱくりと食べた。

「……美味おいしい。さーちゃん、先生のお弁当、美味しいよ」

　井伊さん、ナイス！

「そう？　カナちゃんが言うなら、まあ……」

　ぱくっと唐揚げを食べる。ほわわわ、と紗菜が表情をゆるめた。俺に騙されんなって言っておいて、こいつは……。

「紗菜ちゃん、どうかな、あたしのお弁当」

「……うん……美味しい……。さ、サナも作れるわよ、これくらい」

　噓うそをつけ、噓を。

　何張り合おうとしてんだ。

　意地っ張りな紗菜を見て、柊木ちゃんはニコニコ笑っていた。

　真田さなだ君も、と柊木ちゃんに勧められ、俺も自分の弁当を食べつつ、柊木ちゃん弁当をつまむ。

　うん。いつも通り美味しい。

　結局、女子たちは自分の弁当を食べることに精いっぱいで、俺が残りの弁当をすべて食べた。

　その夜、柊木ちゃんの電話を待っているといつもの時間──八時半ごろにかかってきた。

　当然、反省会である。

「先生、あれはちょっと焦あせったから、今後は気をつけてね」

『先生じゃなくて、二人のときは春香はるかさんでしょー？　……うう、それは反省してるよぅ。あたしも、やっばーいって思ったもん』

　うん、俺たちそろって顔に出ていたと思う。

「あと、紗菜が、先生は俺のことが好きなんじゃないかって疑ってるんだけど……」

『きゃ♪　バレちゃったー♪』

　楽しそうだなー。

「まあ、間違ってないんだけど……けど、バレるとやばいから。人見知りっていうのもあって、春香さんを警戒してるみたい」

『人見知り？　そんなんじゃないと思うよ？　あれは、大好きなお兄ちゃんを奪いそうな同性が現れたから、あたしから距離を取ってるんだと思う』

　大好きなお兄ちゃん、ねえ……。

　柊木ちゃんにちょっと攻撃的なのは、人見知りが原因だと俺は思うんだけど。

　同性の柊木ちゃんにはそう見えるらしい。

『紗菜ちゃん、可愛かわいいね。顔は綺麗きれいで、意地っ張りで、誠治せいじ君をとっちゃいそうなあたしに張り合おうとしてくるところとか』

　可愛いのか？　年の離れた柊木ちゃんからすると、それこそ妹のように映るんだろう。

『それじゃあ、おやすみ。また明日、学校で』

　ちゅ、と受話器越しにキスする音が聞こえた。

　うむ……。

　明日学校に行くのが楽しみだなんて、生まれてはじめて思ったかもしれない。
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「兄さん、起きないと遅刻するわよ？」

　ゆさゆさ、と体を揺らされて目が覚めた。

　頭をかいてあくびをひとつ。

　目をこすると、紗菜さながいた。

　長かった黒髪は、肩のあたりまでになっている。

　ほんの少し化粧をしていて大人っぽい顔立ちがさらに大人っぽくなっていた。

「あれ。……紗菜、なんで化粧なんかしてんの？　髪切った？」

「なんでって、仕事だからよ。それに、髪も切ってない。兄さんも早く。遅刻するわよー？」

「は？　仕事？」

　ピピピピピピピ、とスマホのアラームが鳴りはじめた。

　ん──スマホ？？

　よく周りを見れば、全然知らない誰だれかの部屋だ。

　あれ。ナニコレ。

　アラームを止めて日付を確認。

　も、戻ってる!?

　タイムリープから戻ってきてる!?

「え、ここどこ」

「兄さんの部屋じゃない。寝ぼけてるの？」

「俺おれはだって一人暮らしをしていて……」

「そうだったけど……会社が近いって話をしたら……一緒に住もうって、兄さんが言ったんじゃない」

　紗菜に似た誰かかと思ったけど、やっぱりこいつは紗菜だ。

　信頼と実績の貧乳は、まさしく紗菜のものだ。

　変わらないものって、本当にあるんだなぁ……。

「な、何よ、じっとこっちを見て……」

「おまえは俺の妹なんだなって、安心していたところだ」

　タイムリープ前と違う。

　一人暮らしをしていたはずなのに、今俺は紗菜と暮らしているらしい。

　家の中をうろつくと、やっぱり見覚えのない部屋ばかり。

　月と日にちは、戻ってくる前と同じで、ちょうど一〇年後になっている。

「つーことは、過去が変わったから未来が変わったってことか……？」

「何ブツブツ言ってるの？　いいから、ご飯早く食べてよ」

　ダイニングのテーブルには焦こげたパンと焦げた目玉焼きらしきものと葉っぱ状態のレタスがあった。

　野性味あふれる朝食ですこと。

　ん!?　一〇年後に戻ってきたってことは、今、俺と柊木ひいらぎちゃんってどうなってんだ？

　今紗菜とこうしているってことは、付き合ってるのか……？　それとも──。

「……なあ、紗菜。柊木先生って覚えてる？」

「懐なつかしいね、柊木先生。それがどうかした？」

「今って何してるかわかる？」

「先生してるんじゃないの？」

　まあ、そりゃ、先生だったもんな……。

「サナ、もしかしたら、って思ったことが何度かあるんだけど」

「うん？」

　スマホのアドレス帳やＳＮＳで柊木ちゃんを探す。

　現代にいたころは連絡先ひとつ知らなかったけど、今なら知っててもおかしくない。

「柊木先生、やっぱり兄さんのことが好きだったと思うの。卒業するとき、兄さんは気まずそうにしてたけど、柊木先生はすっごく悲しそうだったし……」

　気まずそうに？　なんでだ？

　あ。いた。柊木ちゃん。番号は見慣れたもので、もしかしたら変わっているかもしれないけど。

「サナ、先に行くね？」

　と、紗菜はスマホをいじっている俺に構わず席を立つ。

「なあ、紗菜。高一の自分に言いたいことってなんかある？」

「え？　そうね……。もっとトレーニングを頑張って、かな」

「トレーニング？　ああ、豊胸トレーニング的な」

「──い、行ってきます」

　逃げた。

　そんなことしてたのか。紗菜。

　で、結局貧乳のまま、と……。悲しき未来。

　けど、さっき紗菜の言っていたことが気になる。

　卒業っていえば、付き合っている柊木ちゃんと俺のゴールみたいなもんだ。

　バレるとまずいから、それまでコソコソしようって話だったのに。

　なのに、俺は気まずそうで、柊木ちゃんは悲しそう……？

　思いきって電話をかけてみた。


『…………もしもし？』



　ちょっと警戒するような声音こわねで、柊木ちゃんが出た。

「もしもし。真田さなだ誠治せいじです。おはよう、春香はるかさん」

『おはよう。久しぶりだね。誠治君』

　この時間軸の柊木ちゃんからすれば久しぶりかもしれないけど、俺にとっては一日ぶりだ。

　今どうしてる？　とか、そんな前振り、建前たてまえはどうでもよかった。

　予想したことを訊きいてみた。

「俺と付き合ってたでしょ。高二のとき。もしかして……別れた？」

『うん。そうだよ。あれー？　覚えてないの？　ショックだったなぁ……アレは』

「え、何。俺何かした？」

『付き合いはじめて二カ月もしないうちに「もう飽きた」って言ったんだよ？』

　そんなことを言うわけがない。

　だって、付き合ってそれくらいだけど、飽きたなんて俺は思ってないからだ。

『それが原因で、ガクンと気分が落ち込んじゃって……最終的に別れたんだよ。でも実は、今でもまだ好きだったりして……』

　えへへ、と電話越しに柊木ちゃんが照れ笑うのがわかった。

　ああ、やっぱり俺はこの人のことが好きなんだ。

「うん。俺も──」

　そのときだった。

　ガラッと風景が一変して、学校の教室に俺はいた。

　日付は、現代に帰還する前のもの。厳密にいえば翌日、月曜日の朝だ。

　よかった。どうにか帰ってこられた。

　飽きたなんて、俺は言うはずないのに。一体何がどうなったんだ？

　午前中の授業が終わって、いつものように世界史準備室にむかう。

　やっぱり柊木ちゃんは先に来ていて、俺がすぐ食べられるように弁当をレジャーシートの上に広げていた。

「あの先生、絶対ヅラだよねー、誠治君もそう思うでしょー？」

「え。ああ、うん」

　俺は相変わらず膝枕ひざまくらをされていて、箸はしで運ばれてくる弁当（唐揚げ）を食べるだけ。

「やっぱりさすがに飽きたな」

　唐揚げ好きだし、美味おいしいんだけど。

「……」

　柊木ちゃんが固まって、どんどん目に涙を溜ためていった。

「ん？　どうかした？　なんで泣いて──」

　膝の上にいる俺に構わず柊木ちゃんが立ち上がった。

「うぎゃ!?」

「せ、誠治君の、バカぁあああああああああん」

　うわーん、と子供みたいな泣き方で、ガラガラと扉を開けて出ていく柊木ちゃん。

　あ。

　今俺、飽きたって言った。

　こ──こういうことかぁあああああああああああああああ！

「先生ぇえええええええええええ唐揚げの話ぃいいいいいいいいいいい！」

　俺も慌てて準備室を出る。

　走ってどこかに行ったのかと思いきや、壁にもたれて膝を抱えていた。

　すんすん、と鼻を鳴らして柊木ちゃんが泣いている。

「高校生のバカぁ……どうせ、可愛かわいい女子が転校してきたんでしょ……。ふえええええ」

「勘違いだから！　飽きたって言ったのは」

　ま、まずい。廊下で俺が柊木ちゃんを泣かしてるみたいになってる。

「と、とにかく準備室セーフゾーンに……」

　腕を取って、準備室に入った。

「春香さん、飽きたのは唐揚げであって、春香さんじゃないんだって」

「……ほんと？」

　目じりやまつ毛を涙で濡ぬらした柊木ちゃんが、俺を見上げる。

　泣き顔も可愛いのはずるい。

「あたしに対して日ごろ思っていたことが、つい口をついて出たんじゃないの？」

「唐揚げに対する思いだから。春香さんのことを飽きたって思ったわけじゃないから」

　たった二、三歩の距離を走ってきた柊木ちゃんが、俺に抱きつく。

「本当ならキスして」

「だから、学校ではしないってあれほど……」

「先生は、キスの拒否を拒否します」

　さっそく準備万端。

　目をつむって、顎あごをちょっと上げている。

　しやすいように、お上品に少しだけ唇を突き出していた。

　仕方ないので、ちゅ、とキスをすると、がしっと離れられないように後頭部を抱きしめられ、そのまま長期戦に突入。

「たぶんあたしは、ずっと誠治君が好き。だから。離さないで」

　一〇年後の彼女も、柊木ちゃんの言った通り、まだ俺を好きだと言った。

「うん」

　火照った頰ほおをすり合わせ、鼻の頭をときどきぶつけて首を傾ける。

　唇は柔らかくて温かい。

　シャンプーの匂においや何やらが混ざった、柊木ちゃんの甘い匂いがした。

　柊木ちゃんの誤解を解いた俺は、昼休憩中ずっとこうしていたせいで昼メシを食べそこなったのだった。
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◆真田紗菜◆




　兄さんに借りたゲームをクリアしたから、そろそろ返そう。

　部屋を出て、兄さんの部屋まで行くと、扉越しに声が聞こえてくる。

「うん……うん……おやすみ──」

　最近、夜になるといつも部屋にこもってしまって、兄さんは全然出てこない。

　ちょっと前は、サナがゲームをしていると部屋までのぞきにきて、一緒に遊んだのに。

　学校の帰りも別々になることが多いから、きちんと顔を合わせるのは朝食と登校と夕食のときくらい。

　──あいつ最近付き合い悪いよな？

　──知らねえの？　カノジョできたんだって。

　──それでかー。

　教室で男子たちがそうしゃべっているのを聞いたことがある。

　兄さんも、もしかして……？

　できっこないって思ってたけど……実は心配……。

　それとなーく、カナちゃんに兄さんの様子を尋ねてみたけど、クラスが違うから全然わからないそうだ。

　そっと中をのぞくと、椅子いすに座ってマンガを読んでいた。

「兄さん？　ゲーム、クリアしたからこれ返す」

「うん。適当に置いといて」


「…………誰だれとしゃべってたの？　ごめん、立ち聞きするつもりはなかったの」



「……。クラスの友達だけど？」

　そっか。よかった。

　女子同士でも、明日学校で会うのに電話で無駄話をしていることがあるって聞く。男子同士でもそうするみたいだ。

「どうかした？」

「別に……。明日、お昼は家庭科室ね」

「ああ、そういやそうだったな」

　カナちゃんと同じゲームをしているから、それを勧めると「今忙しいからいいや」と素っ気ない。

　共通の話題で盛り上がろう作戦は、見事に空振りした。

　むうう。ちょっと切ない。

　次の日の昼休憩がやってきた。

　柊木ひいらぎ先生が色々と気になるけど、いい先生だっていうのはわかる。

　根拠はないけど、柊木先生は、兄さんを気に入っている気がする。

　可愛かわいいし……料理上手だし……大人の女の人で、おっぱいはサナよりおっきいし……。

　だからこそ、もし恋愛がしたいなら、生徒じゃなくて大人同士ですればいいのに。

　もし兄さんのことが好きなら、だけど。

　悶々もんもんと考えて家庭科室に入ると、兄さんが頰杖ほおづえをついて眠っていた。

　いつも一番のカナちゃんも柊木先生もいない。

　がら空きの横顔を見ると、ドキドキしてしまう。

「……兄さん？」

　呼んでも揺すっても全然起きそうにない。

「せーくん？　起きないと。ご飯食べられないわよ？」

　お、起きない……。

　きょろきょろ、と周りを見ても家庭科室には誰もいないし、カナちゃんと柊木先生が来る気配はまだない。

「ほ、本当は起きててサナのことからかってるんでしょー？」

「ねえ、ちょっと。……ほんとに熟睡中？」

「そんなことしてると、キスするんだから」

「さ、サナ、本気なんだからね……？」

　同じように頰杖をついて顔の高さをそろえる。

　ドキドキ。

　息がかかるくらいの距離に近づいてみる。

　ドキドキ……。

　鼻同士をつん、とぶつけてみる。

　これで起きれば──やめよう。

　ドキドキ……。

　って思ったけど、全然起きないし誰も来ない。

　ぎゅ、と兄さんのほっぺを思いきりつねった。

　ぜ、全然起きない……。

　サナが間違いを起こしてしまう前に早く目を覚まして、兄さん。

　でも、目を覚まさないでって思っている自分もいる。

「き、キスするわよ……？　ほ、本気なんだからね……？」

　ドキドキドキドキ……！

　邪魔にならないように、長い髪の毛を耳にかける。

「ちょ、ちょ、ちょっとした、あ、あいさつ、みたいなもんなんだから……」

　首を曲げて、唇にキスをした。

　ドキドキドキドキドキドキ──！

　かさかさしてるけど、あったかい。

　も、もう一回……もう一回だけ……。

「兄さん……」

　妹サナが脳内でぎゃーぎゃーと騒いでいる。

『も、もうダメ、ストップ！　二回目はもう無理っ。兄と妹なのよ!?』

「い、いいもん……。サナ、兄妹とかじゃなくって、兄さんのことが好きなんだもの……」

『余計ダメよっ』

　ちゅ。

　もう一度キスをして離れると、ガラガラ、と扉を開ける音がした。

　っ!?

　や、やばい。

　ばっと、兄さんから距離を取って、すまし顔を作っておく。一気に現実に引き戻されてしまった。

　やって来たのは、先生だった。

「あ。先生……こんにちは」

　先生の硬い表情が笑顔になる。


「あ……うん…………こんにちは……」



　あれ……？　なんか、変な間……。

　もしかして──さっきの、見られたんじゃ……!?
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◆真田誠治◆




　声で目が覚めると、いつもの席に紗菜さなと柊木ひいらぎちゃんが座っていた。

「めちゃくちゃ寝た気がする……」

　うん、と伸びをする。

　眠るたびにタイムリープが解除されて現代送りになるってわけじゃないらしい。

　いつそうなるかわからないから、夜はなかなか寝つけないんだよな……。

　柊木ちゃんがニコニコと微笑ほほえんでいる。

「ずっと寝てたって、紗菜ちゃんが言ってたよ」

「あ──えと、うん──、兄さん、サナが来たときからずっと頰杖ほおづえついて寝てて……ねぶ、寝不足なんじゃないの？」

　紗菜のやつ、何慌ててるんだ？

　授業で遅くなった井伊いいさんがすぐにやって来て、楽しい昼食会がはじまった。

　今日の紗菜と柊木ちゃんは終始無言で、俺おれが話を振っても反応が鈍かった。井伊さんも基本的に口数が少ないので、珍しく昼食会は静かだった。

　まさか……俺が寝ている間に、紗菜が本格的に柊木ちゃんにケンカを売った、とか……？

　携帯をいじって、紗菜にメールを送る。

『先生になんかした？』

『なんかって何？』

　違うのか？　それならいいんだけど。

　何かあったんなら、あの先生がどうのこうのって、紗菜は言ってくるだろうから本当に違うんだろう。

『誠治せいじ君。真田さなだ家って特別なあいさつをしてたりする？　欧米的な』

　夜に電話がかかってくると、開口一番に愛いとしの女神はそんなことを言った。

「欧米的なあいさつ？　どういうこと？」

『たとえば、ハグしたりほっぺを合わせたりとか』

「さすがにそんな欧米的なことしないって。ウチは普通」

『そっかそっか。それならいいんだ。やっぱり、紗菜ちゃんは誠治君のこと大好きだよ』

「またそれ？　お兄ちゃん大好き説？」

『うん。ちょっと意味合いが違う気もするけど。ともかく、ひとつ屋根の下で暮らす兄と妹で、変なことしちゃダメだからねー？』


「そんなことしないって。てか、先生と生徒の関係でどうにかなっちゃった春香はるかさんは、人のこと、言えないんじゃ……？」



『そ、そ、それは……そのぅ、そうかもだけどぉ……。で、でも！　兄と妹よりセーフだからぁ』

　語尾がいつもよりゆるい。

「先生、もしかして呑のんでる？」


『二人のときは春香さんじゃなくって先生でしょぉー？』



　ほら、もう、ポンコツになってる。

『先生、明日お休みだから呑んじゃってまぁーす。ふへへ……誠治君もウチきて一緒に呑もう？』

「コラ。未成年に酒すすめんな」

　ふぎゃあ、と柊木ちゃんの悲鳴が聞こえてきた。

　飲み物をひっくり返してしまったらしい。

『入れなおしたばっかなのにぃ……ふへへぇ』

　笑うタイミングもなんかおかしくなってる。

　ポンコツ化が今日は激しいな。

　時計を見ると、まだ夜の九時。

「なんか心配だから行くよ」

『早くしないとぉ、柊木先生終了のお知らせで閉まっちゃうからねぇー？』

　終了のお知らせで閉まる？？

　もう、意味わかんね。

　手早く着替えて部屋を出る。玄関付近で紗菜と出くわした。

「どこ行くの？」

「終了のお知らせで閉まるらしい。何言ってるかわかんねえだろ？　俺もだ」

　？？　と、紗菜の頭上に疑問符が浮かんだ。

　スニーカーにつま先を突っ込んで、愛車に跨またがり柊木ちゃんちにむかう。

　柊木ちゃんちに上がるのは、これで二度目。

　ピンポーン、と呼び鈴を鳴らすと足音が聞こえて、扉がちょっとだけ開いた。

　隙間すきまから柊木ちゃんがのぞいている。

　目がトローンとしてて、横になればすぐに寝そう。

「合言葉を述べよ」

「は？　合言葉？」

「そぉ。柊木先生のことをどう思っているか、言わないとダメなの」

　子供かよ。って、この前よりヘロヘロになってるな、柊木ちゃん。

　早く水を飲ませないと（使命感）。

「柊木先生のこと？　それとも春香さんの」

「春香さんのほうで」

　食いつき早ぇえ。しかも顔がキリっとした。

「愛してる」

「も、もおおおおおお！　誠治君たらぁーっ」

　嬉うれしそうにくるーん、とターンした柊木ちゃんは奥へ行ってしまった。

　入っていいらしい。

　ガシャン。チェーンがそれを阻はばんだ。

　おぃいいいい！　開けてから行けぇええ！

「あ。忘れてた♪」

　てててて、と酔っ払い柊木ちゃんが玄関に戻ってきた。

　そうそう、開ければいいんです、開ければ。

「あたしも誠治君のこと、愛してる♡」

　きゃ、と恥ずかしがった柊木ちゃんは、嬉しそうにくるーん、とターンして奥へ行ってしまった。

　おぃいいいい！　開けてから行けぇええ！

　しばらくして。

「どうして入ってこないの？」

　ポンコツ発言をする愛しの女神は、ようやくチェーンを外して、俺を入れてくれた。

「ああ、なるほど、合言葉と愛の言葉でかかってるのか」

「？」

　ナニソレ、とか言いたそうな顔をされた。

　どう思っているか訊きたかっただけかよ！

　酔っ払いの発言は絶対に深読みしない──俺はこのとき固く誓った。

　俺に腕を絡からめた柊木ちゃんはゴロゴロと甘えてくる。

　これはこれで可愛かわいい。

　上はインナーしか着てなくて、隙間からブラジャーがチラチラ見えている。今日学校に穿はいてきていた膝ひざ丈のフレアスカートも、何がどうなってそうなったのか、めくれ上がっていてパンツ丸見えだった。

　目のやり場に困るからそれは直しておく。

　ポンコツ女神は超無防備だった。

　ソファに座ると、テーブルの上には空の缶酎チューハイが三本置いてあった。

　どうも柊木ちゃんは、俺が思った以上に酒に弱いらしい。

　なかなか離れない柊木ちゃんを引っぺがして、冷蔵庫から水を取りだし、グラスに入れる。

「はい。水。飲んで」

「はーい♪」

　んく、んく、と一気飲み。

「珍しいね、ヘロヘロになってるの」

　柊木ちゃんが家で呑むのは、それほど珍しくない。

　夜電話をしているときは、酒が入っていることが多い。

　とはいっても、缶一本くらいらしく、今日みたいにフラフラになるほどじゃなかった。

「明日休みだから？」

「紗菜ちゃんは、どういう女の子？」

「何それ」

　おかしいよねぇ、と俺の肩に頭を乗せて、もにょもにょ、と聞き取れない何かを柊木ちゃんはつぶやいていた。

　そのまま、すうすう、と寝息が聞こえはじめた。

　抱えてベッドまで運ぶと、起こしてしまったらしい。


「…………ん。……脱ぐ……」



　ま、またあれか！

　部屋着らしきＴシャツを見つけて柊木ちゃんに渡そうとするけど、もう遅かった。

　インナーをぽいっ。

　ブラジャーもぽいっ。

「ストリップやめい！」

　ぺし、とＴシャツを投げつける。


「スカート、皺しわになっちゃう…………」



「今日は下も!?」

　ぬぎぬぎ、ぽいっ。

「わぁああああああああああ」

「今日は白です♡」

「言うなよ！　さっき見えたから知ってるよ！」

　一応見ないように、柊木ちゃんに毛布を被かぶせる。

　よそへ行こうとすると、手を摑つかまれ、そのままベッドの中に引きずりこまれた。
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　翌朝。

　図らずもお泊まりすることになってしまった俺おれは、柊木ひいらぎちゃんがせっせと作ってくれた朝食をダイニングでいただいていた。

　トーストとサラダ、あとは目玉焼きという簡単なものだった。

「誠治せいじ君、コーヒー淹いれるけど砂糖とミルクどうする？」

「なくていいよ。俺ブラックで飲むから」

　会社もブラックだったからそれに慣れちゃってね。

　なんつって。……全然面白おもしろくもねえ。

「大人だね、誠治君」

「そう？」

「そうだよ」

　コーヒーを運んできた柊木ちゃんは反対側に座って、俺が食べているところを楽しそうに見ている。

　頰杖ほおづえをついているせいか、ゆるんだ首元から見える鎖骨がセクシー。

　穏やかな朝って感じでとてもいい。

「高校生っぽくないよね、誠治君。落ち着いているし」


「そ…………そ、そうですかねえ」



　そりゃそうだ。中身は一〇歳も年食ったアラサーなんだから。

「年下なのに頼りになるから、キュンってなるの。たまに。ギャップ萌もええってやつ」

　実際、俺の中身より柊木ちゃんのほうが年下だから、頼りになるように見えるんだろう。

「先生は、酔っぱらうと甘えん坊になるよね」

「先生じゃなくて春香はるかさんでしょー？」

　もう、と怒ったフリをしてみせる柊木ちゃん。ポンコツ化は解除されたらしい。

「昨日の夜はゴメンね。あたし、何か変なこと言った……？　記憶にある限りでは大丈夫だと思うんだけど」

「うん、大丈夫だよ。ただ、紗菜さなのことを俺に訊きいてたかな。どうしてそんなことが気になるの？」

「あ……」

　何かを思い出すようにして、一度柊木ちゃんは口をつぐんだ。

「……誠治君は、禁忌に惹ひかれる性質があるってわけじゃないよね？　たとえば、先生と生徒は恋愛禁止でしょ？　やっちゃダメって言われると余計にやりたくなるっていうか」

「そんな性質ないよ。そうだったら俺は、年頃としごろの女性教師は全員恋愛対象ってことになるでしょ？　俺は春香さんだから好きになったんだよ」

「もっ、もおおおおお、誠治君はすぐそういうこと言ううううううううう！」

　頰を染めながら、ぺしぺし、とテーブルを叩たたく柊木ちゃんは、かなり嬉うれしそうだった。

「そういうところあるよね、誠治君は！　もう、イタリア人かって感じっ。イタリア人見たことないけどなんとなくっ。もう、キスする」

「はあ」

　ちゅ、と無理やり唇を奪われた。

「おっぱい揉もむ？」

「揉まねえよ。何の流れだよ」

「ご褒美ほうび的な。あれ、ご褒美にならなかった？」

　くっ……なるよ！

　いかん。このままじゃ、朝っぱらから揉むか揉まないかの話になる。

　話を戻そう。

　落ち着くために、コーヒーをひと口飲む。

「……で、禁忌がどうしたの？」

「ううん。禁忌が好きかどうかの確認。好きだったのは、禁忌じゃなくって……あ、あたしが、好きだったんだよね」

　恥ずかしそうに言って、テーブルの下で脚を絡からませてくる。

「そういうこと」


「じゃあ…………たとえば……紗菜ちゃんが、本気で告白してきたらどうする？」



「紗菜が？　ないない。あり得ない」

「う～。たとえ話だから。どうする？」

「どうするって、色んな理由があるから断るよ。春香さんと付き合ってるし、あいつ妹だし、貧乳だし、一人称自分の名前だし」

「最後のやつ関係あるの!?」

「それがどうかした？」


「え……？　いや…………。紗菜ちゃん、彼氏いないのかなって思って」



　紗菜に彼氏……そういや、現代でも一度として聞いたことがない。

　紗菜が誰だれかと付き合っている、付き合っていた、なんて話。

「紗菜ちゃん、告白くらいされるでしょ？」

「らしいけど、全部断ってるって。たまに俺が代理で返事させられるくらいだし」

「あちゃー。じゃあ重傷だ……もう重傷っていうか致命傷かも……」

「何が？」

「女の影がお兄ちゃんに見え隠れしはじめたから、紗菜ちゃんは自分の気持ちを理解したって感じなのかな……？」

「？　だから何が？」

「おたくの妹さんは、致命的なブラコンってこと」

「紗菜が？」

　柊木ちゃんからするとそう見えるらしいけど、俺にはどうしてそうなるのか全然わからない。

「あ、あとこれ。誠治君にプレゼント」

　柊木ちゃんは、俺の手をぎゅっと握って、手のひらに固い何かを押しつける。

　見てみると、鍵かぎだった。

「ウチの合鍵。好きなときに来ていいからね」

「これが噂うわさの、『恋人から家の合鍵渡されるイベント』か……フィクションの話じゃないんだ」

　俺が感激している間、柊木ちゃんは食べ終わった食器を片付けてくれた。

　今日は何をするか、という話になり、ちょうど柊木ちゃんが借りてきていたＤＶＤを観みることになった。

　恋愛映画と、半年くらい前に話題になったアクション映画。

　午前と午後に一本ずつ観ることになり、俺たちはまったりと家デートを楽しんだ。
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　日曜日の夜。

　のーんびり、と柊木ひいらぎちゃんちで週末を過ごして、俺おれは家に帰ってきた。

　来週は、テストの作成やら何やらで忙しくなるから、週末は遊べないそうだ。

　そっか、大変だなー。ってくらいに俺は思っていたけど、柊木ちゃんは涙目だった。

『週末の一日二日会えないだけで大げさじゃない？』って言うと、

『学校で会うのは柊木先生ですぅ。柊木春香はるかとして会える日は週末だけなんですぅ……』

　と言って、寂さびしがった。

　柊木ちゃんは、裏表のないそのままのキャラだから、俺からすると先生としても彼女としてもキャラは一緒で、全然変わってないように見える。

　けど、本人はそうじゃないらしかった。

「兄さん……？　どこ行ってたの？」

　部屋で楽しかった週末を回想していると、紗菜さながこっそりのぞいていた。

「どこって、友達んちで遊んでたんだけど……？」

「それって……か、彼女、とか……？」

「違ぇよ。友達のいないおまえにはわからんだろう。夜通し遊ぶ楽しさが」

「サナだって夜通し遊んでるからいいもん」

「どうせネットでゲームしてただけだろ」

「なんでわかるのよ」

　ネットにフレンドたくさんいるって言ってたからな。

「それで、なんか用？」

「とくに用はないけど……」

　もじもじ、と何か言いたそうに膝ひざをすり合わせている。

　用がなかったら、わざわざ俺の部屋まで来ないだろうに。

　言うのを待っていると、紗菜は中に入ってきて、俺愛用の二人掛けの小さなソファに座った。

「本当は、サナ、今週、付き合ってほしいところがあったの。なのに兄さん、出かけて全然帰ってこないから」

　妙にしおらしい紗菜。頼み事をするときは、だいたいこんな感じになる。

「さては……ブラジャー選びか」

「ちっ、違う！　そんなのに付き合ってほしくないから！」

　ぼふぼふ、と紗菜が何度もクッションで叩たたいてくる。

「やめろって。冗談だ。ムキになんなよ」

「変に茶化ちゃかすからでしょ！　ゲームの店舗予約とマンガの新刊買ったりとか、あと色々！　来週！　今週ダメだったから」

「いい加減、一人で行けるようになれよ」

「誰だれかに見られたら、紗菜がオタクのぼっちだってバレちゃうから」

　もうバレてると思うぞ？

「兄さんが一緒なら、言いわけできるから」

「俺の買い物に付き合ってただけだ、って？」

「そう」

　そう、じゃねえよ。なに俺になすりつけようとしてんだ。

「井伊いいさんと行ってくれば？」

「まだちょっと……遊びに誘うのは……」

　仲良くなりたてで遊ぶのは、不安がおっきい。それは、俺もわかる。

　二人きりで、会話が途切れて気まずい雰囲気にならないか、とか。自分の知らない相手の地雷を踏んじまわないか、とか。

　もしそうなったとき、誰も助けてくれない。

「仲良くなれそうな相手だからこそ、慎重になっちゃうってところか……」

「わ、わかってるじゃない」

「じゃ、三人で行こう。井伊さんも誘って」

　これなら、紗菜も抵抗が少なくていいだろう。

　俺が何か役に立つとは思えないけど、二人きりよりは三人のほうが遊びやすいはず。

「またカナちゃん……サナは二人がいいのに……」

　つまらなさそうに、紗菜がぼそっと言う。

　それから、ぱちん、と手を叩いた。

「あ、そうだった。か、カナちゃん、来週は予定あるって言ってた」

「後づけ感すごいけど、本当かよ……」

「本当！　本当だってば！」

　面白おもしろそうなゲームやマンガがないか見て回るのは結構好きだから、頑かたくなに断る理由は、とくになかった。

　柊木ちゃんも今週末は忙しいっていう話だし。

「わかったって。じゃ、次の土曜日な？」

「どうせ予定ないんでしょー？　サナ、わかってたんだから」

　ドヤ顔でさりげなく俺をディスってくる紗菜。

　ここ最近では見ない、いい笑顔だった。




◆柊木春香◆




『ねえ、誠治せいじ君、土日は何をして過ごすの？』

『あー、明日は紗菜に付き合ってゲームショップに行ったりマンガ買ったりするよ』

『そっか、楽しんできてね♪』

　って、言ったものの、やっぱり気になる……。

　紗菜ちゃんは、どう考えても妹として誠治君に接してない。

　決定的なシーンを見ちゃったのもあるし、それ以前に、誠治君に対する言動が妹ぽくないなって思っていたから。

「兄と妹って、先生と生徒以上にアウトだと思うよ、紗菜ちゃん」

　職員室の時計は、もう十一時を回ろうとしている。

　土曜日に出勤して仕事をする先生は意外と多い。

　午前中は、顧問の部活で指導をして午後から仕事という先生もいれば、単純に平日では片付けられなかった仕事を処理しに来る先生もいる。

　あたしは後者。

　もっと早く仕事ができれば、今週も誠治君と遊べたのに……今何しているか気になって仕方ない。

　朝の八時に来たのに進捗しんちょくは全然ダメ。

　気合を入れて今日一日で終わらせて、明日は誠治君と遊ぼうと思ってたのに。

「む～ん……進まないなぁ……」

　誠治君と付き合いはじめてからというもの、金曜日は付き合い程度に呑のみに行ったりするけど、そういう席でお酒は呑まないことにしていた。もちろん二次会も行かない。

　あたしは、酔っぱらうときっと、彼氏がいるってことをしゃべっちゃうから。

　彼氏がいるって言えば、どこの誰で何歳で、仕事は何してる人とか、訊ききたがる人は絶対にいるから絶対に禁止。

　誠治君はそう言って、あたしにかん口令を敷いた。

　噓うそを重ねれば、どこかで矛盾点や綻ほころびが絶対に出てくる。でも、彼氏はいないという大きな噓をついておけば、小さな噓を重ねないで済むって。

　もう、誠治君、天才だと思った。

　考えていると会いたくなってしまった……。


　………………。



　仕事は家に持ち帰ってやればいいや。

　パタン、とノートパソコンを閉じて、あたしは荷物をまとめて車に乗り込む。

　会いたいっていっても、今日は紗菜ちゃんと遊んでるんだよね……？

　ゲームやマンガってなると、場所は……。

「中心街のほうだよね、そこしかないもんねー」

　ゲームやマンガ、アニメの専門店はそっちのほうだ。

　車を走らせ、目的地付近の駐車場に車を停めて、外に出る。

　ちょうど愛いとしの誠治君を発見。

「ラッキー。見ーつけた」

　ううん……声をかけたい。

　けど、仕事するって言ってあるから、たぶん、こんなところで何してんの？　ってちょっと怖い顔をする。

　誠治君が真面目まじめなのか、あたしがポンコツだからか、「仕事はちゃんとやりなよ」ってガチトーンで怒られることがある。

　誠治君は、しっかりしてるっていうか、仕事に厳しい先輩みたいな一面がある。高校生なのに。

　誠治君がいるから、あたしはお仕事頑張れるのに。

　脳内誠治君に言いわけをしていると、クレープを手にした紗菜ちゃんがやって来た。

「何ファンシーなもん買ってきてんだ」

「兄さんだって、さっきずうっと見てたじゃない。食べたかったんでしょ？」

「まあな」

　するり、と紗菜ちゃんが誠治君と腕を組んで歩きはじめた。

　あうううううう。

　あたしも、誠治君とああいうのしたいいいいいいいいい。

　街ブラデートは誰の目があるかわからないので、誠治君が禁止令を出しているから、あたしたちは絶対にできないのに……。

　てか、なんで腕組むの!?　兄妹だよ!?

　腕組んでひとつのクレープを一緒に食べながら歩くって、兄妹のすることじゃないよっ！

　どう見てもカップルだよ!!

　あううううう。

　うらやましいいいいよぅううううう。

　あたしがメイドさんだったら、エプロンの裾すそを嚙かんでるところだったよ。

　もう、怒った。

　誠治君、あたしが見てないからって、紗菜ちゃんとイチャイチャしすぎ。

『あなたを見ています……ずっとずっと見ています……』

　ぱしゃり、と撮った写真も添付してメールを送る。

　物陰から兄妹を見守ることにした。

「──!?!?」

　あ、誠治君がメールを読んだっぽい。きょろきょろ、と首を振りながらあちこちを見回している。

　愛しの春香さんを探してるみたい♡

「兄さん？　どうかした？」

「な、な、なんでもない。今日は……忙しいって話じゃあ……。さては、サボって俺を尾行してたな」

　うぎ。バレた。ま、けど、証拠写真なんて送りつければバレるのも仕方ないか。

『よそ行きの服、カッコいいね♪　似合ってていいなって先生思います♡』

　メール送信。

　褒めておけば、話題もそれるはず。

　誠治君が携帯を操作すると、すぐに返信があった。

『仕事してください』

　距離感んんんんんんんん！

『来週も遊べなくなるよ？』

　それは困るぅううう！

　きょろきょろ、とまた周囲を見た誠治君は、急いでクレープを食べて店の中へ入っていった。

　でも、気になるんだもん……。ついて行っちゃおうっと♪




◆真田誠治◆




「兄さん、どうかした？」

　ゲームショップに入ると、紗菜が追ってきた。

　俺のきょろきょろにつられて、紗菜もあたりを見回す。

　どうかしたっていうのは、俺が訊きたいくらいだ。

　店の中まで、ついて来てないだろうな……？

　……あ。

　さささっ、と何かが動いた。店の入り口付近。

　影しか見えなかったけど、あれ、絶対柊木ちゃんだ。

　普段ぼんやりしているくせに、変なところで高い敏捷びんしょう性を発揮するのはやめてほしい。

「いや、どうもしてないよ」

「そう？」

　首をかしげると、紗菜は機嫌よさそうにまた腕を組んで、「兄さん、こっち」と俺を引っ張り回す。

　なんか、今日は紗菜がイキイキしている。

「二人でできるゲームも、最近面白そうだなって思ってるんだけど……」

　中身の俺基準で一〇年前。

　俺は紗菜とこんなふうに外で買い物したことはなかった。せいぜいが付き添いで、腕を組んだこともなかったし、一個のクレープを交互に食べるなんてこともしなかった。

　歴史っていうと大げさだけど、俺と柊木ちゃんが付き合ったことで、変わった部分がたくさんあるらしい。

「ああ……いいんじゃないか」

　どこにいるんだ、柊木ちゃん。

　てか、仕事どうしたんだよ。

　気になって様子を見に来たのは、まあいいとして、あの人、仕事放り出して来てるからね。

　これは、一大人いちおとなとしてきちんと柊木ちゃんに注意せねば。

　ブブブ、と携帯が震える。思った通り柊木ちゃんからのメールだった。

『誠治君に会えば仕事のやる気が出るから、来ちゃったよ！』

　さっそく言いわけがきた！

　会いに来たことを注意したいんじゃなくて、仕事を放り出してきてることを俺は注意したい。

　大好きな彼女が会いに来てくれるっていうのは素直に嬉うれしい。

　けど、それとこれじゃ、話が別だ。

　これをよしとしてしまうと、柊木ちゃんのためにもならない。

　いいところでもあるけど、悪いところでもある。

『先生として、きちんと仕事をしてください。遊ぶのはそれからです』


『うぅぅ……敬語……その距離感がツライ……』



　くるっと紗菜が俺の顔をのぞきこんだ。

「兄さんはどれがいい？」

「え」

「もう、全然聞いてない」

　ぷく、と頰ほおを膨らませてみせる紗菜。

　機嫌がいいときは、可愛かわいいんだけど。

　腕を組んでしまうくらいなんだから、ブラコンといえばブラコンなんだろう。

「兄さん、ゲーム選びに集中して。ここは戦場でもあり楽園でもあるんだから」

　紗菜はワゴンセールで叩き売りされている中古のゲームソフトを漁あさる。

　新作ゲームが届くまで、暇つぶしのゲームがほしいらしい。

「適当に買えばいいだろ？　この中、高くて千円とかだし」

「いやよ。何考えてるの。失敗するなんて、サナのプライドが許さないんだから」

　つっても、妹よ。

　失敗作だからこうして叩き売りされてるんだぞ？

　けど、高校生にすれば数百円から千円は惜しいのは当然か……。

「ゲームがいっぱいあるし、安ーい！」

　違うワゴンセールのシマで棒読みの台詞せりふを読み上げている女性がいた。

　ゲームショップやその類いの店ではちょっと場違いな、清潔感のある服装をしている。

　ていうか、柊木ちゃんだった。

「……知り合いなら買ってプレゼントできるんだけどなぁ」

　チラ。チラチラ。

　めっちゃこっち見てる！

　今声をかければ、ゲーム買ってあげるよ感、すげー出してきてる！

　いやぁ先生、こんなところで奇遇ですね。

　なわけねえ！

「二本か、三本くらい、買えるんだけどなぁー？」

　チラ。チラチラ。

　そう、あくまでも、自分はたまたまここにいますよっていう体ていを崩す気はない。

　あれは誘ってる……。

　先生、こんにちは、ゲーム買ってくれるって本当ですか？　って俺が話しかけるのを誘ってる。

　俺から話しかければ、正式にこれから遊び倒すつもりだ！

『あ、真田さなだ君と紗菜ちゃん。奇遇だね、お昼まだ？　先生おごっちゃう！　いこいこー』

　ってなる。絶対。

　きゅ、と紗菜の組んだ腕に少し力が入った。

「柊木先生がいる。……先生も、ゲーム好きなのかしら」

「さ、さあ。どうだろう」

　完全スルーを決め込むことにした。

　柊木ちゃんは、さっさと帰って仕事をしてほしい。

　どうせ皺しわ寄せがくるんだから。

「先生も、サナと一緒でゲームやアニメやマンガが好きなことを隠してるのよ」

　違うぞ、妹よ。

「お休みの日に女の人が一人でこんなところに来て、ワゴンセールを見てテンションが上がるなんて、きっとそう」

　柊木ちゃん、変な勘違いされてる。まいいか。

　ふと、ワゴンの中に五〇〇円の値札が貼はられたソフトを見つけた。

　アクションＲＰＧで、紗菜の希望通り二人で協力プレイもできるみたいだ。

　メーカーロゴ……。これ、紗菜が就職する会社の作品だ。この時代ではマイナーどころだけど、これからヒット作をいくつも世に出すことになる。

「紗菜、これは？」

　骨董こっとう品の品定めをするように、紗菜はパッケージをためつすがめつ見回す。

「結構いいじゃない」

「買ってあげる」

「えっ？　い、いいのっ？」

「ていっても五〇〇円だから」

「そう言うなら……じゃあ、買ってくれば？」

　へいへい、と返事をして、レジへと持っていく。

　途中、ドス黒いオーラを出しまくっている、悪堕おちしそうな人を見つけた。

　近くを通り抜けようとするだけで、瘴気しょうきで顔をしかめるレベル。

　俺じゃなくって、他ほかのお客さんたちが。

　ゴゴゴゴゴゴゴ。

　そんな擬音が聞こえてきそうだった。

「あたしも……プレゼント、ほしい……紗菜ちゃんだけ、ズルい……！」

　誰かと思えば、柊木ちゃんだった。

　迂回うかい路をとって、レジに並び精算を済ませる。先に出ようとすると、紗菜が追いかけてきた。

「兄さん、たいへん」

「どうした？」

「柊木先生が、ワゴンをじっと見つめて瘴気を出してるわ！」

　うん。知ってた。

「きっと、いい感じの掘り出し物が見つからなかったのよ」

　……そういうことにしておこう。

　あ。そうだ。

『仕事ちゃんとやったら、プレゼントあげるから頑張って！』

　店の出口まで漂っていた瘴気がしゅーん、と霧散した。

　ツカツカツカツカツカツカツカツカ。

　すさまじい速度で柊木ちゃんが出てきて、歩き去っていった。

　どんだけプレゼントほしいんだよ！

　なんだかんだ言いわけして全然やろうとしなかったのに！

　ブブブ、と携帯が柊木ちゃんからのメールを受信した。

『柊木春香、頑張ります!!』

『春香さん、ガンバ』

『うんっ。誠治君、愛してりゅ♡』

　先生としてっていうか、柊木ちゃんは大人としてポンコツなのかもしれない。

　ぶううん、と近くにあった駐車場から見慣れた柊木ちゃんの愛車が出てきて帰っていった。

　紗菜が、わかる。わかる、わかるよ、と言いたげに何度もうなずいている。

「ああして、柊木先生は次の戦場ワゴンセールを探しに違う店舗に行ってるのね……」

　うん。それ違うからな？

　何をプレゼントしようかと悩んだ結果、シュシュを買うことにした。

　柊木ちゃんの学校での基本的な髪形はポニテだから。

　学校でも使いやすい地味目なやつをいくつか、紗菜に見つからないようにこっそりと買って、夕方ごろ電車に乗って帰路についた。

　紗菜は帰る間、ずっと大事そうに俺が買ったソフトを抱いていた。

「兄さん、これ……大事にするから……せっかく買ってくれたんだし……」

「いいって。そんなふうに思ってくれるんなら、ネットで新品買えばよかったな？」

　隣に座る紗菜は、またするりと俺に腕を絡からめ、そっと手を握った。

「い、いい……これで、いいの……」

　差し込んだ夕日に照らされた紗菜は、真まっ赤かになっていた。
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　定期テストの一週間前からうちの学校はテスト期間に入って、例外の部活をのぞいて大半の生徒は下校となる。

　俺おれの成績は普通よりちょっと上くらい。だからそんなに目いっぱい勉強しなくても赤点は取らない。

『今回のテスト、頑張ったら、先生、イイコトしてあげる♡』

　みたいな会話があるのかと思いきや、リアル柊木ひいらぎちゃんは、俺の予想の斜め上をいった。

　昨日の夜のことだ。

『誠治せいじ君、明日からテスト期間だね』

『うん。ガッツリはしないけど、軽く勉強しとかないと』

『えええーっ!?　ぼちぼち成績いいのにー!?　あたし、知ってるんだから。去年の成績。誠治君は、頑張んなくても大丈夫だよー？　勉強したいって言うなら止めないけど』


『ここはモチベーションを上げるために何か条件出したりするところなんじゃ……？　先生なんだし』



『先生じゃなくて彼女なので。フン』

『いや、フンじゃなくて。肩書としての先生って意味だったんだけど……』

『残業中、パソコンで色々検索しながら、金曜日の夕方から日曜日までのお泊まりプラン、先生考えていました』

『仕事しろ』

『あらかじめ両親には言っておいてね？　でないとあたし、未成年誘拐したことになっちゃうから』

『ウチは厳しくないし、メールで伝えればオッケーって感じだから大丈夫だと思うけど』

『うんうん。誠治君は勉強なんてしなくてもいいんだから。週末、楽しみだねっ♪』

　こんな感じだった。

　勉強とかそんなのどうでもいいから週末遊ぼうってことらしい。

　だから、柊木ちゃんは、週末を楽しむために夜遅くまで仕事を頑張っている。

　どこで何するか全然聞いてないけど、大丈夫か……？

　そうして迎えた金曜日の放課後。

　学校から帰ってきたころに、柊木ちゃんから電話がかかってきた。

『頑張ったから、どうにか……週末、仕事、しなくてすみそう……！』

「お疲れ様」

『頑張った……あたし、スーパーデラックスハンパなくウルトラデラックス頑張った』

　デラックスって二回言ったけど、それはまあ置いておこう。

　週末旅行計画を提案した次の日から、柊木ちゃんはずうっと仕事をしていた。

　昼休みも家庭科室に顔は出さなかったし、放課後も夜遅くまで、仕事ざんまいだった。

　授業で顔を見るけど、鬼気迫る雰囲気があって、クラスメイトたちは全員ビビってた。

　柊木ちゃんは若干やつれてて、それが相まって迫力が増して見えた。

　結局、この前街に出たときに買ったプレゼントはまだ渡せていないので、タイミングを見て渡そう。

　柊木ちゃんがもうちょっとしたら家に帰れるらしいので、支度したくをしてから来てほしいとのことだった。

　それはいいけど、どこ行くんだろう。

　ひとつの鞄かばんに着替えやあれこれを詰め込んで、自転車で柊木ちゃんちへとむかう。

　周囲に人目がないのを確認し自転車を停めて、もらったばかりの合鍵あいかぎで柊木ちゃんちの扉を開けた。

　しばらくすると物音とともに主あるじが帰ってきた。

「おかえり。春香はるかさん」

「～～っ」

　俺が出迎えると、感激したらしく目をウルウルさせていた。

「ぎゅ」

　玄関でぎゅっと抱きしめられた。

「春香さん、お疲れ様」

「なんかいいね、こういうの！　誠治君が卒業したら毎日こうなんだよ？」

　この一週間ろくに会話をしてなかったせいか、ついにリミッターを解除した柊木ちゃんは、フルバーストで、ちゅ、ちゅ、と俺にキスしてくる。

　アメリカ人かっていうくらい激しい。

　おでこもほっぺも唇もされるがままだった。

　……なんだろう。この大型犬に懐なつかれてるみたいな感じ。

「わかった、わかったから。春香さん、準備」

「柊木先生を見くびらないで！　昨日の夜から準備してて、楽しみすぎて全然眠れなかったんだから！」

「先生どころか小学生レベルだった!?」

　柊木ちゃんが指差した先を見ると、ボストンバッグとキャリーケースがひとつずつある。

「……それで、一体俺はどこに連れていかれるの？」

「温泉っ！　旅館っ！」

「おお！　……あれ。でも、俺そんな金持ってないよ？」

　ぎゅっとされたまま、よしよし、と頭を撫なでられる。

「いいのいいの。春香さんが全部出したげりゅ♡」

「ええ……さすがにそれは悪いって」

「あたし無趣味だし、他ほかにお金の使い道がないからいいの！」

「いや、そんな威張らなくても……」

「誠治君、いい？」

　柊木ちゃんに、ぐいっとほっぺを手でロックされて、至近距離でまっすぐ見つめられる。

　……照れる。

「誠治君が思っている以上に、柊木春香はお金を持っています……！」

「真顔で金持ち宣言!?」

　こういうふうにして、人はヒモへと成り下がっていくんですね、理解しました。

「冗談っぽく言ったけど、誠治君と付き合う前は、休みの日はダラダラ過ごすだけで、お金は全然使わなかったから……服やお化粧もそれなりだし、お酒は嗜たしなむ程度だし」

　言われてみれば、俺も覚えがある。

　社会人をしていれば、忙しすぎて金を使うタイミングすらない。

　使っても、生活費以外に使うのは、ソシャゲの課金くらい。

「無趣味ってお金貯たまるよね。ゲームに使うっていっても高が知れているし。俺も酒はさほど呑のまないしご飯も適当だったし」


「そうそう────って、え？　誠治君、お酒呑んじゃダメだよ？　ご飯も適当って……実家でしょ？」



「あ」

　つい勢いで言っちまった。

「って、親戚のお兄さんが言ってたよ？」

「あ、そういうことね」

　危ねえ。これからも、口が滑ったら親戚のお兄さんに登場してもらおう。誰だれかは知らんが。

「さ。いこいこ」

　手を繫つないで仲良く家を出て、柊木ちゃんの愛車に乗り込む。

「ここから、二時間ちょっとかかるんだけど──」

　柊木ちゃんに教えてもらった情報をナビに入力し目的地を設定。

　県外の海に近い温泉街だった。

「チェックインが遅くても夕飯を食べさせてくれるいい旅館で──」

　あれこれ楽しそうに旅館情報を俺に教えてくれる柊木ちゃん。

　しばらくすると、口数が妙に減った。

　不思議に思って隣をチラっと見ると、ごしごし、と柊木ちゃんが目をこすっている。

　……め、めちゃくちゃ眠そうだ！

「先生、運転大丈夫？　寝てないんでしょ？」

「春香さんじゃなくて、先生でしょー？」

　あ、やばい。ポンコツになってる。

「一旦いったんどこかに車を停めて、仮眠しよう？」

「今日、全然寝てないからマジでやばいよー。どうしよう、ほんとやばいよー」

「寝てないアピールしてる場合か！　この状況は本当にやばいやつだから！」

　スーパーの広い駐車場を見つけてそこに入ってもらう。

　後ろのシートですやぁ、と柊木ちゃんは可愛かわいい寝顔をさらして眠っている。

　一五分くらい寝かしてあげよう。

　その間、俺はスーパーで缶コーヒーを買ってきて車に戻る。

　すやぁな柊木ちゃんは、まるで起きない。

　三〇分経過しても、すやすやすやぁな柊木ちゃんは、さっぱり起きる気配がない。

「先生。そろそろ出ないと時間やばいんじゃない？　八時チェックイン予定でしょ？」

　肩を叩たたいたり、揺すってみても、全然起きない。

　徐々に不安になってきた。

　車中泊……？

　だとしても、俺は別にそれで構わない。

　けど、今回の旅行は柊木ちゃんが頑張って時間を作ったから実現したものだ。

　それも、今まで見たことないくらい楽しみにしていた。

　今日の晩御飯のメニューもさっき楽しそうに教えてくれた。

　旅行でなくてもデートするのは俺も毎回楽しみだ。

　でも、目が覚めた柊木ちゃんは、たぶん俺に謝り倒すだろう。

　何度も言うけど、車中泊で構わないから俺に謝る必要なんてないのだ。

　そう言ったとしても、優しい柊木ちゃんは、罪悪感を覚えて謝ると思う。

　寝坊に対して俺が気を遣っていると思うかもしれない。

　……うーん。

　しょんぼりする柊木ちゃんは、見たくない。

　これから柊木ちゃんが楽しみにしてた旅行がはじまるっていうのに、ギクシャクなんてさせたくない。


「…………」



　さてと。行きますか。




　二時間後。

　俺は助手席から運転席の柊木ちゃんの肩を揺すった。

「春香さん」

「うえ……？」

　目をしぱしぱさせながらあたりを見回している柊木ちゃん。

「あれ？　着いてる……？」

「うん。覚えてないの？　眠かったから運転した記憶もあやふやになってるんだよ。たぶん」

「そうだっけ……？」

「ほら、もう時間ギリギリ。急ごう？」

　車を出ると柊木ちゃんの荷物を持って歩きだす。

　不思議そうに首をかしげながら、柊木ちゃんが追いかけてきた。

　旅館の外観からして、これ、俺が知ってるレベルの旅館じゃない……。

　洗練されているっていうか……高級感あるんですけど……。

　無事にチェックインを済ませ、仲居さんに部屋へと案内される。

　八畳ほどの和室で、障子があり、縁側には背の低いテーブルを挟んで椅子いすが二つあった。

　今は暗いけど、部屋から海が見えるらしい。

　風情ふぜいは抜群だった。

「お食事はすぐお持ちしてもよろしいでしょうか？」

「はい。お願いします」

　館内の説明を一通りして、仲居さんは部屋を辞去した。

「春香さん。大浴場、いつまでか知ってる？」

「え？　そんなのないよ？」

「は？　だって、ここ温泉旅館でしょ？」

「こっちきて」

　手を引かれて、入ったときから気になっていた扉を柊木ちゃんが開ける。

　脱衣所があって、風呂ふろらしき場所がある扉を開く。

　檜ひのき風呂があり、ガラス張りのさらに奥には、小さい露天風呂があった。


「………………え」



「各客室にあるみたい。ていっても客室自体多くないけど。二四時間入れるよ？」

　要するに、これ、内風呂ってやつですか……？

　庶民の俺、超ビビる。

　後ろから柊木ちゃんにぎゅっとされた。

「せっかくだから、奮発しちゃった」

「そりゃ楽しみにもなるよ」

「……悪い子には、先生、お仕置きしないと」

　ま、さすがにバレるよな。

　先生らしいことを言った柊木ちゃんは、その口で俺に長いキスをした。
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　夕食の海鮮料理を中心とした豪華な料理を堪能したあと、お風呂ふろの時間と相成った。

「先にどうぞー」

　と柊木ひいらぎちゃんが言うので、お言葉に甘えて先に入った。

　檜ひのき風呂にぼんやり浸つかっていると、カラカラ、と扉の開く音がする。

「わっ。思った以上にいい感じ♪」

　振りむくと、タオル姿の柊木ちゃんがいた。

「うわぁああああ!?　なんで!?　先にどうぞって言ったのに！」

「だってぇ。誠治せいじ君、あたしが先だと入ってこないでしょー？」

「当たり前だろ！」

　柊木ちゃんと付き合いはじめて、ブラジャーをぽいしたり、スカートをぽいしたり、パンツ丸見えだったりするような事態に遭遇することは多々ある。

　けど、タオル一枚ってのは、むしろ素っ裸よりもエロい……。

「背中流すよー？　おいで」

「おいでって……」

　俺おれの大将、ノーガード状態なんだけどどうしたらいいの？

　防具ゼロなんだけど。

　誰だれか入ってくるなんて思ってなかったから、タオル持ってきてねえ……。

　ボディタオルは、今柊木ちゃんが手にして、全力で泡立てている。

　……パン一までならあるけど、俺は大将を柊木ちゃんに見られたことはない。

「早く早く」

「自分で洗うからいいってば」

「えー。あたし、これが一番楽しみだったのにぃ……堂々と混浴して背中流し合いっこ……」

　くっそ……ズルくないですか。

　大変な仕事を超頑張ったっていうのを知っている俺に、そんなこと言うの。

「……そっち行くから……あ、あの……目、つむっててもらっていい？」

「やだ、誠治君可愛かわいいー！　女の子みたい」

「だまらっしゃい」

　ばしゃ、とお湯をかけると、「きゃー！」と柊木ちゃんは楽しそうな悲鳴を上げた。

「タオル巻いてないんだよ」

「へえ、そっかそっか……え。丸出しってこと……!?」

「そ、そうだよ！」

　ノリノリだった柊木ちゃんは、かぁーと顔を赤くした。

「な……なんで巻いてないの？　あたしがくるって、わかってたでしょ？」

「わかってたら、こんなに動揺してねえよ」

「わ、わ、わかった。あたし、絶対目開けないから」

　ぎゅむっと目をつむって、木製の高そうな小さな椅子いすをぽんぽん、と叩たたく。

『誠治君の大将を見るのはまだ恥ずかしい』より、『背中流し合いっこしたい』が勝ったんだ……。

　覚悟を決めて浴槽よくそうから出る。さささ、とカニみたいな敏捷びんしょう性を発揮し椅子に座った。

「い、いいよ。開けても」

「はい……慎んで開眼いたします」

　慎み過ぎてよくわからない日本語だった。

「わ。すごい。広くて綺麗きれいな背中……」

「そう？」

　ごしごし、と柊木ちゃんは俺の背中を洗いはじめた。

「強くない？　大丈夫？」

「うん。ちょうどいい」

「かゆいところないですかー？」

「ないです。って、それ美容室のやつ」

「前失礼します」

「失礼すな」

　脇わきの下したから伸びてきた腕をがしっと摑つかんでストップをかける。

　てか、背中。ほぼ密着してるんですけど……。

　大将が活気づくから離れてほしい……。

「前は自分で洗うから！　タオル貸して」

「えー？」

「洗いっこってことになると、俺も春香はるかさんの前を洗うことになるよ？」

「……」

　す、とタオルを渡された。ご理解いただけたようで何よりだ。

　一通り洗い終えると、柊木ちゃんがシャワーで湯加減を調整してくれる。

　タオルを巻いてかがんでるせいで、こぼれそう……。

　しかもタオル、濡ぬれて体に貼はりついててエロい……。

　ざざざ、と柊木ちゃんに洗われて攻守交代。

「べ、別に誠治君が面倒だって言うなら、あたしのは洗わなくてもいいんだよ？」

「俺があんだけ嫌だって言ったのに、自分だけ逃げようってのは、ちょっとズルくないですかねえ、先生」

　タオルをほどいて、背中を見せてもらう。

　真っ白でとても綺麗な背中だった。

「失礼しゃーす」

「ひゃう」

　ごしごし、ごしごし。

「どう？」

「結構気持ちいいかも」

　柊木ちゃんは、体を包んだバスタオルを抱きしめるようにしている。

「こことかどう？」

　肘を持って上げる。

「脇はダメぇえっ」

「二の腕柔らかっ」

「もおおお、ぷにぷにしないでええええええ」

　耳まで真まっ赤かにする柊木ちゃんが可愛くて、ついからかいたくなってしまう。

　先行ってて、と促され、露天風呂で待っていると、ちゃぷん、と柊木ちゃんもやって来た。

　タオルは置いてきているようで、腕で胸を抱いていた。

　見入ってしまったけど、慌てて目をそらす。

「本当にすごい旅館を予約したんだね、春香さん」

「せっかくだからねー。気に入ってくれた？」

「うん。それもこれも、先生が仕事を頑張ったからだよ」

「二人のときは先生じゃなくて春香さんでしょー？　もう、わざとでしょ」

　ついにバレた。

　怒ったフリをしながら、柊木ちゃんは俺のほっぺをつまんで軽く引っ張る。

「あたしが頑張ったんじゃないよ？」

「ん？　じゃあ誰が？」

　するり、とお湯の中で腕を組んで、俺の肩に頭をのせる。

「誠治君が、あたしを頑張らせたんだよ」

「ていっても、俺、なんもしてないよ？」

「いいの、いいの。一緒にいてくれるだけで、十分なんだから」

「物は言いようだなぁ」

「そんなこと言わないの♪」

　そんなふうにたわいない会話をひそひそと繰り返す。
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「俺もお熱です」

　目をつむって唇を差し出してくる柊木ちゃん。

　リクエストに応こたえて、キスをする。

「もう一回……」

　ちゅ。

「もっと、して。足りない……」

　甘い声に理性が吹っ飛びそうになる。

　このあと、イチャつきすぎたせいで本当にのぼせた。
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　温泉旅行二日目は、柊木ひいらぎちゃんに膝枕ひざまくらされながらテレビを見たり、ときどき内風呂に入ったり、そのあとはポカポカになって昼寝したり、ラブラブな時間を過ごした。

　ここは桃源郷か何かかっていうくらい幸せな時間だった。

　三日目の朝。

　仲居さんが運んできてくれた朝食を食べていると、そおっと柊木ちゃんが挙手した。

「誠治せいじ君、近くに海があるでしょ？　あとで行ってみない？」

「そうだな……」

　海水浴客はほとんどいないだろうけど、俺おれたちみたいに温泉に来たついでに寄る人はいるかもしれない。

　明るいうちに人目のつく場所に行くってなると、バレるリスクが上がる。県外とはいえ、土日の温泉なら泊まりに来ている知り合いがいないとも限らないんだし。

　ちょっと厳しいかもしれないけど、ここは却下かな……。

「俺も春香はるかさんとは行ってみたいけど、顔バレする危険があるうちは……」

「って言われると思って、用意してます！　じゃん」

　効果音とともに柊木ちゃんが出したのは、キャップとつばの広い帽子だった。

「これを深く被かぶってれば、遠目じゃまずバレないよ」

「準備いいな」

「ふふん。お忍び旅行だからね。必需品でしょー」

　ドヤ顔をした柊木ちゃんは、つばの広い帽子を目深まぶかに被ってみせる。

　なんだか芸能人気分だった

　はい、とキャップを渡される。

　ま、これがあるなら、大丈夫かな。

「チェックアウトしたら、行こうか」

「やった♪」

　のんびりご飯を食べて、荷物をまとめてチェックアウト。

　車で少し移動して、海水浴客用らしきガラガラの駐車場に車を停めた。

　天気は快晴。青空のむこうに水平線が見える。

「海だよ、誠治君、ほら、あれっ！」

「見えてる、見えてるから」

　きゃっきゃ、と子供みたいに柊木ちゃんがはしゃぐ。

　なんだろう、雪を見てテンションが上がる犬みたいな……。

　見えそう……柊木ちゃんのお尻しりのあたりに、全力でぶんぶんと振られている尻尾しっぽが見えそう。

　車から降りて、小さな砂浜を手を繫つないで歩く。

　まだ午前中だからか、幸い人はほとんどいなかった。

　それでも、一応帽子は被ったままにしておいた。

　今日も柊木ちゃんは楽しそうに、ああだこうだと色々としゃべってくれる。

　うん。

　今なら渡せそう……！

　この前、仕事を頑張ったらご褒美ほうびをあげるって言って、それ用に買っておいたプレゼント。

　なんだかんだで、渡すタイミングがなかったり、なかなか切り出しにくくて機会を逃したりしていた。

　隠し持っている紙袋の中には、個別に買ったシュシュが五つ。

　こんなことなら、もうちょっと俺も奮発したプレゼントにすればよかった……。


「ていうか……こういうのって、女の人はいっぱい持ってるんじゃ……？」



「どうかした？」

　うおう!?

　めっちゃこっち見てる。

「なんか独り言ぶつぶつ言ってたけど？」

　い、今だ。今しかない。

「春香さん……これ……」

　隠していた小さな紙袋をずいっと差し出す。

「？　何これ」

「この前、仕事を頑張ったらご褒美をあげるって言ったでしょ？」

「くれるの……？」

「うん。お仕事よく頑張りましたっていう、プレゼント」

　柊木ちゃんは受け取ると、中見ていい？　と目で尋ねてくるので、俺は恐る恐るうなずいた。

　ど、どういう反応するだろう……。

「あ、シュシュ。可愛かわいい」

　お。おお……よかった。気に入ってくれたみたいだ。

「ありがとう、誠治君……」

　顔を上げてお礼を言ったかと思うと、柊木ちゃんは目をウルウルさせていた。

　なんで!?

「可愛いし……学校でも使えそうな、派手じゃないちょうどいい感じのシュシュで……」

　ぽろぽろ、とついに涙を流しはじめた。

　ぐすん、と鼻を鳴らしながら、帽子のつばを引っ張って顔を隠そうとする。

「な、なんで？　お、おお、落ち着いて、春香さん！　それ、春香さんにあげたプレゼントだから」

「うん……。仕事、でも使えるシュシュだから、あたしのこと、考えて、っ、くれてるって、思ったら、嬉うれしくなっちゃって……っ」

　ふぇ～ん、と本格的に柊木ちゃんは泣き出した。

　抱きしめて、よしよし、と背をさすってあげる。

「嬉しすぎて泣くところだったよ」

「十分泣いてただろ」

「危なかった……」

「いや、アウトでしたよ？」

「すぐそうやって鋭いツッコミ入れてくるぅ」

　つんつん、と上機嫌で柊木ちゃんは俺をつついてくる。

「大好き、愛してる、誠治君……」

「俺もだよ、先生」

　柊木ちゃんはすぐさま反応して、俺の胸をぽこぽこ叩きはじめた。

「先生ってすぐ言う～っ」

　なにこの人、超可愛い。

「誠治君は、そういうところあるよっ、ちゃんと言ってほしいときに茶化ちゃかして先生なんて言って、もうっ。二人のときは春香さんだって何度も──」

「春香さん、愛してる」

「許すぅ……」

　俺の首を抱いた柊木ちゃんは、人目はばからずキスをしてくる。

　頭を振って柊木ちゃんの唇を回避していく。

「わぷ、ちょ、人、いないわけじゃないから」

「真田さなだ君、逃げないでください」

「逃げないでくださいって、そうやってすぐ先生ぶって──」

「先生は私語が嫌いなので、授業中は静かにしてください」

　がしッ、と両手で頰ほおを押さえられる。

「何が授業中だ。ちょ、待っ、そこ、人いるから」

「いいの、今は。んっ……」

　ロックオンされた俺は、むちゅっ、と柊木ちゃんに唇を奪われる。

　逃げようと後ずさると、柊木ちゃんが体重をかけたせいでバランスを崩し、砂浜に背中から倒れた。

「……」

「ちゅ、ちゅ、んちゅ」

「やめんか」

「きゃっ」

　目が俺も柊木ちゃんも笑っていて、それがおかしくて二人とも声を上げて笑いはじめた。

　俺たちははたから見れば、ただのバカップルなんだろう。

　でもたぶん、カップルは総じてみんなバカだと思う。

　でないと、恋なんてできない。

　理性や平静を常に保ったままじゃ、きっと恋愛は楽しくないと思うから。




　二泊三日はラブラブ楽しいままに終わり、翌日の世界史の授業を迎えた。




「あー。先生、シュシュ新しいの買ったんだ？」

「買ったっていうか、貰もらい物ものだけどね」

「可愛いー」

「いいな、それ。彼氏からもらったんでしょ？」

「絶対そう！　顔に書いてあるもん！」

　女子数人に授業前に質問攻めされる柊木ちゃんは、俺があげたシュシュをつけてきていた。

「ううーん。どうだろう？」

　とぼける柊木ちゃんは、俺をチラっと見て、飛びっきりの笑顔を浮かべた。

「はい。チャイムが鳴ったので授業をはじめます。席についてくださーい」
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　朝の登校に、井伊いいさん──奏多かなたが加わることになった。

　最近、通学路の途中で俺おれと紗菜さなを待っていて、そこから一緒に登校している。

「前、先輩がいたときは、家庭科部ってどんな活動していたの？」

　紗菜の何気ない質問は、俺も知りたいところだった。

　俺たちが入部してからというもの、放課後に家庭科室に集まってゲームしているだけのお気楽クラブになっていた。

　紗菜と奏多はそれでいいみたいだから、俺もそんなゆるい部活動でまったく問題はない。

「……お料理をする。……お菓子を作る。……お裁縫で何か作る。……作ることが多い」

「じゃあ奏多も料理や裁縫得意だったりするんだ？」

　俺が尋ねると、はっとした奏多は顔を背そむけた。

　なんか、微妙に傷つく……。

「……練習しようと思って、去年入った。けど、苦手なまま……」

「紗菜と一緒だな」

「サナは苦手なんじゃなくて、しないだけよ。寝ぼけたこと言わないで」

　寝ぼけたことって、真実だろう。

　未来の紗菜は、俺と同じく実家を離れて一人暮らしをしている。

　会社と自宅を行き来するだけの生活だったらしい。

『か、家事くらい、サナにかかればヨユーよ』

　って、タイムリープ前の大人紗菜は言っていたけど、あの感じじゃ、てんでダメなんだろうな。俺の知る限り、年齢イコール彼氏いない歴だったし。

　大人紗菜は、今の紗菜をもう少し大人っぽくしたくらいで、ほとんど大差がない。

　おっぱいは、ちっぱいのままだし。一切いっさい成長してねえの。

　家族共有のパソコンの検索履歴を見たら、『胸　大きく』って出てきたし、気にはしているらしいけど、迂闊うかつだったな、妹よ。

　あとそれとドンマイ。

　風呂ふろで胸をマッサージしても努力は無駄に終わるぞ。

　綺麗きれいなだけで、口うるさくて生活能力ゼロっていう典型的なワガママ姫タイプだからな……。

　結婚を意識させる女性ではないことは確かだ。

　このまま紗菜を放っておけば、将来的には俺の知っている大人紗菜（貧乳ワガママ姫）になってしまう。

　二〇代はいいけど、三〇を超すとちょっとキツい。

　兄として、未来を知っている俺が、妹の不憫ふびんな将来を変えてやらなくちゃ。

　俺は隣を歩く紗菜の肩を摑つかんで、まっすぐ見つめた。

「紗菜、頑張ろう。ダメなものはダメって認めるところからスタートだぞ」

「な、何よ、急に」

「……家庭科部、する？」

　奏多が自転車を押しながら首をかしげた。

「うん。ちゃんと活動しよう」

　家庭科部っていうか、花嫁修業部。

「しなくっても別にいいんでしょ？　柊木ひいらぎ先生、何も言わないし」

「……柊木先生は、お飾り顧問だから」

「そっか。先生、家事全然ダメそうよねー」

　柊木ちゃん、ボロクソ言われてる。家事、完璧かんぺきにこなせるのに。

「紗菜。あのな、男は、家事ができる女子が好きだぞ？　何だかんだで。男も家事をする社会になったっていうけど、料理できたり、ボタンが取れたらちゃちゃっと付けてくれたり、いつも家を綺麗にしてくれていたり、男は、そういう女子に魅力を感じる」

　思い浮かんだ女性像は、まんま柊木ちゃんだった。

　ぴく、と紗菜と奏多が眉まゆを動かした。

「へ、へえ、そう。……兄さんも、そう思うの……？」

　奏多も同じことを知りたいらしく、じいっと俺を見つめている。

「もちろん。今のは一般論プラス俺の私見」

「「やる」」

　一般論の威力すげー。

　このまとまった話を、昼休憩、みんなで柊木ちゃんに話した。

「そっかそっかぁ。ちゃんと活動するんだ。みんなえらいねー！　ずうっと遊んでいるだけだから、注意したほうがいいのかどうか迷ってて……」

　あはは、と、柊木ちゃんは苦笑いしていた。

「予算なら余っているから、欲しいものがあったら、先生準備しておくよ？」

「準備は別に構わないけれど……先生、料理できるの？」

「あー。紗菜ちゃん、そういうこと言う？　先生、ちゃんと毎日手作り弁当なのに」

「……当初は確かに手作りだった。けれど、途中から手抜きの冷凍食品ばかりになった」

「うぎっ……。よ、よく見てるね、井伊さん……」

「……だから私は、料理できるアピールを部員にしたかったのではないかと予想」

「そ、そんなことないから！　アピールっていうか、できるからね？」

　家庭科室で昼休憩のときは、俺に弁当を作らなくていい。

　そのせいか、柊木ちゃんが自分ひとりの弁当を簡単に済ますことが多くなったのは確かだった。

　紗菜と柊木ちゃんが言い合って、ときどき奏多がチクっと刺す。

　やいのやいの、と女子三人が盛り上がりはじめた。

「もう、こうなったら戦争よ！　二日後に、部活でお料理対決！」

　紗菜の提案に、二人とも自信満々にうなずいた。

「……わかった」

「先生、圧勝しちゃうけどいいのー？」

「あとで吠ほえ面づらをかくといいわ」

「……料理は、理屈による組み立てと感性……勝てる……」

　これが、近い将来『食戟しょくげき』と呼ばれる料理対決のはじまりとされている（適当）。

「審査員は兄さんね」

「え。俺？　いいけど」

　三人ともそれでいいらしく、鼻息荒くうなずいた。

　柊木ちゃんの顔に『彼女としての意地とプライド』って大きく書かれている。

　こうして、料理バトルが開催されることになった。

『柊木先生が本気出したら、むしろＫＹだよねー？　大人げないもんねー？』

　その日の夜、柊木ちゃんから電話がかかってきて、余裕たっぷりに語っていた。

『大人の女性と小娘の違いっていう圧倒的な現実を見せつけてあげるのも、大人の役目だもんね♪』

　大人げないことをする気満々だった。

『久しぶりに、誠治せいじ君の大好物作ってあげる♡』

　……揚げる気だ。

　この先生、鶏肉を揚げる気だ。

　一階では、紗菜がドタバタと騒がしい。

「お、お母さーん!?　ちょ、ちょっと来てぇええ」

　何作る気なのかは知らないけど、ちゃんと下ごしらえするところから紗菜はスタートだろう。

　柊木ちゃんの優位は動かない。

　ただ、天才肌の奏多がどう動くのかで局面は大きく変わる。たぶん。

「お母さん、兄さんって何が好きだっけ？」

「あの子は……唐揚げとかじゃないの？」

「なるほど……!!　サナも好き！」

　今日奏多からもメールで、何が好きか訊きかれて、唐揚げって答えたばかりだぞ。

　……とっても嫌な予感。







　料理対決当日。

　材料は、柊木ちゃんが代表して買ってきてくれたらしく、調理室の冷蔵庫に入れてあるそうだ。

　昼休憩は、三すくみの状態で、バチバチに火花を散らしていた。主に紗菜と柊木ちゃん。

「先に兄さんに、審査するポイントを伝えておくわ」

「ああ、独創性とか味とか、そういうやつ？」

「そんなの普通でつまんないでしょ？　そんなのじゃなくて、審査項目は、全部で四項目。『友情』『努力』『料理』──」

　友情、努力、勝利だろ！

　どこに料理ブチ込んでんだ！

　てか、これ料理審査ですよね？？

　料理自体が審査カテゴリーの一個でいいの!?

　友情と努力って何？　何をどう評価すればいいんだよ……。

「一体なんのための料理対決だよ……。で、四つ目の審査項目は？」

「兄妹きょうだい愛」

　紗菜だけ圧倒的有利じゃねえか。

　こいつ、勝つために手段を選ばねえタイプだ。

「……さーちゃんだけ、有利はズル」

「そうだよ、紗菜ちゃん。そこは、『愛』にしないと」

　他ほかの三項目も気にしろっ！

「愛にすると……に、兄さんのことが好きってことになるからダメぇっ」

　紗菜、顔真まっ赤かだぞ。

「ならねえよ」

「……ならない」

「うん、ならないよ？」


「…………そ、それなら、まあ、いいけど？」



　というわけで、放課後を迎え、変則料理対決が開幕した。

　料理をするので、今日は家庭科室ではなくて火を扱える調理室に集合した。

「兄さんは、ご飯を炊いてサラダを作ってて。それくらいできるでしょ」

「できるけど」

　どう考えても唐揚げ作る気だ。

「あ、真田さなだ君はやらなくていいよ？　あたしがちゃちゃっとやっちゃうから」

　俺を甘やかすことにかけては、他の追随を許さない柊木ちゃんはさすがだった。

「みんな作ってるのに、俺だけ何もしないってのも悪いから、俺やるよ？」

「じゃあ、先生と一緒に作ろ♡」

　ぴく、と紗菜と奏多の眉が動いた。

「先生はお疲れだから、兄さんとサナが作るから」

「……さーちゃんより、私のほうがサラダ上手に作れる」

　無言が続く調理室は、息がしづらいくらい重い空気が流れた。

　な、なんだ、この雰囲気……!?

「俺、一人で作るから。みんなは、自分の料理に集中して？」

　そう言うなら、と三人はしぶしぶと作業を開始した。

　タイムリープする前は、一人暮らしをしていたからサラダ作りにそれほど困ることはなかった。

　それに、ご飯を炊くなんて、大人なら誰だれでもできるし。

　サラダをありあわせの物で作って、冷蔵庫に入れ、あとはご飯の炊きあがりを待つだけとなった。

　そのころには、調理室は油のにおいとパチパチ、という何かを揚げる音が聞こえていた。

「────なんでみんな唐揚げ揚げてるのよっ!!　サナだけだと思ったのに！」

「……誠治君の好物を作るのは、定石」

「紗菜ちゃんは考えが甘いねー？　どうして自分だけが特別だと思ったのー？」

「うぐぐぐ……サナだけ頭ひとつ抜けてると思ったのにぃ……」

　やることがなくなった俺は、離れたところから三人の動向を見守っていた。

　あれれぇ、と柊木ちゃんがわざとらしく、紗菜の調理台をのぞいた。

「紗菜ちゃん、唐揚げ作るんだよね？」

「そ、そうよ、だから何」

「市販の唐揚げ粉、使うんだ？」

「なっ……何よ、何か変……？」

「ううん、別に。ただ、それじゃあ誰が作っても同じ味になっちゃうなって思ってー。料理対決する意味ってあるのかなー？」

　柊木ちゃんもガチだ！　ていうか大人げねえ！

　正論だけど、料理初心者にそんなに突っ込んでやるなよ!!

「うぎぎ……だ、だって！　お母さ、アドバイザーがこうしたほうが早くて簡単で美味おいしいって言うから……」

「「ふうん……」」と、二人が鼻で笑う。

（（……勝ったな））

　っていう柊木ちゃんと奏多の心の声が聞こえた気がした。

「にっ、兄さぁぁん！　二人が真田家の唐揚げをバカにするぅ！」

「バカにされてんのは、料理対決なのに無個性な唐揚げ作ろうとしたおまえの姿勢だろ」

「もおおおおお、なんでそういうこと言うのおお！　サナ、頑張って練習してたのにっ」

　知ってるよ。今日まで鬼のように食卓に唐揚げが出てきたからな！

　朝も弁当も夜もだ。

　真田家は今、唐揚げで乾杯するレベルの唐揚げパーティー状態なんだよ。

「アドバイザーのバカぁああああ」

「あとな！　母さんをアドバイザーって呼ぶのやめろ！　なんか恥ずかしいから！」

　紗菜ちゃんは可愛かわいいねー、と柊木ちゃんはまるで子供扱い。うふふと笑いながら、テキパキと手を動かし、どんどん揚げていく。

「……誰にでも作れて、誰にでも美味しいということは……とどのつまり、ファミレスのハンバーグ……。一番にはなりえない……」

　奏多はとにかく容赦なかった。

「なんとディスられようが、サナは、サナの唐揚げを信じるっ！」

　肉切って粉まぶして揚げるだけの唐揚げの、何を信じるっていうんだ、妹よ。

「できた！」

「……私も全部できた」

「先生も調理完了♪」

　盛り付けやら何やらが完了したそうで、俺のところまでみんなが唐揚げを持ってくる。

　紗菜のやつは、今日の昼、弁当に入っていたやつと一緒。

　柊木ちゃんのも、俺がよぉおおく知っている唐揚げだった。

　奏多のは……肉っていうより、ひとつひとつが縦長でゴツゴツしていた。

「いただきます」

　うん、紗菜のも柊木ちゃんのも知っている味。

　揚げたてだから美味しい。

　奏多のやつは……。

　ひとつ食べてみる。

　ボリリ、と歯ごたえがあって、ところどころ肉もある唐揚げ。

　居酒屋で食ったことある。

「あ、これ、もしかして」

　うん、と奏多がうなずいた。

「……やげん軟骨。唐揚げって聞いて、みんな同じの作ると思ったから、変化球」

「やげん軟骨、やられたって思ったよ……材料買ってくるとき」

　柊木ちゃんがマジへこみしてるところに、紗菜がひそひそと訊いた。

「やげん何？　軟骨って？」

「かみ砕けるくらい柔らかい骨のこと」


「ほ、骨ぇぇぇぇえ？　そんなの、美味しいわけないじゃない。お肉じゃないのに」



「妹よ、まだおまえは子供だな」

「……さーちゃんの味覚は、小学生」

「大人好みのアテだから、仕方ないよ」

「うううううううううううう、バカにしてえええええっ」

　柊木ちゃんが炊けたご飯を全員分よそっていき、冷蔵庫のサラダを出してテーブルに並べる。みんなが作った唐揚げを囲んで、ちょっと早い夕飯がはじまった。

「市販の唐揚げも美味しいね、紗菜ちゃん」

「……うん、美味しい。市販の唐揚げ」

「市販の唐揚げって言わないでっ。サナの唐揚げって言って！　……うう、先生の美味しい……」

「……うん、お肉に味がしみ込んでて、美味しい」

「でしょでしょー」

　楽しそうに話している間、俺は三人を各五点満点で採点をしていく。。

　まずは柊木ちゃん。

　友情１　努力１　料理５　愛４

　努力なんてしなくても最初から上手だし、そもそも美味しいのは知っているから友情努力は『１』だ。

　次は紗菜。

　友情３　努力５　料理２　愛３

　ディスられっぱなしだったけど、頑張ったのは認めるから努力は『５』。

　最後は奏多。

　友情２　努力３　料理４　愛５

　みんなが同じ物を出すだろうって予測と、同じのだと飽きるっていう食べる側への配慮を評価して、愛は『５』。

　友情項目は、今回の件で、誰かと協力したかっていう点を見た。

　そわそわしている三人は、採点中、俺のほうをちらちらと見てくる。

　よっぽど気になっているらしい。

　採点が終わってみんなに紙を返した。

「兄さん、一番は？」

「一番必要？　美味しかったし、料理としては成功してるんだから、もういいんじゃね？」

　そもそもは、紗菜の花嫁修業に端を発する。

　頑張って練習してたし、みんなもそれなりに楽しかったんだと思う。

　ご飯食べてる最中、和気あいあいとしてたし。

　納得してくれたらしく、みんなそれぞれうなずいた。

　帰り道。

「カナちゃんの採点見せて」

「……やだ」

「なんで？」

「……恥ずかしいから」

「恥ずかしい採点されたの？　ちょっと、兄さん！」

「俺は普通の採点したよ。むしろ点数じゃ一番だ」

「え。じゃあどうして……？」

　無言のまま、奏多は俺たちと別れた。

　愛が『５』だったから……？

「サナ、お料理……もうちょっと頑張る……先生に負けるのは癪しゃくだから」

　紗菜の意欲向上に繫つながったので、今回の料理対決は大成功だった。

　ただ、柊木ちゃんから夜、電話がかかってきた。

『愛は４じゃないよ、一〇〇点だよ！　誠治君には伝わってると思ったのにっ』

　と、五点満点で一〇〇点を要求する柊木ちゃんであった。
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　土曜日の昼すぎ、残っていた仕事が終わったから、と俺おれは柊木ひいらぎちゃんちに呼び出されやって来た。

「じゃじゃーんっ！」

　効果音を口にしながら、柊木ちゃんがサングラスと帽子を取り出した。

「なにこれ」

「変装グッズ！　これがあれば、あたしたちが町を歩いても問題ないでしょー？」

　スチャ、とサングラスをかけて、つばの広いお嬢様帽子（正式名称はよくわからん）をぼふっと被かぶる。

「この前の海デートで味を占めたな……」

「ふふふ。たとえば、変装したあたしが柊木春香はるかってバレても最悪いいわけでしょ？　相手が勤める高校の生徒ってバレなければ」

「なるほど。俺が誰だれかわからなければ、いけないことをしてるとはならない。逆もまた然しかり、と」

「そういうことなのです！」

　どん、と胸を張る柊木ちゃん。

　作戦や理屈はわかるけど、田舎町いなかまちでこんなふうに変装すれば逆に注目を浴びる。しかも二人ともだ。

「うーん。けど、怪しい二人にならない？」

「……じゃあ、誠治せいじ君女装する？」

「怪しさ増すだろ！」

　俺の渾身こんしんのツッコミ兼拒否をスルーした柊木ちゃんは、寝室に行っていくつか服を持ってきた。

「先生、常々思ってたんだけど、誠治君はこういうの似合うと思う！」

「まず、俺の話を聞くところからはじめようか」

　服屋さんの店員よろしく、ハンガーにかけられたＴシャツやらブラウスやらをあてがって、「やーん♪　誠治君可愛かわいい～」と柊木ちゃんが萌もえている。

　死んだ目をする俺なんてお構いなし。

「コンセプト訊ききたい!?　ボーイッシュな女の子って設定で！」

「話を聞けぇーい！」

「お嬢さん、何かご不満かしら？」

「その設定もうはじまってんのかよ」

　むう、と不満そうに柊木ちゃんが唇を尖とがらせる。

「……あたしだって、誠治君と手を繫つないで堂々とデートしたいのに」

　く。

　そんなセリフ、ずるい……。

「ショッピングして、映画を見て、オシャレなカフェでランチして、公園で堂々と乳繰り合って」

「おい、最後の、最後の！」

「……したくないの？」

「いや……したいけど」

「ほぉーら、ほらほら」

　つんつん、と俺の胸をつついてくる。

　どこをつついても構わないけど、服の上からピンポイントに乳首を突くのはやめろ。

「ユー、正直になっちゃいなヨ」

　急にキャラを変えるな、キャラを。

「わかった。わかったから──」

「それっ」

　ズボッと柊木ちゃんが俺の服の下に手を入れて、一気に脱がされた。

　一秒にも満たない早業はやわざに、俺はなすすべがなかった。

「せ、先生のすけべっ」

「次はこっち……」

　今度はベルトに手をかけた。

「わぁああああああああ!?　やるから、自分でやるから！」

「そっか……」

　なんで残念そうなんだ。

　柊木ちゃんが持ってきた服を持って寝室に逃げる。

「これもだよ？」

　扉がちょっと開いて何かが放り投げられ、ぱさ、ぱさ、と上手うまい具合に俺の頭にのった。

　念のため手にとって確認する。

　パンツとブラジャーだった。

「……」

　開けてはいけない扉が開いたらどうすんだ！

「あの、これ──」

「クオリティ！　自分は女だっていう、気持ちを高めて！　その気持ちが、女装のクオリティを高めるの！」

　う、扉の隙間すきまから熱風が吹き込んでくる。

「お、想おもいが熱い！」

　なんなんだ。一大プロジェクトのプロデューサーかなんかか。

「誠治君！　甘えた考えは捨てて。ただの女装で外に出られると思わないで！」

「厳しいな!?」

「どこに出しても恥ずかしくない女装に仕上げるんだから」

「本人は恥ずかしいだけなんですけど!?」

　柊木ちゃんの変なスイッチが入ったらしい。

　けど……パンツもブラジャーも……柊木ちゃんの、だよな……？

　こ、これ、普段つけてるんだよな……。

「……」

　俺が手にぎゅっと握ってドキドキしていると、隙間からじいーっと俺を見つめる目があった。

「男の子は、好きな女子のパンツを被るっていう都市伝説が今……」

「人をなんだと思ってんだ」

　ふと思ったので、俺は挙手した。

「はい。先生」

「何ですか、真田さなだ君」

「穿はくのは女性物のジーンズだし、パンツを穿く必要があるんでしょうか？」

「クオリティの問題です」

　キリッとした顔で柊木ちゃんははっきりと言った。

「そ、そっか……」

　なぜか変な説得力がある。

　ていうか、自分のパンツを俺に穿かれて嫌じゃないんだろうか。

　俺は股に大将がいらっしゃるのに。

「あの、ってなると、やっぱりブラジャーも不要なんじゃ……」

「頭に巻く必要はないよ？」

　真顔だった。

　ブラジャーを頭に巻くかどうか俺が悩んでいる──そんなふうに柊木ちゃんは思っていたらしい。

「しねえから。ブラジャー頭に巻かないから。……しねえから！」

　誤解を正すために二度同じことを言っておく。

「着るのも、だって、Ｔシャツでしょ？　ブラジャーはいらないんじゃ……」

「うっすらと見えるブラ線を舐なめないで！」

　熱っ!?　女装のクオリティへの想いが熱いっ。

　く。

　これは、反論できない。

　夏服に切り替わったとき、それを密ひそかに楽しみにしている俺を否定することになる……！

「それに！」

　バン、と柊木ちゃんは壁を叩たたいた。

「ふとした拍子に──！　誠治君の大事な乳首が見えちゃったらどうするの──!?」

「乳首そこまで大事にしてねえわ！」

　俺の扱いが、女子のそれなんですけどー。

　さっきまでつんつんしてたクセに。

　中に入ってきた柊木ちゃんは、俺の肩に手を置くと、言い聞かせるように言う。

「……こすれちゃうでしょ？　透けることだってある……。ブラは、ちゃんとしよ？」

「俺の乳首を過保護にすんな！」

　おほん、と柊木ちゃんが咳払せきばらいをする。

「クオリティの問題です」

　この人、クオリティって言えば俺が納得すると思ってんぞ。

「だって、でも」

「もおおおおお、うだうだ言わないのおおおおおおおお！」

　ばっと俺の手からブラジャーを奪った柊木ちゃん。

　まだ一切いっさい着替えていない俺の上半身をロックオンする。

「そっかそっか、付け方わかんないもんね？」

「ま、待って、まだ、心の準備が」

　普段からは考えられないほどのパワーで、柊木ちゃんは俺にブラを強引ごういんに装着していく。

「あっ。ぁあああああああああああああああ!?　俺の、男としての、尊厳がああああああああ」

「いいから、いいから。柊木先生にお任せ♪」

　まだ──まだ俺、柊木ちゃんのブラジャーを外したこともないのにぃいいいい！

　その前に柊木ちゃんのブラジャーをつけることになろうとは────！

「やぁめぇてえええええええ」

「大丈夫、大丈夫。壁を越えれば、きっとクセになるから」

「それ、越えちゃダメなやつぅうう」

　超拒否ったので、どうにか女装は阻止した。







　繁華街までやって来た俺と柊木ちゃんは、腕を組んで通りを歩いていた。

「完璧かんぺきっ！　もう、絶対にわかんないよ！」

「そうですか……？」

　どうにか女装から逃れた俺は、今はキャップを目深まぶかに被っている。それだけじゃ超完璧とまではいかないだろう。

　柊木ちゃんも変装をしていて、お嬢様帽子を深く被って、サングラスをかけていた。

「こうして町でデートははじめてだね」

「それもそうか」

　今まで人目のつかない場所にしか行ったことがない。

「こっち、こっち、前から一緒に行きたいって思ってた場所があるの──」

　楽しそうに柊木ちゃんが俺を引っ張って歩く。

　行きたかった場所っていうのは、クレープ屋さんらしく、子供みたいにワクワクしながら順番を待って、柊木ちゃんが俺の分も買ってくれた。

　買ってもらったクレープをひと口食べる。

　うん、美味うまい。

「クリームついてるよ？」

　夢中になっていると、ベタなことをしてしまったらしい。

　俺の口の横についたクリームを柊木ちゃんは指ですくって、ズボっと俺の口に押し込んだ。

「自分で舐めるんじゃないんかーい」

「くふふふ」と、柊木ちゃんは変な笑い声を漏もらす。

　楽しくて仕方ないらしい。

　そのあとは、買ったクレープを交換したり、食べ終わると服を見に店に入ってみたり、柊木ちゃんは終始上機嫌だった。

　テンションの高いグラサン女子がいるせいで、俺よりも断然注目を集めていた。

「次はこの店ね！」

　指差したのは、ランジェリーショップだった。

「ちょっとそれはハードルが高いんじゃ……」

　俺の苦情なんて物ともしない柊木ちゃんは、腕を摑つかんでずんずん中へ入っていく。

　うわあ、全体的にピンク色で目のやり場に困る……。

　俺がオロオロしていると、上下セットの下着をふたつ柊木ちゃんが持ってきた。

「ね、ね、どっちがいい？」

「……あ、はい。どっちらでもいいんじゃあ……」

「えぇ～？」

「ええっと、じゃあ、こっちで」

　直視できねえ……ていうか何で選ばせたいんだ……。

　ふと目をそらしたら、見知った人がいた。

「あのう、お客様……お客様のお胸では少々サイズが……」

「い、いいんですっ、これからおっきくなるんです」

　テンパりながら店員さんと会話をしているのは、我が妹だった。

「でしたら、大きくなるまでは、小さめのサイズで──」

「サナのおっぱいを侮あなどらないでくださいっ。『超高校級の伸びしろ』って言われてるんですから」

　伸びしろにどんだけ期待してんだ。

　っていうか、誰が言ったんだよ、そんなこと。

　ちらっとこっちを紗菜さなが見る。

　あ！　って顔をした。

　やばい。バレた……!?

「──先生！」

　そっち!?

　慌てた柊木ちゃんは、ぶんぶんと手を振った。

「ち、違いますヨ？　柊木じゃないです」

　隠すの下手か！

「え、なんで隠すのよー？」

　ツカツカ、と紗菜がこっちにやってくる。

　俺がそろーり、と逃げようとすると柊木ちゃんが服を引っ張った。

「今逃げたほうが怪しいよ」

「いや、でも──」

　ああ、もう、紗菜が来ちまった。

「先生、帽子を被ってたから、誰かと思った。それにサングラスも」

　ちらっとこっちを見て、目線を柊木ちゃんに戻した。

「今日は……彼氏？　とお買い物？」

　た、耐えたぁあああ……。

「紗菜ちゃんも下着を買いに来たの？」

　柊木ちゃんは、次元じげん大介だいすけみたいに帽子のつばを人差し指でクイっと上げる。

　そして若干キメ顔。

　……これがカッコいいと思っているらしい。

「そうっ！　兄さんがバカにするから買いに来たの」

「へえ、そうなんだー。真田くんが、バカにしたんだ？」

　楽しそうにこっちを見るのをやめなさい。

「そ、そう……」

「真田くんに見せたいんだ？」

　紗菜が恥ずかしそうにもじもじと身動きする。

「み、み、見せたいってワケじゃないわよ……でも、ほ、干してあるサナの下着をチェックしてるから……」

　柊木ちゃんがガラス玉みたいな目で俺を見つめている。

「妹の下着、チェック、してるんだ……そっか、そっか……」

　紗菜にバレないように、小刻みに首を振ったけど、全然見てない。ここじゃないどこかを見つめている柊木ちゃん。

「先生の持ってるやつ、どっちも可愛いわね」

「さっき、お兄ちゃんは、こっちがいいって」

　うぉおおおおおおおおおおおおい！

　柊木春香、帰ってこぉおおおおおおおい！

　出ちゃダメなワードが簡単に出てきてんぞ！

　がくがく、と肩を摑んで揺すっても、抜け殻の柊木ちゃんに魂が戻ってこない。

「お、お兄ちゃん？」

　声色こわいろを変えて、俺はフォローに回る。

「春香さんのお兄ちゃん、さっきまで一緒だったんだけどどこかに行っちゃって」

「あ、そうなんだ。兄妹なのに、見せるんだ……や、やっぱりそれが普通なのかしら……」

　スポブラ卒業勢の紗菜に、ブラジャーの常識はまだ身についていないらしい。

　──いける。

　ぼへえ、と放心している柊木ちゃんに代わって、俺は鎮火に努める。

「でも、兄に見せるのってフツーじゃないかな……？」

　ともかく、俺が妹の下着をチェックしている変態シスコンっていう認識を変えないと。

　柊木ちゃんの友達Ａ？　になっている今しかそれはたぶんできない。

　チェックは断じてしてないんだけどな！　誤解されるようなことを紗菜が言うから。

「ふ、普通はそうするんだ……じゃ紗菜が知らなかっただけ……？」

「あ、あと、お兄さんは、たまたま見ちゃっただけでチェックしてるわけじゃないと思うよ？」

「そっか……。サナも干してある兄さんのパンツをまじまじと見ちゃうから……こ、こういうの穿いてるんだって……あ、あるわよね？」

　いや、妹サイドの心情まで知らねぇから。

「うん、妹あるある」

　と、適当に言っておく。

「よかったぁ。サナ、自分が変態なんじゃないかって心配してたから……」

　一歩手前だよ。

　俺よりおまえのほうがヒドイじゃねえか。

　これ以上はボロが出そうなので、俺はぼへえとなっている柊木ちゃんを引っ張って店から退散する。

　いつの間にか外はもう夕方を迎えていて、人もまばらになりはじめていた。

　公園のベンチに座ると、ぎゅ、と柊木ちゃんがほっぺをつねった。

「紗菜ちゃんのパンツをチェックしてるってどういうことー？　春香さん、返答次第によっては、枕まくらを涙で濡ぬらすから」

　ぼへえってなっていたせいで、話は全然聞いていなかったらしい。

「干してあるとき、たまたま目にしたってだけで、興味なんかねえよ」

「本当？　干してあるやつを巻いたり被ったりしない？」

「しねえよ。そういう願望はないから」

「……けど、あたしのは手に持ったときは、違ったよね」

「そりゃあ……好きな人のだから……まじまじと見ちゃうよ」

　うぐう、と柊木ちゃんは胸を押さえた。

　なんかよくわからないが、キュンとすると、こういう仕草をするらしい。

「誠治君……可愛い……」

　背後に回ると、後ろから俺を抱きしめた。

　ちゅ、ちゅ、と俺の首にキスをしていく柊木ちゃん。

「ちょっと。こら。ここ公園。バレたら──」

「そのために変装してるんでしょ？」

　注意しようと振り返った瞬間。

　狙ねらいすましたように、柊木ちゃんが唇にキスをした。

「ふんぐ!?」

「ん……♡」

　顔をずらして一旦いったん退避する。

「ここ、公園で人目が──」

　ハッタリで一瞬隙すきができると、薄暗くなる公園で、また柊木ちゃんに唇をふさがれた。

　冷静になってよく見ると、周囲のベンチはカップルばかりでみんなイチャイチャしていた。

　俺が知らなかっただけで、こういう場所だったらしい。







　そのあと、夕食をレストランで済ませ、家へ帰ってきた。

　部屋で一日を回想していると、扉がノックされた。

「兄さん、入るわよ……？」

「え？　ああ、どうぞ──ブッ!?　な、おま、何してんだ」

　入ってきた紗菜は、下着姿だった。

　恥ずかしそうに頰ほおを染めて、膝ひざをすり合わせている。

「兄さんは、し、知らないんでしょうけど、こうするのが普通なの。今日買ってきた下着……だけど、どう……？」

　うつむいた顔を上げて上目遣うわめづかいになる紗菜。

　どうって……可愛いとでも言えばいいのか？

「……おまえ、ほんっっっとに貧乳だな」


「～～～～っ！　に、兄さんのバカぁああああ！」



　紗菜はソファに置いてあるクッションを摑んで、

「『超高校級の伸びしろ』を舐めないで！」

「誰が言ったんだよ。『超高校級の貧乳』の間違──ぶへ!?」

　紗菜がクッションで顔面を殴ってきた。

　どんなに動いても、揺れない、こぼれない、紗菜のおっぱいは安心設計だった。

　それから、半裸の妹の攻撃を俺は防御し続けるのだった。
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　高二の一学期。中間テストが終わった五月半ば──。

　年一の学校行事がある。

　そう、修学旅行だ。

　俺おれの記憶通り、隣県の山奥にある施設にむかう。

　どちらかというと、修学旅行というより林間学校って感じだ。

　一度目の高二のときは、二泊三日の修学旅行は、別に楽しいものでも何でもなかったけど、二度目の今回は、ちょっと楽しみだったりする。

　前回はいなかったはずの柊木ひいらぎちゃんが、引率の先生に交じっているからだ。

『誠治せいじ君、あたし、絶対に修学旅行ついて行くからね!!　最悪、賄賂わいろだって贈る構えだよ！』

　どんだけ一緒に行きたいんだよ。

　で、その構えはやめておけって言っておいた。

　何だかんだで、俺も柊木ちゃんが来てくれるのなら、楽しみは数倍以上になるので、強くは制止しなかったけど。

　執念のかいあってか、柊木ちゃんは引率の先生団に組み込まれることになった。

　そして現在、バスで移動中。

　車内は、後ろを比較的男女のリア充じゅうグループが占めて、前の席へ行けば行くほど座っているやつはおとなしいキャラとなっていく。

　もちろん、俺は前のほうで通路側。窓側には藤本ふじもとが座っている。

　通路の補助席に座った柊木ちゃんがスナック菓子を出してきた。

「真田さなだ君、お菓子食べる？」

「あ、いえ、大丈夫です」

「オレもらっていっすか！」

「え。……う、うん……いいよ……」

　柊木ちゃんの微妙そうな顔！

　俺のために買ってきた（らしい）のに、結局無関係の藤本に食われているってのが納得いかないらしい。

　バリバリ、と俺のために買ってきたスナック菓子を食いながら、軽～いノリで藤本が訊いた。

「柊木ちゃん先生、彼氏いないんスかー？」

　どきん、と思わず反応してしまう。

　そろーり、と横目でうかがうと、柊木ちゃんは『どうしよっかなー、ホントのこと言っちゃおっかなー』ってくらい、超照れていた。

　とんとん、と俺は柊木ちゃんの座席を叩たたく。は、と柊木ちゃんは我に返った。

「い、いないよー？」

　誰だれにも見えないところにあった俺の手に、ちゃっかり手を重ねてくる。

　もう、ほんとに柊木ちゃんは、四六時中俺とくっついていたいらしい。


　…………俺もだけど。



「じゃあじゃあ、生徒のこととか……好きになることってあるんスか？」

　藤本がキメ顔で柊木ちゃんを見る。

　藤本、すまんが、全部無駄な努力に終わると思うぞ？

　そうだなあ、と柊木ちゃんは俺をチラ見しながら唸うなる。

「ううんっと……あるかもね！」

「っしゃぁあぁああ！　オレもワンチャンあるううううううう！」

　喜んでるところ悪いが、ノーチャンだ、藤本。

　くすくす、と柊木ちゃんが笑っている。悪い女の人だ。

「じゃあじゃあ！　イケメンになったオレと真田。どっちがいいスかっ!?」

「汚ねぇ!?　何勝手に自分だけ美化してんだ」

「真田君」

「ノォオオオオオオオオオオオオオオ」

　藤本がアメリカ人みたいに大げさに頭を抱えた。

　リアクションでけー。

「女は……イケメンなら何でもいいんじゃないのか……？」

　たぶん、そういうところだぞ、藤本。おまえに彼女ができないのは。

「だって、真田よりオレのがイケメンっすよね？」

「ううん……。顔の好みってあるからねぇー」

　ごもっともな話でもあり、割とリアルな裏話だった。


「僅差かぁぁぁぁぁぁ！」



　本気で藤本が悔しがっている。

「じゃあ先生、芸能人なら誰が好きなのー？」

　話を聞いていたらしい付近の女子が話題に食いついた。

　ああだこうだ、ガールズトークがはじまって、寝ようかなというときに藤本が肘でつついてきた。

「おい、真田。おまえもなんか訊ききたいことねーのかよ。せっかくのチャンスだぞ？　おまえも柊木ちゃんのこと好きだろー？」

　へ？　なんで知ってんだ!?

　あ。おまえもって言っているから、藤本と同レベルの好きって認識なんだろう。

　恋人としての好きじゃなくて、憧あこがれているっていう意味での好きってことか。

　藤本の声が聞こえていたらしく、柊木ちゃんはガールズトークをやめて、興味津々きょうみしんしんって感じでこっちを見ていた。

　真顔ときどきニマニマの表情を展開している柊木ちゃん。

「真田君って、あたしのこと好きなんだぁー？　そうなんだー？　へえー？」

　悪い女の人がいる。

　んんん？　と柊木ちゃんがいたずらっぽい顔で俺をのぞきこんでくる。

「いや、別にそういうんじゃなくって……」

　……照れる。

「顔真まっ赤かじゃねえか、真田。ウブですなぁー！」

「そういうんじゃないって、どういうことー？」

　くっ。絶対に言わせるつもりだ。

「思いきって言っちまえよ、真田！」

　オラオラ、と肘で藤本がつついてくる。

「言っちゃえ、言っちゃえー♪」

　柊木ちゃんと、恋バナとかいうエサに食いついた周囲の女子たちは「言っちゃえー」とノリノリだった。

　こいつら……！　他人事ひとごとだと思って……！

「柊木先生のこと、好き、です……」

　きゃー、と聞いていた女子が色めきだって、「ひゅーひゅー」と藤本が口笛じゃなくて口でそのまま言っている。

　肝心の柊木ちゃんはというと、煽あおっておいて、「ふぐぅ……」と悶絶もんぜつしていた。

　顔も若干赤い。キュンとしたらしい。

　いや、心の準備しとけよっ。

「うん……っ。ありがとう……あたしも……好き……」

　彼女の顔になってるから！　先生の顔に戻して！

　って、好きって言っちゃってる!?

　盛り上がっていたのに、しんとした。

　全員が、（え、今なんて言った……？）って顔でフリーズ。

　ガチトーンでガチの返事するから!!

　慌てて俺は柊木ちゃんの座席を叩いた。は、とまた柊木ちゃんが我に返る。

「──っていうのは噓うそでー！　ごめんなさいっ！　あ、あはは……」

「で、ですよねぇー！　はははは」

　ＨＡＨＡＨＡ、と冷や汗を流しながら俺と柊木ちゃんが笑い飛ばす。

「あー、もう先生、びっくりさせないでよー」

「今の演技？　先生スゴイ！　女優になれるよっ」

　と、女子たち。演技っていうかマジだからなぁ……。

　焦あせった……。

　左サイドの藤本はというと、きゃっきゃ、と嬉うれしそうに手を叩いている。

「柊木ちゃん、鬼畜ぅ！　オッケーしておいてからの噓ですパターンッ！　くぅぅ、真田残念だったなっ！」

　煽っておいて、こいつ、あとで覚えとけよ……！

「まあ？　オレはまだフラれてもないから」

　さっきイケメンバージョンで俺に負けていただろ。

「というわけで、改めて。──先生好みの顔になったオレと、今フラれたばっかの真田、どっちがいいッスか!?」

「おまえの印象操作と執念すごいな」

「フフ、柊木ちゃん好みになったオレに死角は──」

「真田君」


「僅差かぁぁぁぁぁぁ！」



　僅差じゃねえから。さっきも思ったけど。

　戦う前から負けてんだよ。

「どっちかなら真田くんかな」「うん、だね」「うん。あたしも」

　満場一致で俺だった。

「うっ、くぅう……ふぐう……」

　泣くな、藤本。

　肩を叩いて慰めてやる。

　ぱらぱら、と柊木ちゃんが旅のしおりを開いて、何かを確認した。

「あ。あたしが担当する班に、真田君の班も入ってるんだねー？」

　また、わざとらしいことを言って、この人は。

　柊木ちゃんが引率を担当する班のひとつに、俺たちの班が入っているのだ。

　改訂前は違う先生だったけど、改訂後は、柊木ちゃんになったんだよなぁー。

　どうしてだろうなー？

「楽しみだねっ♪」

「そうだね、先生」

　補助席との間隔がわずかしかないのか、俺と柊木ちゃんの肩はずうっとくっついていた。
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　山奥の宿泊施設は、結構豪華な旅館だった。

　社会人になってから色んな学校の修学旅行先を訊きくと、海外だったり、有名遊園地だったり、うちに比べて楽しそうだった。

　まあ、純粋な高校生には、旅館の風情ふぜいなんてもんはどうでもいいんだろう。

　中身がアラサーの俺おれとしては、その風情のよさがわかる年頃としごろなので、この旅館の豪勢さが理解できる。

　野郎だけの六人部屋に一旦いったん荷物を置いて、再び移動しキャンプ場にやって来た。

「みんなで、カレーを作りまーす！　はりきっていこうー！」

　おー、と柊木ひいらぎちゃんが担当している班のみんなを前にして言った。もちろん、俺たちの班以外も同じことをする。

　柊木ちゃんが説明をしていると、藤本ふじもとがこそっとつぶやいた。

「柊木ちゃんのエプロン姿、超可愛かわいいな」

「うん。だろ？」

「え、何でドヤ顔」

　毎週見てるからなー。

　けど、前回のカレー作りで、俺はドジっ子よろしく手を切ったことがある。

　刃物にはなるべく触れないようにしよう……。

　と、思っていたけど、ジャンケンで負けた俺は、タマネギやらニンジンやらを切る係と相成った。

「これが時空の拘束力か……」

「何中二くせぇこと言ってんだよ。早くやんぞ」

　一緒の係になった藤本が作業をはじめる。

　いつぞやのサッカーのときみたいに、何もなければ俺は確実に手を切って悲しい思い出ができる──。

「そわそわ、そわそわ……あ、手、あ、あ……！」

　離れた柱の陰から、柊木ちゃんが俺の手つきを見て、あわあわしている。

　そんな危なっかしいかな。一応、前回と違うのは、俺は一人暮らしを経験した中身アラサーってところだ。

　あの頃ころから何の進歩もしていないサッカーの能力と一緒にしてもらっちゃ困る。

「真田さなだ君、手、気をつけてね。包丁、危ないから」

「先生、俺そんなに子供じゃないですよ」

「猫の手だよ、猫の手！」

　にゃー、と柱の陰で柊木ちゃんがその手をしてみせる。

　……可愛い。

「にゃー」

　口でも言った!?

「柊木ちゃん、何してんだ。猫の真似まね？」

「うん。ハマってるらしい」

「マジかよ。可愛すぎかよ」

　適当に言うと藤本が鵜呑うのみにした。

「そ、そんなに力を入れなくても大丈夫だよっ!?　軽くでいいんだからね？」

「先生、俺たちのことはいいから他ほかの班の人たちも見回ってきなよ」

「うぅぅ～」

「先生、ちょっと過保護」

「そんなことないですぅ」

　ぷく、とほっぺを膨らませる柊木ちゃん。

『誠治せいじ君が超心配』って顔に書いてある。

　周りを見たところ、他の班は順調っぽいので、柊木ちゃんに心配されるのも無理はなかった。

「絆創膏ばんそうこうと消毒液と包帯は、用意してあるからね！」


「あぁぁぁぁ～!?　手、手がぁぁぁああ、オレの黄金の左手がぁああああああ」



　藤本が指先をちょっとだけ包丁で切ったらしい。

　血がドバドバ出ているならまだしも、ちょっと滲にじんでいるレベルだった。


「柊木ちゃん先生ぇぇぇぇぇぇ、救護ををををををををを！」



「うん。あっちに救急箱あるよ？」

　温度差っ！

　俺との扱いの差！

「衛生兵ぇええええええええ！」

「いねえよ、そんなやつ。てか保健係はおまえだろ」

「あ、そうだった……」

　すごすご、と藤本が戦線を離脱。

　代わりに藤本の分も作業をしていると、うずうずしていた柊木ちゃんが腕まくりをした。

「もう、柊木春香はるか、見てられませんっ」

　代打、藤本に代わり柊木ちゃん。

「ふんっ」

　鼻息を荒くして、ストトトトトトトトトト、と玉ねぎを切っていく。

「「「おぉぉ～」」」

　周囲の生徒たちがみんな柊木ちゃんの手際てぎわを見て、感嘆の声を上げている。

「真田君は、見ているだけでいいんだからね？」

「カレー作りの醍醐味だいごみの大半を奪っているような……」

「えええ？　美味おいしいカレーを食べるのが醍醐味でしょ？」

「いや、そうだけど」

　とか、会話をしながらでも作業スピードの落ちない柊木ちゃんは、やっぱりすごい。

　なんだろう、この、子供たちが広場で楽しく野球をやってたら、ガチのメジャーリーガーが来ちゃったみたいな感じ。

「改めて見ると、母親みたいだよね、手つき。テキパキしているし」

「お母さんはやめてっ、あたし先生だから」

　そして彼女でもある。

　同じことを思ったのか、むふふ、と柊木ちゃんがニヤニヤしはじめた。

「はいっ、下ごしらえおしまい！」

　俺が手を切る暇すらなく、各材料はちょうどいい具合に切りそろえられた。

「あとは炒めて煮込むだけだから、できるよね？」

　はーい、とみんなが返事をして、柊木ちゃんはまた柱の陰に帰っていった。

　手順通り他の班員がきちんと調理を進めていき、いい感じにカレーができあがった。

「おいいいいいい、大変だぁああああああああああああ」

　左手を包帯でぐるぐるに巻いた藤本が戻ってきた。

「うるせえな、なんだその包帯。指先だろ、切ったの」

「フ、この包帯をほどいたらどうなるか……」

「別に知りたくねえから。で、何」

「ノってこいよ！　おまえ、真田の偽物にせものかよ！」

「ノったら、そいつはたぶん俺の偽物だ。覚えとけ」

　そおっと、こっちを見ている柊木ちゃんが「ほどいたらどうなるの……？」と、興味津々きょうみしんしんだった。気になるのかよ。

「それで、何をそんなに騒いでるんだ？」

「ご飯が、ご飯がぁああああああああああああああああ」

　おいおいおい。

　カレーはちゃんとできたのに、ご飯はきちんと炊けませんでしたってオチ──!?

　はんごうでご飯を炊くと、失敗することもあるからな……。

「ご飯が！　ホカホカに炊けましたぁああああああああああああああ！」

「炊けてんのかよ！」

　うおおお、とテンションマックスの藤本は拳こぶしを突き上げた。他の班員たちも同じように全力でガッツポーズだった。

　そ、そんなに嬉うれしいのか……。

　藤本は、熱々のはんごうの蓋ふたを包帯でぐるぐるにした左手でぱかっととった。

　包帯が鍋摑つかみの役割果たしてる!?

　中は、ホカホカでツヤツヤのご飯でびっしり埋まっていた。

「できた班から、食べていいからねー？」

　柊木ちゃんの指示に従い、さっそくご飯をよそって、鍋をかき混ぜている柊木ちゃんの前に野郎どもは並び、カレーを入れてもらう。

　席について、みんなで「いただきます」。


「…………なあ、真田」



「どうかした？」

「なんか、おまえのだけ、肉多くね？　オレ、一個も入ってないんだけど」

「そんなわけ──」

　あった。

　肉、俺のだけめちゃくちゃ多い。

　オレも、僕も、と他の班員たちもそれに気づいた。ていうか、俺以外に肉が入ってない。

　ちらっと犯人を見ると、可愛くてへぺろをした。

　小学生の給食かよ。

　好きな子にはいっぱいよそっちゃうっていう、あれかよ。

　俺への善意というか、好意というか、恋心一〇〇％の仕業しわざだから、怒るにも怒れない。

　こほん、と俺は咳払せきばらいをした。

「おい。カレーを入れたのはあの柊木ちゃんだぞ？　俺たちの女神が、そんなひいきすると思うか？」

「「「た、確かに……」」」

「たまたまこうなっちまったんだよ」

　みんなで柊木ちゃんを見ると、笑顔で手を振ってくれた。

　ほわわわ、と和なごんだ俺たちはも手を振り返す。

「もし、肉が入っていないように見えるのなら──それは、おまえたちの心が汚れているからだ。だから見えないんだ」

「「「そういうことかぁああ……！」」」

　いや、全然違う。けど、なんか納得しちゃった。

「先生もこの班のカレー、いただこうかなー」

　どうぞどうぞ、と俺たちは女神を招きいれる。

「先生、オレたちの……いや、オレが作ったカレーどうッスか!?」

　藤本、おまえは指切って騒いでただけだろ。

「うん。美味しいよ♪」

　イエェェエエ！　と俺たちは全員ガッツポーズ。

「真田君も、ほら」

　柊木ちゃんが自分のスプーンで俺に食べさせてくれる。

「うん、美味い。てか、俺も同じの食べてるから」

「そうだった♡」

　絶対わざとだ。

　あ。いつものノリであーんしてもらっちゃった……。

「「「か、間接キス……柊木ちゃんと……」」」

　俺以外の全員が、見てはいけない一瞬を見てしまったかのように、ドギマギして、そわそわしている。

　中学生かよ。

　こちとら、『じゃないほう』もすでに終えてるんですけどねえええええええ？

「じゃあ、先生もいい？」

「あ、はい」

　俺のスプーンで、柊木ちゃんにあーんしてあげる。

「美味し♪」

「「「真田のスプーンがあれば、柊木ちゃんと間接キスできる……」」」

　スプーンに目がくらんだおかげか、俺たちがあーんし合っていることは、誰だれも突っ込まなかった。

　このあと、俺のスプーンを巡って戦争が起きたのは言うまでもないだろう。
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「藤本ふじもと、失敗するからやめとけって。前回、それで一晩中正座させられてたんだぞ？」

「なんだよ、前回って。止めるな、真田さなだ。……ていうか、おまえも来いよ」

　なんで俺おれが、失敗に終わる女子風呂ぶろのぞきに参加しなくちゃいけねえんだよ。

　初日の日程を消化しつつある午後九時。

　旅館の女風呂をのぞきに行こうと言い出したのは藤本だった。

　タイムリープして徐々に過去が変わってきているのに、相変わらず同じことを言うやつである。

「前回は連帯責任で、関係ない俺も正座だったの。だから、やめろって」

「だからおまえも来るんだろうがぁあああああああああああああああ！」

　声でか。

「そこまで言うんなら、忠告してやろう。おまえたちの連携が、生死をわける。俺だけが、俺が先に、なんて考えは捨てろ。一蓮托生いちれんたくしょう。運命共同体。オーライ？」

　前回、俺が俺が、とのぞき穴付近で騒いだせいで、反対側の女子にバレたんだとか。

　俺は巻き添えを食らっただけだから、話でしか知らないけど。

「「「オーライ！」」」

　キリっとした顔つきで、バシバシ、とハイタッチをすると、肩で風を切って部屋から馬鹿ばかどもが出ていった。

　一気に暇になったな……。テレビでも見ようか、とリモコンを探していると携帯が鳴った。

　柊木ひいらぎちゃんからの電話だ。

『はろろー。誠治せいじくぅーん』

　たぶん呑のんでる……。

　なんだ、はろろー、って。可愛かわいいな、くそ。

「何？　先生」

『先生じゃなくて、えっと、なんだっけ……』

　いつものセリフ忘れてる!?

　晩飯は七時ごろには終わっている。

　先生たちがそれぞれ部屋に戻って一杯呑みはじめる適当な時間でもあった。

　携帯を肩と耳に挟んで旅のしおりを手繰たぐる。

　柊木ちゃんの同室には、保健室の先生と別クラスの担任──どっちも女性──がいるはずだけど、俺に電話なんてして大丈夫なのか？

『他ほかの先生ねー、お風呂行くからって今いないのー』

「奇遇だね。こっちも、まあ色々あってみんな出かけて、俺一人なんだ」

　ブツ、と電話が切れた。

「？」

　急に先生が戻ってきて慌てて切ったんだろう。

　と、思っていると。


「誠治君──っ！」



　顔をちょっと赤くした柊木ちゃんが俺の部屋にやって来た。

「うわ!?　な、なんで来たの!?」

「来ちゃダメなんですかぁー？」

　てててて、とちっちゃい女の子みたいに走って、柊木ちゃんは俺に抱きついた。

「だって、ここ、他の男子の部屋でもあるし──」

「夜遅くに呼び出そうと思ったけど……誠治君、寝ちゃうかもしれないし……二人きりになれると思ったら我慢できなくて」

　ちゅ、ちゅ、と柊木ちゃんにキスされる。

　前からだけど、本当に本能に忠実な人だな……。

　風呂には入ったあとなのか、柊木ちゃんは浴衣を着ていて長い髪は後ろでまとめていた。

「浴衣、似合うね、春香はるかさん」

「やーん。誠治君に口説くどかれてるっ」

　浴衣美人ってのは柊木ちゃんのことだろう。普段も可愛いけど。

　ちょっとだけ、まとめた髪からいくつか髪の毛がこぼれていて、うなじにかかっている。

　酒を呑んでいるせいか、白いそれがちょっと赤らんでいた。

　和の色気がすごい……。

　ぎゅっと抱きしめる柊木ちゃんは、俺を離してくれなさそう。

　ふにふに、と柔らかい胸を押しつけてくる。

「もしかして……ブラは……」

「してないよ？　見る？」

「み、見ないっ！」

　て言っても、目線がむかうのは男の性さがだろう。

　胸元むなもとから三割くらいおっぱいが見えている。


　…………エロい……。



　ガチャ、と扉の開く音がする。

「結局見られなかったなー」

「てか、女子の入浴時間もう終わってるしっ」

「先生たちの時間じゃねえか……柊木ちゃんでもいれば、のぞきがいもあるんだけどなあ」

「その穴が全然見つからないっていうな」

　──や、やばい！　あいつら、もう帰ってきやがった！

「ちょ、春香さん離れて！」

　出入り口にあいつらはいて、もう外には出られない。縁側──は、すぐにバレそう──。

「やだ。あたしは、誠治君とこれからも一緒にいたい……」

「物理的な話だよ！」

　って、言ってる場合か。

　あ、押し入れ！

　俺は柊木ちゃんを押し入れへ連れていく。全然離さないどころか引っ張られたせいで、俺も押し入れにイン。

　もうしょうがないから、慌てて襖ふすまを閉めた。

「おーい、真田。のぞき穴は見つからなかったぞ──あれ。あいつ、どこ行った？」

　俺は、真っ暗な押し入れの中で、柊木ちゃんに押し倒されていた。

　こそこそ、と声を出す。

「早くどいて」

「ちょっとだけだよ？」

　何がちょっとなんだ？

　すすすす、と柊木ちゃんが浴衣の肩をずらす。

　ぶっ!?　なんで脱いでんだ!?

　……暗くて見えねぇえええええええ！

「おーい、リモコン貸して。この時間はアレ見るって決めてんだよ」

　襖一枚を隔てたむこうで、たわいない会話が繰り広げられている。

　けど、押し入れの中では、絶賛、キスの真っ最中。

「いや、あの番組はないわー。それならこっち見ようぜ」

　外からそんな声が聞こえてくるけどお構いなし。

　柊木ちゃんのスイッチがオンになってしまった。

　ちゅちゅ、と小さな音が暗い押し入れの中に響く。

「んっ……」

　……見つかったら、ダブルでアウト。

　押し入れの中でキスをしている俺たちは、先生と生徒。

　俺も、頭のネジがどっかに吹っ飛んだのか、もうどうにでもなれって気分だった。

　押し入れに俺たちがいるとバレれば、その時点で色々と問題発生。じゃあ、見つからないうちは、何したっていいだろう。
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「真田、あいつどこ行ったんだろ」

「柊木ちゃんのとこだったりして？」

「かもなー」

「え、何で？」

「柊木ちゃんはどうか知んねえけど、真田は普通に好きだろ。バスでの反応見る限り」

「柊木ちゃんも、案外その気があるかもな？」

「……いや、ないよ。たぶん」

「まあなー。先生だもんな」

　それが、あるんだよなぁ……。

「今……あたしたちの話……してるね」

　言葉の合間に、抱き合っている俺たちはちゅ、とキスをした。

　相変わらず、柊木ちゃんの体は柔らかい。

　動物の求愛行動みたいに、鼻の頭同士をこすり合わせて、また唇をふさがれた。

「他の部屋行くかー？」

「暇だし、行くか」

　ぞろぞろ、と数人の足音がして話声がどんどん遠ざかっていった。

「先生。もういないみたい」

「先生じゃなくて、春香さんでしょー？」

　押し入れから脱出──とはならなかった。

　出ていこうとした俺を柊木ちゃんが引きずり込む。

　リミッターが解除されたフルバースト柊木ちゃんと、しばらくの間、押し入れの暗がりで抱き合ってキスをした。
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　修学旅行二日目。

　朝食のあと、近くの陶芸工房に移動する。

「とーげーってなんだよ、オレたちゃ、ジジイかってのー」

「地味すぎんだろー」

「あーダルいわー」

　藤本ふじもとを含め、班のみんなは、文句たらたら。

　前回の俺おれも、こいつらと同意見で愚痴ぐちっていた。

　けど、これが案外面白おもしろかったのを覚えている。

「文句言わないのー！　真剣にやればきっと楽しいよ。ね？」

　愚痴る藤本たちに柊木ひいらぎちゃんが微笑ほほえむ。

「「「……まあ、柊木ちゃんが言うなら……」」」

　女神スマイルの威力、すげー。

　ていうか、全員超照れてるんですけどー！

　うぶうぶなんですけどー！

　柊木ちゃんがどうとかじゃなくて、異性の笑顔に戸惑っているらしい。

『昨日は、押しかけちゃってごめんね……？　柊木……軽率でございました……』

　しょぼぼーん、と肩を落としながら、朝食のとき、こっそり柊木ちゃんが謝ってきた。

　自分の部屋に帰って、酔いが覚めてから猛省をしたらしいので、俺は何も言わないでおいた。

　それほど酔っているようには見えなかったけど、結構呑のんでいたらしい。

『とても大胆なことををををを……恥ずかしいぃいいい……』

　って、酔いが覚めてから布団ふとんの上をゴロゴロしていたそうだ。

『酒の勢いや旅先の解放感があっただろうから、まあ……。俺も拒否しなかったからおあいこってことで。けど、今度は消灯してからにしてね』

　そう言うと、柊木ちゃんはうんうん、と一生懸命首を縦に振った。

　何だかんだで、俺たちは付き合ってまだ間もないカップル初心者なので、理性はゆるみがちになってしまうのだった。

　工房に到着すると、エプロンを貸してもらい、インストラクターの先生の指示に従って粘土をこねていく。

　こういう黙々と地味な作業をするのは結構好きだったりする。

　前回は、藤本たちと文句を言いながら粘土をこねていたけど、今回は、藤本たちも柊木ちゃんの笑顔に懸けて真剣だった。

「この先端の部分をもうちょっと……」

「おい、藤本。何作ってんだよ」

「見りゃわかるだろ」

「見りゃわかるって……」

　ナニコレ、大根？

「亀の頭だよ」

「変なモン作んなよ。ていうか、今形整えても意味ねーぞ？」

　べしゃん、と亀の頭を叩たたきつぶした。

「ぬぁあああああ!?　オレのち〇こがぁあああああ！」

　やっぱりそのつもりだったのかよ。

　近くで作業をしている柊木ちゃんを見ると、顔を赤くしていた。

「おまえが卑猥ひわいなモン作るせいで、先生が頰ほおを染めてらっしゃるじゃねえか」

「リアルなやつなら今すぐにでも──」

「やめろ、変態」

　ちら、と柊木ちゃんが俺を見て、ほーうという顔で何度かうなずいた。

「アレって……あ、あんな感じ、なんだ……」

　興味津々きょうみしんしん!?

　こねこね、と柊木ちゃんも粘土をこねて、動物っぽい何かを作っていく。

「できたっ！　アリクイ！」

　作るにしてももうちょいメジャーなやつ作れよっ！

「先生、作るのは茶わんや湯呑ゆのみだよ？」

　と隣の女子に注意されていた。

　ガーン、と柊木ちゃんがショックを受けている。

「あ、でもこれ、ただのアリクイじゃなくて、オオアリクイのほうだからっ」

「先生、それどっちでもいいから。問題そこじゃないから」

　隣の女子が的確にツッコミを入れてくれるので、俺は安心して見ていられた。

　ていうか、なんでオオアリクイならセーフだと思ったんだよ。

「クオリティの問題かぁ」

「高くても低くてもアウトだから」

　柊木ちゃんの隣にまともな子がいるから、俺は自分の作業に集中するとしよう。

　前回経験した分もあるから、今回で二回目。前よりも上手に作る自信がある。

　粘土をこねる作業が終わると、今度はロクロを使ってそれらしき形にしていく。

　ぬちょぬちょして、粘土が気持ちいい。

　周りを見てみても、どう考えても俺が一番上手うまい。

　インストラクターが、くちゃくちゃになった粘土を上手く立て直して生徒を助けていた。

「あ」

　柊木ちゃんが声を上げると、目が合った。

　……陶芸、ロクロ、恋人……。

　何を思いついたのか、すぐにわかった。

　作品の名前は知らないけど、アレだ。映画の名シーンとかでだいたい挙げられるやつ。

「先生、みんなが心配だから、ちょっと見回ってきまーす♪」

　誰だれに説明してんだよ。

　近くにいる俺のところに真っ先に来ないってあたりが、もう怪しい。

　遠回りして、順番的に俺が最後になるように調整している……！


　柊木ちゃんがほっぽった作品を見ると、くっっっっちゃくちゃになっていた。



　指導できる立場じゃねええええ！

「みんな、本当に上手だねー？　あれ？　あれれれー？　真田さなだ君、全然できてないじゃん」

「そ、そうですかね……」

　なんなら進捗しんちょく状況が一番いいの、俺ですけどね！

「先生が、手伝ってあげりゅ♡」

「俺よりも、自分の心配をしたほうが……」

　耳を貸さない柊木ちゃんは、真後ろに座って、ちょうど二人羽織ばおりをするみたいに俺の背中におぶさった。

　手を重ねて粘土をいじる。

「ここを、こうして♪」

　悪い先生が、ふにゅん、とおっぱいを背中に当てているのがわかる。

「先生、これ、恥ずかしいから……やめてほしんだけど……」

「だって、こうしないとコツ摑つかめないでしょー？」

　男子の視線が俺たちに集中している。

「くそ……オレも下手クソだったら、柊木ちゃんに密着して──じゃなくて指導してもらえたのかっ！」

「ナニアレ、うらやま……じゃなくて、僕も柊木流の指導をしてほしいんだけど」

「あー。やべーわ。マジでやべーわ。手伝ってもらわねーと作れねーわ」

　隣の藤本が柊木ちゃんをちらっと見ると、インストラクターがヘルプに入った。


「そうじゃねぇぇ……！」



　ぷぷぷ、ドンマイ藤本。

　柊木ちゃんが手を加えると、すぐにくちゃっとなって、歪いびつな湯呑みがくるんくるんと静かに回った。

「……」

「……おい」


「…………う、上手く作るためには、失敗もときには必要なんだよ？」



　と言って、立て直すにしてもくちゃくちゃのままで、超下手くその柊木ちゃん。

　仕方ないので、俺はこっそり柊木ちゃんの手の上に手を重ねた。

「貸して」

「あっ……うん……♡」

　小声で秘密のやりとり。

「ここを、こうして、こうやって……」

　あくまでも、柊木ちゃんが教えている体ていで、俺が柊木ちゃんに教えていく。

　終わると、名残惜なごりおしそうに柊木ちゃんは自分の席に戻って、くちゃくちゃの自分の作品にむきあった。

「むむむむ……難しい……」

　やっぱり下手だったけど、どうにか頑張って形にした。

　きちんと仕上がるのには、まだまだ時間がかかるので、後日学校に送ってもらうらしい。

　どれが誰のかわかるように、自分のサインを入れておくように、と案内があった。

　前回は、適当に真田って書いたけど、今回はちょっとだけ変える。

　Ｓ ｆｏｒ Ｈ

　元々、あげるつもりで作っていたので、そう書いておいた。

　自分の作品を置くと、柊木ちゃんが自分のを置きに来た。

「あ──」

　小さく声を上げて、俺の顔と作ったマグカップを交互に見る。

　ふぐう、と変な声を漏もらして胸を押さえた。

「キュンとして、死にそうになったよう」

「先生は、何作ったの？」

「これ」

　はにかみながら、柊木ちゃんが自分の作った花瓶かびん？　みたいな物を俺に見せてくれた。

　底にサインがしてある。

　Ｈ ｆｏｒ Ｓ

　俺のために下手なりに一生懸命作ってたの……？

　俺も、ふぐう、と胸を押さえた。

「真田君、どうかした？」

「ちょっと、キュンとして、死にそうに……」

　照れながら、柊木ちゃんが咳払せきばらいをする。

「こほん。『誰』にあげるのかは知らないけど、同じことを考える人っているんだね？」

「うん……同じこと考える人がいるんだね。先生も『誰』にその花瓶をあげるのか知らないけど」

「花瓶じゃないです！　コップだから。へ、下手っぴだけど……」

「あ、味があっていいんじゃないですか」

「そう、これ、味なんだから、手作り感を再現した個性ある作品なんだから」

　強がってみせる柊木ちゃんと目が合うと、俺たちは笑みをこぼした。

「大丈夫、きっと、喜んでもらえますよ」

「そ、そうかな？　だといいな。真田君のも、すっごぉおおおく、嬉うれしいと思うよ？　もらった人は。できあがりが楽しみだね」

　俺がうなずくと、見えないところで、俺の手の甲に手の甲をつんつんと柊木ちゃんはぶつけてきた。

　照れ半分、喜び半分の可愛かわいい笑顔をする。

　やっぱり俺の彼女は最高なのである。
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　二日目の夜。

　同室の藤本ふじもとたちは、初日ほどはしゃぐこともなく、疲れがあったのか消灯早々に寝てしまった。

　俺おれは、枕まくら投げがはじまるんじゃないかとひそかに期待していたのに。

　みんな健すこやかに寝息を立てはじめた。

　俺も寝ようかな、と思っていると枕元に置いた携帯が、ヴヴヴ、と震えた。

「……」

　明かりでみんなを起こさないように、布団ふとんにもぐって携帯を見る。

『まだ起きてるー？　先生は、誠治せいじ君に会いたいです』

　ぐう……。

　柊木ひいらぎちゃんからの超ド直球なお誘いだった。

　日付があと少しで変わろうかという時間。

　みんな寝ているし、抜け出してもバレないだろう。

『けど先生、今消灯中ですよ？』


『もお、意地悪～～っ！』



　可愛かわいい……。

　消灯後なら問題ないって俺も言っちゃったし、女神が可愛すぎるので会いに行こう。

　浴衣を整えて、鏡で一度自分の顔を確認して部屋を出る。

「あ、出てきたあ！」

「うわっ!?」

　ぎゅむっと待ち構えていた柊木ちゃんに抱きしめられた。

「ちょ、ここ廊下！」

　目いっぱいくっつこうとする柊木ちゃんを剝はがしておく。

　びっくりした……。

　さては、俺が必ず出てくると思ってたな？

　くそう、その通りだよ。

「先生、何してんの」

「柊木先生ぇ、ただいま巡回中なのです！」

　ふにゃ、と柊木ちゃんが敬礼する。

　呑のんでる……。

　浴衣姿で、ポニーテールじゃなくて髪をほどいている。

「消灯時間が過ぎてるのに、部屋を出て遊び歩いている悪い生徒がいないか、先生がチェックしてるのです」

「そうなのですか」

「悪い生徒、見いーつけた」

　ふにふに、と俺のほっぺをいじってくる。

　酔ってる……。

「それはだって、呼び出すから──」

「柊木先生の心を奪った、悪い生徒です」

　にへら、とだらしない笑顔をした。

　ああ、もうこれ完全酔っ払いモードだ。

　ほら、胸元むなもと、おっぱい見えそうだから！

　またブラジャーしてねえのかよ。

　……浴衣ってそういうもん……？

「誠治君、じっと見すぎー。えっち♡」

「うるさいよ。しゃんとする。お仕事中でしょ？」

「はーい」

「そんなことしてるから、酔いが覚めたとき、後悔することになるんでしょ？」

「……はい、ごめんなさい……」


　しゅぅぅぅぅぅううん、と柊木ちゃんの『楽しいゲージ』が目に見えて減っていった。



　あ、こっちこそなんかごめん。

「あたしが若いからって、面倒な巡回押しつけてさー。もう」

　愚痴ぐちりながら、柊木ちゃんはぷんすこ怒っていた。

　はだけそうな浴衣を直してあげると、どこへともなく歩き出した。

　消灯時間を過ぎて出歩くようなリア充じゅうに捕まれば、何されるかわかったもんじゃない。

　こんな酔っぱらって無防備な柊木ちゃんを放っておけるわけもなく、俺はあとをついて行く。

「心配だからついて行くよ」

「悪い生徒は、逮捕っ」

　と言って、俺の手を握った。

「俺も、無防備でエロくて可愛いくて悪い先生を見つけた」

「どうするの？」

「逮捕」

　俺も柊木ちゃんの柔らかい手を握り返した。

「お互いを捕まえたんだね」

　こら、ぐっとくるセリフをあっさり言うな。もっと好きになるぞ。

　巡回中と言いながら、人ひとけのないほうへ柊木ちゃんは歩いていく。

　こっちのほうは、生徒が宿泊しない部屋ばかりだ。

　渡り廊下を進み、まったく関係のない棟にむかう。

　すぐ近くに、ちょっとした休憩室があり、大きなガラス張りのむこうには、綺麗きれいに整った中庭が見えた。

　それを見るために置いてあるソファに座って、しばらく無言で手を握り合っていた。

　こてん、と柊木ちゃんが俺の肩に頭を乗せる。

　酔いが抜けきってない柊木ちゃんの耳や頰ほおの温かさが、浴衣越しに伝わった。

　照明は消えていて、今は銀色の月明かりがうっすらと入り込んできているだけだった。

　うぅぅん……と自販機が小さく唸うなる。

「……実はね、ここのスペースずっといいなって思ってて、誠治君と絶対に来ようって思ってたんだ」

　庭の良し悪あしなんて俺にはさっぱりわからん。

　けど、今ならじっと見ていられた。

　誰だれと見るかでこうも変わるものらしい。

　それから、俺たちは静かに話をする。

　今日あった出来事。ああ思った、こう思った──。

　本当にたわいない会話だった。

「あと、一年と一〇カ月……」

「俺が卒業するまで？」

「うん。それはそれで、なんだか寂さびしくなるね。職員室でこっそり筆談することも、お弁当食べさせてあげることも、準備室でキスすることもないんだよ？」

　前回の俺は、卒業式、遠目で柊木ちゃんを探すだけで連絡先も聞かなかったし、想おもいを伝えることもしなかった。

　勢いと思いきりがあれば、人生変わるもんだなぁっと実感中。

「そりゃそうだけど、週末になれば会えるでしょ？」

「それとこれは別なんですぅ。柊木先生は誠治君がいないとお仕事が頑張れないのです……」

「お仕事を頑張る春香はるかさん、好き」

「あたし、頑張るぅぅ」

　こんなにチョロくて大丈夫かよ……いや、そういうところも可愛いんだけど。

　前々から考えていたことを、伝えよう。割とマジメな話。今なら話せそう。

「春香さんは、卒業後、俺は進学も就職もしなくていいって言ったでしょ？」

「うん。あたしが養ってあげる」

「それなんだけど、俺、働くよ」

「え、どうして？　いいんだよ、無理しなくっても」

　無理とかじゃなくて、と俺は前置きして続ける。

「春香さんは、大変だけど教師の仕事を頑張ってるでしょ。俺も、春香さんのために何か頑張ろうと思うんだ」

「それが、仕事？」

「うん、そういうこと」

「すっごく大人なこと言うね……高二なのに……」

　驚いた柊木ちゃんは何度も瞬まばたきをしている。

　中身アラサーの俺は、仕事がどんなもんなのかを理解しているつもりだ。

「大変なものを春香さんに押しつけたままってのは、よくないかなって。それに、親に紹介するとき、無職ですってのは、やばいでしょ？」

「うぅぅぅ、まだ高校生で未来の選択肢はいっぱいあるのにぃ……」

　ウルウル、と柊木ちゃんの涙腺が決壊寸前だった。

「泣くなって」

「だって、嬉うれしくって……あたしとのこと、ちゃんと考えててくれたんだって思ったら……」

　ふみいい、と変な泣き方をする柊木ちゃんは、ぽろぽろと涙をこぼした。

　俺だって、柊木ちゃんとこうなっていなかったら、同じように灰色の社畜生活を送ることになる。

　好きな人のためなら、つまんない仕事も、頑張れると思ったまでだ。

　ぐすぐす、と鼻を鳴らして柊木ちゃんは涙をふいた。

「こうなったらいいなって、思ってることがあって……でもそうなったら誠治君は大変だから、言うのはやめていたんだけど。これは、ただのあたしのわがままだし……」

「何？」

「うん……どうせ働くなら、一緒に働かない？　ってこと」

「ん？　一緒に？」

「そう。大学進学して卒業して、教師になるの。それで、誠治君は母校に帰ってきます」


「はあ……教師に…………はあ!?」



「誠治君、頭いいし……どうせ働くなら一緒がいいなって思っただけだから……。それで職場結婚」

「そうしたとして、それまで待てる……？」

　高校を卒業すれば、今まで我慢していた最後のリミッターが解除されてすごいことになりそうなのに。


「ま、待てる。…………あ、でも、在学中に結婚ていうのも、アリかなー、なんて……」



　さっそく揺らいだ!?

「ま、教師になるならないは別として、そういうのは、おいおい考えていこう？　二人で」

「うん。二人で、ね」

　こつん、とおでこをぶつけて、キスをする。

　目を開けると柊木ちゃんもこっちを見ていて、なんだか照れくさくなって、お互い笑った。

　外が明かるくなるまで、こうして俺たちはずうっとイチャついていた。







　後日。

　陶芸工房から例のマグカップが学校に届いた。

　仕上がりは、作ったのが二度目とあってかなり上々。

　家庭科室にあったリボンをちょっと拝借して、プレゼントっぽく飾りつけ。

　昼休み、紙袋に入れて、世界史準備室までそれを持っていった。「……先生。渡したいものがあるんだけど」

「うん。あたしも、真田さなだ君に渡したいものがあります」

　予定調和な俺たちのプレゼント交換。

　それでも彼女は喜んでくれた。

「ありがとう。大事にするね！」

　紙袋を抱いて、最高の笑顔を見せてくれた。
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『今日、学校休む』

　俺おれは柊木ひいらぎちゃんにそのメールを送って、ばた、とベッドに突つっ伏ぷした。

　修学旅行の夜、柊木ちゃんとイチャついて夜更ふかししたせいか、それともまったく別の理由か、どうやら俺は風邪をひいたらしい。


「えぇぇぇぇ……兄さん、大丈夫なの……？」



「大丈夫でしょう、どうせただの風邪なんだから」

　下から登校寸前の紗菜さなと母さんの会話が聞こえる。

「お母さんも仕事に行くんなら、兄さん一人になっちゃうじゃないっ。サナ、兄さんの看病する」

　珍しく、紗菜がしおらしいことを言ってくれる。

　風邪をひいていると、そのほんの少しの優しさが染しみてくる……。

　妹よ、兄に構わず学校へ行くがいい。

「どうせ、看病って言って部屋でゲームしてるだけでしょ？」

「そ、そ、そ、そんなことないわよ！　どっちもするわよ！」

　どっちもかよ。バカ紗菜、学校に行け……。

　ツッコミにも力が入んねえ……。

　何だかんだ二人の会話が遠くに聞こえはじめ、完全に俺は意識を失った。

　どれだけ眠ったのかはわからないけど、おでこにひんやりとした冷たさがあり、俺は目を覚ました。

「熱っ。お熱計りましょーねー？」

　薄目を開けると、柊木ちゃんがいた。

　夢か……。今日学校だもんなぁ……。

　ピピピ、と電子音がして、脇わきに手を突っ込まれた。

「むうーん……三八度七分……高い……」

　ごそごそ、と物音がして、上のスウェットがすぽーん、と脱がされた。

「や、やっぱり誠治せいじ君、いい体……」

　すすすすす、と指で体をなぞられる。

　寒気やらなにやらでゾクっとした。ち、乳首をつんつんってするな……。

　熱のせいか視界がぼやける。

「腕上げましょうねー」

　ぐいっと腕を引っ張られて、脇の下したにひんやりシートが貼はられた。

　冷たい。

「すげー気持ちいい……」

「あ、あれ、起きてる？」


「…………柊木ちゃん……仕事、して……」



「？　寝言でもあたしに仕事してって言ってる……。真面目まじめなんだからぁ」


「…………喉のど……渇いた……」



「待ってて」

　輪郭がぼやけた柊木ちゃんが、眼前に迫る。

　ぷちゅ、と唇同士がぶつかって、開いた口からスポーツドリンクが流れてきた。

　冷たくて美味おいしい……。

「も、もう一回くらい、いいよね？」

　むちゅ、とキスされて、またスポーツドリンクを飲ませてもらった。

　冷たくて美味しい……。

　柊木ちゃん、俺の風邪がうつったりしないんだろうか……。

　あ、夢だから大丈夫か……。

　シャッとカーテンを引く音がしてスリスリ、と衣擦きぬずれの音がする。

　もぞもぞ、と布団ふとんの中で何かが動いた。

「添い寝したげる」

　薄ぼんやりした柊木ちゃんが俺の目の前に現れた。

「仕事……学校……午前中なのに……」

「こんなときにもあたしの心配を……!?」

　がばり、と抱きつかれ、なでなで、と頭を撫なでられた。

「よしよし、よしよし。こうしてたらすぐによくなりますからねー？　うう、このまま休んであたしがずっと看病をしてあげたいよ……」

「兄さぁーん、お薬買ってきたぁああああ！」

　一階から紗菜のでかい声がする。

「うえっ!?　紗菜ちゃん!?　さっき家出たばっかりなのに！　さては、登校せずにすぐＵターンしてきたな……？」

　と、と、と、と紗菜の足音が近づいてきた。

「ま、まま、まずい。どうしよう──あ」

　どたばた、と物音がして、柊木ちゃんは消えた。

　やっぱ夢だったんだ……。

「兄さん、具合どう？」

　扉から、制服姿の紗菜が顔を出した。

「おまえ……学校は……」

「べ、別に今日はいいの……」

　よかねえだろ、とは言えず、そうか、と流すくらいの力しか残っていなかった。

「お薬、飲んで。これで熱下がると思うから」

「うん……あとでいい……今、飲めないから……」

「……風邪ひいてるんなら、仕方ないわね……サ、サナが飲ませてあげる」

　どん、とクローゼットのほうから音がした。

「ん？　今おっきな音が……？」

　ずもっと紗菜が強引ごういんに錠剤を俺の口に突っ込んだ。

「目、ちゃんと閉じてて？　開けちゃダメよ？　絶対なんだから」

「わかった……」

　抵抗する元気もない俺は、されるがままで、紗菜の言うことをおとなしく聞いた。

　どんどん、とクローゼットが大きな音を立てても紗菜は一向に気にしていなかった。

　あの柊木ちゃんが夢じゃないとしたら……あのクローゼットにいたりして。

　さすがにないか。今は平日の午前中。学校で仕事中のはずだ。

　柊木先生、授業頑張ってください……。

　ちゆ、と唇に柔らかい何かの感触があると、口の中に水が入ってくる。

「ちゃんとゴックンして」


「…………うん」




「…………何でも言うことを聞いてくれる兄さん……可愛かわいい……」



　どん、とまた大きな音がした。

「さっきから物音がするけど……？」

「っ」


「たぶん…………座敷童わらし……」



「いるの!?」

「ざ、座敷童ぃい──!?」

「あ。今声が……！」


「あんま刺激、するな…………」



「う、うん……サ、サナ、な、何も聞いてないし、見てないからっ」

　目にすれば幸運になれるって話だけど、違う妖怪ようかいと勘違いしているらしい。

「……サ、サナ、が、学校行かなくちゃ。兄さん、お薬ちゃんと飲んでね？　いい？」

　そわそわ、と周囲を見回した紗菜は、鞄かばんを手に部屋を出ていった。

　ふぃ～、と大きな吐息が聞こえる。

「風邪ひいてるからって、口移しでお水飲ませるのは、先生どうかと思うけどなー？　恋人でもないのに。しかも兄妹なのに」

　クローゼットから柊木ちゃんが出てきて、紗菜の出ていった方角を見つめた。

　あれ。学校にいるはずの柊木ちゃんがどうしてクローゼットから……？

　俺の部屋のクローゼットって……学校に繫つながってんのか……？

　そんなわけない。ああ……夢か。

　ピンポン、ピンポン、と呼び鈴がなってしばらくして、「……お邪魔します」と静かな声が聞こえる。

「今度は誰だれっ……」

　また柊木ちゃんがクローゼットに入った。

　すると、奏多かなたが部屋にやって来た。

「……誠治君、具合大丈夫？」

「わざわざ、見舞いありがとうな……」

「……すぐ熱が下がるお薬、持ってきた」

「マジかよ……飲み薬なら、ここに……」

　瀕死ひんしの虫みたいに、俺はよろよろと手を伸ばして、紗菜が買ってきてくれた薬を摑つかんだ。

「……安心して。私のお父さんも、これで熱下がったから」

　俺に見せてくれたのは、細長い錠剤らしきものだった。

　あ、怪しい……

　押忍おす、と奏多が頭を下げる。

「……お願いします」


「え、え、え、何…………何をお願いして」



「せいっ」

　ビシ、と首に衝撃が走り、俺はそこで意識を失った。

　それから爆睡していたらしく、次に目覚めたのは翌朝。

　熱は完全に下がっていて、学校には行けそうだった。

「にしても、変な夢だったな……？」

　クローゼットから柊木ちゃんが出てきたり、紗菜にキスされたり、奏多に押忍ってされたり……。

　ま。治ったし、もういいか。忘れよう。
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「今日は何の日でしょー？」

　超上機嫌で柊木ひいらぎちゃんが訊きいてきた。

　日曜日の昼下がり。

　昼前に柊木ちゃんちに召喚された俺おれは、お昼を食べさせてもらい、のんびりテレビを見ていた。

　ソファの隣に座った柊木ちゃんは、ワクワクしながら俺の顔をのぞいている。

「何の日……？　何それ。虫歯の日とか」

「それ六月四日だから。違うから！」

　ツッコミひとつ取っても、やたらとテンションが高い。

　なんだ……？　今日？　何の日？

「ヒントは？」

「ヒントー？　えー、これ言っちゃうとほとんど答えみたいなもんだからなぁ、どうしよっかなー」

「パンツの日」

「それ八月二日だからっ」

　詳しいな！

「ボケはいいよ、ボケは～」

　もう、わかってるんでしょー？　このこのー、と柊木ちゃんがつんつん、とほっぺに指を刺してくる。

「今日のために、春香はるかさん、昨日の夜から準備してたんだから」

「え──!?　昨日から準備……あ、あー！」

「ねー！　わかったでしょー!?」

「春香さんの誕生日！」

「違いますうううううううううううううううううううううううう！」

　びっくりするくらい大声だった。

「え。ちょっと……誠治せいじ君、ほんとに……？　ほんとにわかんない……？」

　ハイテンションが一変して、不審そうに俺を薄目で見る柊木ちゃん。

「わかってる。わかってる。オーケー。今答える。今、答えるからもうちょっと待ってておくれ」

　洋画に出てくるキャラみたいに、俺は両手で柊木ちゃんに待ったをかける。

　っていっても、マジで何の日だ？

　俺の誕生日でも柊木ちゃんの誕生日でもない──。

　ぴ、と柊木ちゃんが人差し指を立てる。

「一回間違えるごとに──」

「ご、ごとに……？」

「首筋にキスマークをつけます♡」

「やめろおおおおおおおおおおおおお！　明日学校だぞおおおおおおおおおおおおお！」

「大丈夫、正解すればいいんだから♪」

　本当にわからん……。むしろ、柊木ちゃんは、キスマークつけたくてうずうずしてるっぽい。

　昨日から準備？　立ち上がって、キッチンのほうへ行く。

　今日家に遊びに来て、違和感は何もなかった。

　だから、キッチン。普段俺は絶対に立ち入らない場所だから。

　ちらっと柊木ちゃんを見ると、吹けもしない口笛を吹いている。

　わかりやすっ。ここに何かしらのヒントがありそうだ。

「どこだろうなー」

　と、俺は柊木ちゃんの顔色をうかがいながら捜査する。

「っ……」

　ん。反応あり。冷蔵庫だ。

　扉を開くと、冷蔵室の中に、ホールケーキが大皿の上にどーんと置いてあった。

　色とりどりのフルーツがのっていて、かなり美味おいしそう。

「ケーキ……？」

　準備したのがこのケーキ……？　確かに、買ってきた物じゃなくて手作り感がある。

　どっちの誕生日でもないのにケーキ？　

「ってことは祝い事の類い？」

　首をかしげていると、柊木ちゃんが俺を後ろから抱きしめた。

「そうだよ～」

　ちゅ、とほっぺにキスをする。

「昨日、これ一生懸命作ったんだから。出来は上々ってところかなー？」

　出して、と耳元でささやかれて、ケーキを皿ごと外に出して、テーブルまで運ぶ。

「チョコで何か文字が書かれていれば、何の日かわかったんだけど……」

「ねえ。なんで、わかんないの？」

　目がちょっと虚うつろな柊木ちゃんが、包丁を持ってきた。

「ひ、ひぃいいいいいいいいいいい!?　ご、ごめんなさいいいいいいいいいい！」

　すぐさまソファのほうに逃げると、包丁でケーキを切りはじめた。

　よ、よかった。俺を刺すつもりじゃなかったらしい。

「座って？　一緒に食べよう」

「は、はひ……」

　フォークで切り崩したケーキをあーんされて、柊木ちゃんに食べさせてもらう。

　というか、半ば強引ごういんにあーんさせられている。

「どう？」

「うん。美味しい」

「よかった」

　にっこりと笑うと、お茶準備するね、と柊木ちゃんが席を立つ。

　うう……怖いのも嫌だけど、あんなに純粋な笑顔をされるのも、なんか罪悪感。

　卓上カレンダーには、今日の日付に、ぐるぐるとペンで丸を書いてある。

　女の人は細かい記念日を覚えているってのは本当だったらしい。

　今月は五月で、先月は当たり前だけど四月──。

　あ。

　ああああああああああ！

「コーヒーでよかった？」

「うん、ありがとう」

　たぶん──いや、間違いない。

「一カ月──」

「うん！　うん、うん！　何の日から!?　何の日から一カ月!?」

　柊木ちゃんが今日一番の食いつきを見せた。

　もう、俺が正解を得ているもんだと思って、柊木ちゃんの表情がキラキラ輝いている。

　けど、その思い込みは正しい。これなら間違いない。

「春香さんのパンツをはじめて見た日から、一カ月」

「違あああああああああああああああああああああう!!」

　え、うそ。違うの？

　フシー、フシー、と大型ロボの排気音のような呼吸をする柊木ちゃん。

「なんなら、それ、一日ズレてるから。それ今日じゃなくて明日だから！」

「ピンクのパンツをはじめて穿はいた日から一カ月……」

「それも違ぁああああああう！　そうだったらもっと前だし！」

　むむむ、と柊木ちゃんの眉間に皺しわがどんどん寄っていく。

　はじめてパンツを見た日が一日ズレているってことは、その一日前？

「あ。わかった！　付き合って一カ月記念！」

「正解いいいいいいいいいいいいい！」

　ずびしっと俺を指差した。

「もう、覚えててよねー？　大事な記念日なのに」

「ごめんごめん」

　柊木ちゃんが作ってくれたこのケーキは、甘さ控えめでいくらでも食べられた。

　カップを片手に、柊木ちゃんはちょっと顔を隠す。

「はじめてだったから……。こういうの、やってみたかったの。細かくて、ごめんね？」

「ううん」

　ケーキとコーヒーを楽しみながら、あまり遅くならないうちに、俺は柊木ちゃんちをあとにした。

　家に帰って、リビングで今日の出来事をぼんやり回想していると、

「兄さん……何ニヤニヤしてるの？」

　紗菜さなに気持ち悪がられた。

「してねえよ」

「あ。首！　兄さん、大丈夫!?　何かに嚙かまれたあとが!!」

　あ。絶対柊木ちゃんだ。

「首のところ、あざになってる！」

「こ、これは、その、だ、大丈夫なやつだから。大丈夫なやつに嚙まれたアレだから」

「し、仕方ないから、サナが消毒してあげる……兄さん、自分じゃどこ嚙まれたかわかんないだろうし……」

　ててて、と紗菜が救急箱を探すべく、奥へと消えていった。

　そのあと、めちゃくちゃ消毒されたけど、記念日のキスマークは全然消えなかったのであった。
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「げほげほ……。それじゃ、授業をはじめます……」

　教卓の前に立ったマスク姿の柊木ひいらぎちゃんは、見るからに弱っていた。

　昨日の夜、電話したときは何ともなかったのに。

　どうやら風邪をひいてしまったらしい。

「先生、風邪ー？」

「だいじょーぶ？」

「咳せきすごいよー？」

　女子たちが心配そうに声を上げると、柊木ちゃんが笑顔を作った。

　あー、あれはかなりしんどいやつだ。

　他ほかの人からすると普通の女神スマイルに映るかもしれないけど、俺おれにはすぐにそうだとわかった。

「うん、大丈夫だよ。今日はＢ組の授業だから、頑張ろうと思って」

「えー、先生、すっごい健気けなげ……」

「アタシが男なら惚ほれてるってー」

「みんなー！　柊木先生の邪魔しないでね！」

　クラスの中心的存在の女子が言うと、みんなうなずいた。

　彼女が言ったからっていうよりは、全員同じ気持ちだったんだろう。

　げほん、げほん、と咳をしながらも、柊木ちゃんは授業を進めていく。

　辛つらいなら休めばいいのに、とつい思ってしまう。

　仕事をきちんとすることと、無理して仕事をすることはまったくの別の話だ。

　普段以上に協力的なクラスメイトたちのおかげで、授業はスムーズに進みチャイムとともに柊木ちゃんは、教室をあとにした。

　しばらくして、職員室に行くと、柊木ちゃんがいなかった。

　周りの先生に訊きくと、保健室かもしれないとのことだった。

「失礼しやーす」

　適当に挨拶あいさつして保健室の中に入る。

　カーテンを閉め切られた場所があり、そこに顔を突っ込むと、柊木ちゃんがベッドで眠っていた。

　こほこほ、げほげほ、と咳を続けている。

「そんなに具合悪いなら、休めばいいのに」

「……頑張って来たのにぃ……」

　ずずず、と鼻をすすって、しんどそうに息をしている。

　椅子いすを持ってきて、枕元まくらもとに座る。

「あ、ごめん。起こしちゃった？」

「誠治せいじ君に、会うために、頑張って来たのにぃ……」

　うるうると涙目になっている柊木ちゃんの頭を撫なでる。

　あー。なるほど。クラスの授業もそういう理由だったのか……。

「早退する？」

「しない……！」

　うぎぎ、とちょっと意地になっている柊木ちゃん。

「今日は、お昼休憩……家庭科室に行かない日で、久しぶりに二人きりのお昼休みだから……絶対に、しない……！」

　しゅ、執念がすげえ……。

「早退するんなら俺も早退して、看病してあげられるんだけど」

「する。早退する」

　早っ。

　というわけで、フラつく体を起こすのを手伝った俺は、個人的理由により自主早退することにして、荷物をまとめて昇降口を出る。

　ちょうどそのころ、柊木ちゃんも早退の手続き？　が終わったらしく、職員玄関から出てきたところだった。

　一旦いったん帰ってから柊木ちゃんちに行こうと思ったけど、思った以上にフラついている。

　こんな状態じゃ、車の運転もできないだろう。

　携帯で、近くのタクシー会社に連絡して車を回してもらう。

「……手際てぎわがいいね……」

　普通の高校生ならタクシーを呼ぶなんて発想は出てこないだろう。

　二人で乗り込み、柊木ちゃんちへむかった。

　到着すると、俺は柊木ちゃんの前でかがむ。

「はい、背中。どうぞ。おんぶ」

「重いから……いい……」

「いいから、いいから」

　半ば強引ごういんにおんぶして、俺は速足でアパートの階段を上る。

　思った通り、全然重くない。

　色々と限界だったらしく、おんぶするときの抵抗も弱く、今は背中でぜえぜえと息をしている。

「このまま……どこかに、あたしを、捨てに、行くんでしょ……」

「行かねえよ、俺は鬼か」

「やだぁ……捨てないで……ダイエットするからぁ……」

「重くない、重くないから。大丈夫」

　超弱気モードに入ったらしく、しくしく、と背中で柊木ちゃんが泣いている。

　柊木ちゃんちに入り、ベッドに直行。

　なるべく見ないように着替えを済ませ、布団ふとんをかけてあげる。

「お腹なかは？　空いてない？」

「空いてるけど、食欲ない……」

「けど、なんか食べないと。キッチン借りるよ？」

　返事を聞かないまま、寝室を出てキッチンを貸してもらう。

　ご飯の残りと卵を使って、簡単におじやを作る。

「春香はるかさん、作ってきたよ？」

「いいにおい……」

　布団から顔をちょっとだけ出している柊木ちゃん。

「何で隠れてるの？」

「熱のせいで、顔がくちゃくちゃだからだよ……。誠治君に、こんな顔、見せられないよ……」

　さっきまで余裕で見てたんだけど、それはノーカンでいいのか……？

「熱があっても春香さんは可愛かわいいから、見捨てたりしないって」

「……ほんと？」

　布団に隠れながら上目遣うわめづかいってずるいな……！　可愛いぞ。

　ほんと、ほんと、と俺は柊木ちゃんを起こして、作ってきたおじやを食べさせてあげる。

　同時に、救急箱から見つけてきた体温計で熱を測ってもらう。

　俺がれんげを口元まで持っていくと、はむ、はむ、ときちんと食べてくれた。

「どう、美味おいしい？」

「美味しい……」

　なんか切なそうに言った。今度は何だ？

「お料理も、さりげなく上手で……誠治君、あたしがいなくても、もう、大丈夫だね……あたしなんか、要らないよね……」

「要る要る！　なに寿命あと一週間みたいなこと言って──」

　ぱたり、と柊木ちゃんは力なくベッドに倒れた。

　え────？

「先生……？　春香さん……？　柊木ちゃぁああああああああああああん!?」

　ぴぴぴぴ、と体温計の音がする。
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　ちょっと失礼して脇わきの体温計を引き抜く。

『37．３℃』

「見事な微熱ううう!?」

　ぱち、と柊木ちゃんがあっさり目を開けた。

「でも、体だるいの……」

「ほう、そうかい」

「うぅ……でも、でも、熱、あるから……ごほごほ……」

「超微熱な」

「ううう……誠治君の態度が一気に冷たくなったぁ……悲しい……」

　まあ、けど、大したことがなくてよかった。

「真田さなだ君、先生の看病をお願いしてもいいですか……？」

「はい」

　一人暮らしで病気にかかると、寂さびしさは五倍増しくらいになるし、何をするにしても自分で準備しなくちゃいけない。

　その辛さは俺も心得ているつもりだ。

「優しい……」

「好きな女ひとと病人には、優しくするのが俺の流儀なの」

「そういうところ、大好き……」

　ちら、と俺を見ると毛布の中に逃げた。

　そのくせ、毛布から手を出して、握ってほしいとアピールしてくる。

　好きな女ひとの要望なので、応こたえてあげることにして手を握った。

「迷惑かけちゃって、ごめんね……？」

「いいよ。俺も、春香さんがいないんだったら、学校にいる理由はとくにないし」

　こもった声で、「大好き」とまた聞こえた。

「俺も」

「え、今なんて言った？」

　ずもっと柊木ちゃんが顔を出した。

「治ったら教えてあげる」

「むーん、意地悪……」

　それでも、俺の手は絶対に離さない柊木ちゃん。

「けど、大好き……」

　小声で言うと、それからすぐに眠ってしまった。

　本当に、可愛い人。寝顔を見ながらそんなことを思った。

　翌日にはすっかり体調は戻ったらしく、しきりに柊木ちゃんは「愛の力だね！　あたしたちの愛の勝利だよ！」と力説したのだった。
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　ピピピピピピ、とアラームがうるさい……。

　もう朝らしい。

　目をこすって体を起こすと、そこは見慣れない部屋だった。

「あれ──？」

　実家の部屋じゃない。

　アラームを止めようと、スマホを操作した。

　ん……スマホ？

　画面に見える日付は一〇年後の日付だった。

　ま、また現代に戻ってきとるぅうううううう!?

　カチャ、と扉が開いた。

「あ、誠治せいじ君、珍しく起きてるー」

　顔をのぞかせたのは、エプロン姿の柊木ひいらぎちゃんだった。

　相変わらずエプロンが似合う素敵な彼女である。

　俺おれの知っているそれより大人度が増している。

「あ、おはよう……春香はるかさん」

「うん、おはよ」

　そっか……一〇年後ともなれば、そりゃ大人度は増すよな……。

「え。てかなんで先生がいるの？　てかここどこよ」

「？　誠治君の家だけど？」

「俺んちじゃない……」

　周囲を見回しても、見慣れな小物が置いてあり布団ふとんもベッドも見覚えがない。

　あ。

　そもそも、タイムリープ前の俺は、柊木ちゃんと付き合ってもいないはずだ。

　前回は紗菜さなと一緒に暮らしていて、今は……？

「寝ぼけてるの？」

　くすくす、と柊木ちゃんが笑いながらこっちにやってきて、ベッドに座った。

「朝ごはんを作りに来てるんだよ？」

　あたしのこと、わかりますかー？　と俺を子供扱いして、ほっぺをいじってくる。

「そっか。ってことはあれからもう一〇年付き合っているってことか」

　以前は別れていたけど、今はきちんとこうして恋人関係が続けられている。

　前回現代に戻ったときに知った、お別れフラグを回避したおかげだ。

　左手の薬指を見ると指輪はない。もちろん俺も。

　結婚していたら、一緒に住むだろうから、まだ結婚はしてないんだろう。

「早く食べないと、遅刻しちゃうよー？　今日は職員会議があるから、早めに行かないと」

「大変そうだね、先生も」

　きょとん、と柊木ちゃんが首をかしげた。

「何言ってるの。誠治君もだよ？」

「ふぁ？」

　ん──？　あれか。修学旅行のとき、柊木ちゃんが言っていたお願い。

　俺が先生になって、一緒の職場で仕事するってやつ──。

　ってことは……。

「俺、先生になったの？」

　くすっと柊木ちゃんは微笑む。

「なったの、じゃなくて、なってるんだよ？　あたしと一緒の高校教師。真田さなだセンセイ、しっかりしてください」

　高校教師、本当になったんだ……!?

　ん？　だとしたら、ちょっとおかしい。

　一緒の職場で楽しく仕事をして、結婚するっていうのが、柊木ちゃんの理想だったはず。

　なのに、まだ結婚はしてない──。

　どういうこっちゃ。単純にプロポーズしていないだけ？　だとしたら何してんだ、俺。

「げ、元気出して、誠治君！　朝から暗いのはなしだよ！　あたしからも、お父さんを説得するから！」

「お父さん？」

「え？　週末に、あたしの実家に同棲どうせいの挨拶あいさつに行ったでしょ？　そのことでヘコんでるんじゃないの？」

「何それ!?」

「もぉー、忘れちゃったのー？　お父さんに『年収一千万いかない間は、そんなことは許さん』って言われてヘコんでたでしょ？」

　実家に挨拶かぁ……現代の俺たちは、結構進んでるんだ。俺も頑張ってんだなぁ。

　って、年収一千万!?　吹っかけ過ぎだろ、柊木ちゃんパパ。

　二七歳で一千万って……貨幣は円でオッケー？　ペリカじゃなくて？

　いつぞや、柊木ちゃんに訊きいたリアルな年収は、意外と安かった。

　だから現代にいる俺も、それに近い年収なんだろう。

　何だかんだで先生っていう職業は、肩書の上では公務員だ。

　年数が経たてば自然と年収は上がるけど、キャリアが積めないうちは、大したことはない。

　俺が頭の中であれこれ計算していると、柊木ちゃんが俺を抱きしめた。

「大丈夫、大丈夫。彼氏なんて連れていったことがなかったから、お父さん、ビックリしちゃっただけなんだよ。どう考えても年収の額があり得ないもんね？　吹っかけ過ぎだし。気にしないで？」

　なでなで、と頭を撫なでてくれる柊木ちゃん。相変わらず、柊木ちゃんのなでなでは、癒いやし効果抜群。

　ぎゅ、と彼女を抱きしめる。

　いい子、いい子、と柊木ちゃんは、あふれる母性で俺を撫で続けてくれた。

　一〇年後も柊木ちゃんは可愛かわいいし、スタイルも全然変わらないままだ。

　けど、ちょっとだけ顔に疲れが見え隠れしている。

　以前の俺なら絶対にわからなかった変化だ。

　男の俺は、結婚とかそういうものにはこだわらないけど、やっぱり女の人は、早いうちに結婚はしておきたいものなんじゃないだろうか。

　たぶん、この現代にいる俺は、柊木ちゃんの希望通り頑張って勉強して教師になったんだと思う。




　けど、大事なことを忘れてる。




　俺は、教師になりたいんじゃなくて、柊木ちゃんを幸せにしたいんだ──。




　──お？　来た。タイムリープの感覚。

　前回はわからなかったけど、ちょっとした浮遊感がある。

　目に見える風景が一瞬にしてガラッと切り替わった。

「──おい、真田」

　肩を揺すられてそっちを見ると、制服を着た藤本ふじもとがいた。

　……あれ、ここ教室？

　携帯は昔の携帯。

　日付も、記憶にある通りのものだ。

　時間は、ちょうど昼休憩がはじまったあたり。

「大丈夫か？　なんかぼうっとしてたけど」

「え、ああ、うん。大丈夫」

　よし。

　どうにか高二にまたタイムリープできたらしい。

　今の状況の延長が、あの一〇年後なんだ。

　俺はまっすぐ職員室の柊木ちゃんのところへ行く。

　ぱあ、と俺を見つけた柊木ちゃんが笑顔になった。

「先生、資料を貸してほしいんですけど」

「はーい」

　世界史資料室の鍵かぎを手にした柊木ちゃんと資料室に行き、中にこもる。

　カタン、と鍵を閉めると先生の顔から彼女の顔に変わった。

「今日は、家庭科室の日じゃなかったっけ？」

　不思議そうにしている柊木ちゃんの肩を、俺はガシッと摑つかんだ。

「先生。俺、もっと稼げる男になるから！」

「ど、どうしたの急に？　っていうか、先生じゃなくて春香さんでしょー？」

　どうしたの？　とまた訊いてきて、柊木ちゃんに何をどう伝えたらいいのか迷った。

　タイムリープしているから未来を知っている、なんて言っても誰だれも信じてくれないだろう。

「おいで」

　両手を開いて、柊木ちゃんが受け入れ態勢を整えた。

「今は、そういう時間じゃなくて、もっと真面目まじめな──」

　ぎゅむ、と問答無用に抱きしめられた。

「そういう時間だよ。恋人同士が密室にいたら、イチャつく。当たり前のことだよ？」

　物欲しそうに、柊木ちゃんが唇を尖とがらせるので、リクエストに応こたえてキスをした。

　キスを煽あおったくせに、柊木ちゃんがてへへと照れている。

「勉強、俺、もっと頑張るから」

「そんなに頑張らなくても大丈夫だよ？　あたしが、誠治君を幸せにしたげるから」

「春香さんはそれでいいかもしれないけど、俺だって、春香さんが幸せじゃないと嫌だ」

　何かのメーターが上がるように、柊木ちゃんの顔が赤くなった。

「も、もおおおおおおお。そ、そういうことを言うのは、高校卒業してからだよ！　ぷ、ぷぷ、プロポーズじゃないんだからっ」

「それでいいよ」

　ふぐう、と変な呻うめき声をあげた柊木ちゃんが胸を押さえる。

「キュンとして死にそうになった……」

「春香さん、顔赤い」

「う、うるさい……」

　照れを隠すように、長いキスをした。

　家庭科室に行く日だったけど、昼飯も食わず、こうして昼休憩はずうっとくっつきっぱなしだった。
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　それは、唐突な質問だった。

「ねえ、誠治せいじ君が好きになった人って、あたしがはじめて？」

　休日。

　柊木ひいらぎちゃんちのソファでまったりしていると、急にそんなことを訊きいてきた。

「え。どうしたの」

「べっつにぃ～」

　と言って柊木ちゃんは唇を尖とがらせた。

「あたしは、本気の本気で最初の最初は、誠治君だけど、誠治君はどうなんだろうって、ふと思って。まあ、別にいいんだけどね、別に……」

　わかりやすい人……絶対どうでもよくないし、気になって仕方ないらしい。

「本気の本気は、先生がはじめてだよ？」

「むふふ、そうなんだぁ～？」

　嬉うれしそうに柊木ちゃんは俺おれに抱きついてくる。

「──って、二人のときは先生じゃなくて春香はるかさん」

　ぺしぺし、と俺の胸を叩たたく柊木ちゃん。

「最初の最初は……いや、あれを好きっていうのかどうかもわからないけど……」

「だ。誰だれ。……ど、どんな人……？」

　おっかなびっくりの様子で、柊木ちゃんは尋ねた。

　そういや……あの人、あれからどうしてるんだろう。

　俺は七年前の放課後の出来事を思い出した。





◆






「せーくん、どこいくの！　サナもついてくっ」

「だから、せーくんって言うなって！」

　誠治がランドセルを机の上に置いて、部屋から出てきたところを紗菜さなに見つかってしまった。

「あそびにいくの？　サナもついてく」

「くるなってば」

　誠治は、ちょこちょことついて来る紗菜のなんで？　を無視して、階段を下りる。

　自転車に乗ってしまえばこっちのものだ。

「女と遊ぶのはダサイから」

「サナ、いもうとだから、だいじょうぶ」

「妹と遊ぶのはもっとダサイんだよ」

「ダサくないよっ」

　自分と遊びたがる妹にうんざりしながら、誠治は靴をつま先につっかける。

「まって、まって、サナもすぐはくから」

　急いで靴を履はこうとする紗菜を振り切るように、誠治は玄関の扉を閉める。

「あーっ！　まって！」

　こもって聞こえる紗菜の声を無視して、家の車庫に入り、置いてある自転車に乗って一気に漕こぎだす。

「まってええええ！　せーくんのバカぁああああ」

　玄関の先で声を上げる紗菜に「せーくんって言うな、バーカ」と後ろに叫んだ。

　完全に紗菜を振り切って、誠治はようやく一息ついた。

　家から自転車で三〇分。目的地の空き地の草むらに到着する。

　雑草は大きく、誠治の背丈ほどもあった。

　自転車を置いて、踏み倒された草の道を辿たどって奥へと行く。

　はじめて来たときは冒険気分だったが、もうその気分にも慣れていた。

「おーい？」

　ぱんぱんのポケットに入れていたのは、給食の牛乳パックだ。

　今日のために、給食の牛乳は飲まずにとっておいた。

「どっかいっちゃったのか……？」

　この前、家からこっそり持ってきた皿の中は空っぽになっていた。

　飲みに帰ってくるかもしれないから、空の皿に牛乳を注そそいでおく。

　誠治があたりを見回していると、ガサガサと物音がした。

「ニャーちゃーん？　んむう……いないのかな……？」

　ネコジャラシを手に持った高校生くらいの女の人がぬっと姿を現した。

　目が合うと、にこっと彼女は笑った。

　母親でもないし先生でもない大人の女の人に、どうしていいかわからなくなった。

「このお皿、君のだったんだ」

「えと。う、うん……」

　その女子高生らしき彼女は、そばにやってきて誠治の隣にしゃがんだ。

「牛乳あげてるの？」

「うん……あんまり、冷たいのはお腹なか壊しちゃうって図書室の本にあったから……ずっとズボンのポケットに入れてた」

「へぇぇぇ。あたしそんなの全然知らなかった。ちゃんと調べてるんだ。偉いね」

　ふわりと笑む彼女に釘付くぎづけになる。

　よくわからないが、顔が熱くなった。

「どこ行っちゃったんだろうねー？」

　ふりふりとネコジャラシを振りながら、彼女はあたりを見回す。

　そんなことよりも、無防備な性格なのか、しゃがんでるせいでスカートの中が見えてしまっている。

　目のやり場に困って、誠治は背をむけた。

　子猫をここで見つけたのは先週のこと。

　冒険気分でこの空き地の草むらに入っていったとき、たまたま見かけたのだ。

　それ以来、ここに何度か通って子猫の世話を一人でしていたのだが、それは自分一人だけじゃなかったようだ。

「ニャーちゃん、お母さん見つけられたのかな？」

「かもしれないね」

「だったら、いいな……」

　言葉とは裏腹に彼女は寂さびしそうな顔をする。

「おねえちゃんは、猫、好きなの？」


「お────おねえちゃん!?」



　何か間違っただろうか、と誠治は不思議そうに首をかしげた。

　お姉ちゃん──自分よりも年上の女の人を呼ぶとき、適当な名称だ。

　照れた彼女は、慌てて手を振った。

「あ。ええっとね、なんかそう呼ばれるのが新鮮だったから。ちょっと、きゅんってしちゃった」

　てへへ、とはにかんだように笑った。

「あたし、妹がいるんだけど、春ちゃんとしか呼んでくれないから」

　そうなんだ、と誠治。

　ちらっと見て、どうしようか迷ったが、意を決して言うことにした。

「おねえちゃん」

「な、何!?」

　そう呼ばれるのが嬉しいらしい彼女は、キラキラと表情を輝かせている。

　す、と誠治は、しゃがんでいる彼女の足元付近を指差した。

「パンツ見えてるよ」

「え？」

　誠治が指差した先──自分の股あたりを見ると、かぁぁぁと彼女は顔を赤くした。
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「にゃぁあ!?　ご、ごめんねっ。な、なんか……変なの見せちゃって……」

「う、ううん……」

　変なのかどうかはわからないが、首を振っておいた。

　彼女は立ち上がって、あたりをキョロキョロと見回す。

「にゃ、ニャーちゃん、ど、どこ行っちゃったんだろうね……あ、アハハ……」

　恥ずかしさを紛まぎらわそうとしてそう言った。

「俺も、妹、いる」

「そうなんだ？」

「うん。でも、いっつも俺のあとついてきて、遊んでって言うから、面倒くさい」

「お兄ちゃんのこと、大好きなんだ」

「そうなのかな」

「きっとそうだよ。優しいから好きなんじゃないの？」

「そうかな？」

　紗菜に優しくした覚えはあまりなかった。

「あいつ、友達あんまりいないから……」

「おっと、いきなりシリアス」

「だからたまに、遊んであげてた」

「ほら。やっぱり優しい。いいお兄ちゃんだね」

　微笑ほほえんだ彼女の表情を見てドキっとしていると、つんつんと鼻の頭を触られた。

「あたしも……お兄ちゃんがいれば、もうちょっと色々と違ったのかな……」

　ため息交じりにそうつぶやいた。

　眉まゆをハの字にして、何かに悩んでいるような顔だった。

　誠治の視線に気づいて、その表情を無理やり笑顔に変える。

　この人のために、何ができるだろう。

　そんなことを真剣に考えている自分がいた。

　車の静かな排気音がすると、ガコっと扉の開く音も聞こえた。

「お嬢様。探しました。こんなところまでいらっしゃって……帰りましょう。奥様がご立腹です」

　白い手袋をしてスーツを着込んだ男が、空き地の外に立っていた。

「……吉永よしながさん……。あーぁ、見つかっちゃった」

　ぼそっと小声で言って、彼女は立ち上がる。

「じゃあね」

　甘い香りだけ残して、運転手らしき男のいるほうへ歩いていった。

「──今度、また来てよ！　俺、そのときまでに子猫、見つけておくから！」

　誠治の、自分でも思った以上に大きかった声に、彼女がはっとしたように振り返る。

「うん。また来るね」

　悲しげな笑顔で、彼女は手を振った。車の後部座席に乗ると、運転手が扉を閉める。

　胸が苦しくて、思わず駆け出していた。

　あの人に、あんな顔をさせてはいけないのだと、頭の片隅で誰かがささやいているようだった。

「まただよ！　約束！　絶対──、俺、見つけておくから！」

　声が届いたのか、動き出した車の中で彼女は笑顔で何度もうなずいた。







　──初恋というものがあるとすれば、たぶん、あの正体不明の衝動がそうなんだろう。







　数日後、彼女は約束を守り、二人はまたこの空き地で再会することになるのだが……？










あとがき







　本作品は「小説家になろう」で連載れんさいしている作品で、タイムリープをしているのでファンタジーといえばそうなのですが、それ以外はファンタジー要素ゼロの、「小説家になろう」では比較的珍めずらしい作品です。

　異世界いせかいものでもなく、現実世界に魔物まものやダンジョンが出現するでもない、ただただ、恋人である柊木ひいらぎちゃんとイチャつくだけの日常ストーリーでしたが、柊木ちゃんはお口に合いましたでしょうか？

　やや意味深いみしんな聞き方になってしまいましたが、読者の皆様みなさまのストライクゾーンに柊木ちゃんが入ればいいなと思います。属性ぞくせい的にストライクじゃなくても読後にストライクになっていれば、これほど嬉うれしいことはありません。

　執筆しっぴつ中は「柊木ちゃん可愛かわいい」くらいだったのが、イラストありで読んでみると「柊木ちゃん可愛いな！（確信かくしん）」となるくらいにイラストの威力いりょくは凄すさまじかったです。




　柊木ちゃんはいいぞ、柊木ちゃんは。




　さて。この作品の書籍化にあたり、色んな方のお世話になったりご迷惑をおかけしました。

　まずは担当編集様。「圧倒的ガチャ運で異世界を成り上がる！」から引き続きご担当いただきありがとうございます。僕のラブコメやヒロインの可愛さを褒ほめていただいたから、他の人とは違う物を書こうと思えました。これからもお世話になります。ご迷惑はなるべくかけないように頑張ります……！

　続いて、イラストを担当してくださったやすゆき様。半端はんぱなく可愛い柊木ちゃんを描いてくださってありがとうございます！　自分で文章を書いておきながら、こんな人と付き合いてーなと普通に思いました。紗菜さなもばっちりぴったりのキャラデザで、貧乳ひんにゅうツンデレ感抜群ばつぐんでとても可愛かったです。引き続きよろしくお願いします。

　そのほか、デザイン装丁そうてい担当者様、営業様、校正様、現場の書店員様、本作品の製作販売に携たずさわって下さった皆様、ありがとうございました。




　最後に。

　本作品を読んで下さった読者様。本当にありがとうございました。





ケンノジ









著者

ケンノジ

　僕がタイムリープして戻るなら大学時代。１限目の授業は起きられないのに、パチ屋の熱いイベントがあると朝七時には店前に並んでました。今はもう打ってないけど楽しかったです。




イラスト

やすゆき

　千葉県在住絵描き。ゲーム好き。

　モンハンワールド遊ぶぞ～！

　あとイチャコラしてる内容の本も大好きです！　いちゃいちゃしてる挿絵いっぱい描きたい…！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫編集部 気付
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高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果
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